


NAGANO ORGANIC AIR 003

　

長
野
県
は
、
平
均
標
高
が
日
本
で
最
も
高
い
地
域
で
す
。

内
陸
に
位
置
し
、
周
囲
を
山
に
囲
ま
れ
た
盆
地
型
の
地
形

か
ら
、
年
較
差
や
日
較
差
、
即
ち
１
年
や
１
日
の
中
で
最

高
気
温
と
最
低
気
温
の
振
れ
幅
が
大
き
い
気
候
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
信
州
の
豊
か
な
自
然
、
そ
し
て
風

土
、
文
化
に
個
性
を
与
え
て
い
ま
す
。
果
物
、
野
菜
な
ど

は
、
寒
暖
差
を
経
験
す
る
中
で
、
濃
く
深
い
味
わ
い
を
も
っ

て
い
く
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
野
県
は
国
内
随
一
の
長
寿
県
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
も
環
境
の
厳
し
さ
と
穏
や
か
さ
の
幅
が
関
わ
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

長
野
県
で
ア
ー
ト
を
創
造
す
る
。

　

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ 

Ｏ
Ｒ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ 

Ａ
Ｉ
Ｒ

は
、「
Ｏ
Ｒ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
＝
有
機
的
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
長
野
県
内
の
ロ
ー
カ
ル
な
エ
リ

ア
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
滞
在
し
創
造
活
動
を

行
う
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン

ス
（
Ａ
Ｉ
Ｒ
）
の
取
り
組
み
で
す
。

　

「
ア
ー
ト
」
と
「
長
野
県
」
、
そ
れ
ぞ
れ
が

も
つ
可
能
性
や
魅
力
を
耕
し
、
長
野
県
が
も

つ
振
幅
が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
刺
激
し
創
作

に
力
を
与
え
る
こ
と
、
ま
た
同
時
に
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
の
交
流
が
地
域
の
新
た
な
展
開

へ
と
派
生
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
、
歩

み
を
始
め
ま
し
た
。
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県
内
各
地
域
の
公
立
文
化
施
設
や
文
化
芸
術

に
関
わ
る
民
間
団
体
、
市
町
村
教
育
委
員
会
な

ど
が
「
ホ
ス
ト
」
と
な
り
、
滞
在
す
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
活
動
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
な
が
ら
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
双
方
向
的
な
協
働
を

行
い
ま
し
た
。
様
々
な
活
動
目
的
や
属
性
を
も

つ
各
ホ
ス
ト
の
個
性
を
も
地
域
の
文
化
資
源
の

一
部
と
捉
え
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
家
性
や
創

作
の
方
向
性
と
の
相
乗
効
果
を
意
識
し
て
マ
ッ

チ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
対
し
て
は
滞
在
期
間
中
の

成
果
発
表
を
条
件
と
せ
ず
、
創
作
意
欲
を
刺
激

す
る
ロ
ー
カ
ル
な
営
み
と
の
出
逢
い
に
焦
点
を

絞
り
ま
し
た
。
結
果
的
に
は
半
数
以
上
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
、
地
域
か
ら
受
け
た
刺
激
を
還
元

す
る
た
め
に
、
何
ら
か
の
形
で
の
成
果
発
表
や

ト
ラ
イ
ア
ル
と
な
る
よ
う
な
企
画
を
地
域
で
実

施
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
て
今
、
県
内
９
地
域
の
ホ
ス
ト
、

参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
協
働
に
よ
り
展
開
さ

れ
た
活
動
を
振
り
返
る
と
、
長
野
県
内
の
各

地
域
が
も
つ
様
々
な
魅
力
や
、
ア
ー
ト
と
地

域
の
関
わ
り
合
い
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
、
実

に
多
面
的
に
立
ち
上
が
っ
て
き
て
い
る
の
を

印
象
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

旧
中
山
道
の
宿
場
町
や
、
お
寺
、
神
社
な

ど
の
文
化
財
の
活
用
。
民
俗
芸
能
の
継
承
・

復
興
。
美
術
館
や
劇
場
な
ど
公
・
民
の
文
化

施
設
と
の
協
働
。
農
業
や
食
と
の
関
わ
り
。

山
岳
、
歴
史
文
化
と
の
関
わ
り
。
子
ど
も
た

ち
の
学
び
と
ア
ー
ト
の
新
た
な
接
点
づ
く
り
。

移
住
や
関
係
人
口
拡
大
に
向
け
た
試
み
…
…

な
ど
な
ど
。
地
域
が
も
つ
価
値
や
課
題
と
ア
ー

ト
の
繋
が
り
方
の
多
様
さ
が
示
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
ご
確
認
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
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２
０
２
１
年
、
長
野
県
産
の
ワ
イ
ン
・
日

本
酒
に
対
し
「
Ｇ
Ｉ
長
野
」
の
指
定
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ 

: 

G
eographical Indication

）
保
護
制
度
は
、

気
候
・
風
土
な
ど
生
産
地
の
特
性
に
よ
り
品

質
や
評
価
を
得
た
産
品
に
対
し
て
、
そ
の
ブ

ラ
ン
ド
を
知
的
財
産
と
し
て
保
護
す
る
制
度

で
す
。

　

ア
ー
ト
に
も
Ｇ
Ｉ
が
あ
る
と
い
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ 

Ｏ
Ｒ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ 

Ａ
Ｉ
Ｒ

で
は
、
ア
ー
ト
を
創
造
す
る
こ
と
の
可
能
性

を
追
求
す
る
た
め
に
、
ブ
ラ
ン
ド
を
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
く
ら
い
Ｏ
Ｒ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
に
地
域

と
連
携
す
る
創
造
の
場
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
長
野
県
で
ア
ー
ト
を

創
造
す
る
こ
と
、
こ
の
振
幅
と
協
働
の
空
気

感
が
、
持
続
可
能
な
発
展
を
望
む
こ
れ
か

ら
の
ア
ー
ト
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
あ
り
方
に

と
っ
て
、
非
常
に
大
切
な
示
唆
を
与
え
て
く

れ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
同
時
に
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
動
き
や
関
わ
り
合
い
が
地

域
住
民
の
学
び
を
刺
激
し
、
自
治
を
勇
気
づ

け
、
持
続
的
な
地
域
づ
く
り
に
新
た
な
芽
吹

き
を
も
た
ら
す
も
の
と
な
る
こ
と
を
、
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
ー
ト
は
今
、
Ｏ
Ｒ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
だ
ろ
う
か
。

地
域
は
今
、
Ｏ
Ｒ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
だ
ろ
う
か
。

皆
さ
ん
と
共
に
持
続
的
な
未
来
の
構
想
す
る
、

そ
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
と
と
も

に
活
動
初
年
度
を
迎
え
た
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ 

Ｏ

Ｒ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ 

Ａ
Ｉ
Ｒ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

ブ
ッ
ク
を
、
こ
こ
に
お
届
け
し
ま
す
。

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ 

Ｏ
Ｒ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ 

Ａ
Ｉ
Ｒ 　

ス
タ
ッ
フ
一
同
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ホスト

飯山市文化交流館なちゅら
飯山市の文化芸術の拠点として「文化交流館なちゅら」は 2016
年にオープンしました。自然の木材とコールテン鋼の壁がトレー
ドマークです。昔からいる人も、新しくやってきた人も、みんな
が文化を通して交流できる、道のような、広場のような、あたら
しい「場所」として歩んでいます。また、新幹線飯山駅に近く、
近隣市町村や県内外からのアクセスに恵まれ、大自然と人と伝統
文化が出会うにぎわい創出の場としての役割も担っています。

　

飯
山
で
は
、
劇
作
家
・
演
出
家
の
柴
幸
男
さ
ん
が
滞
在
。

飯
山
市
や
周
辺
地
域
の
リ
サ
ー
チ
を
経
て
柴
さ
ん
が
着
目
し

た
の
が
、
名
刹
・
正
受
庵
。
真
田
信
之
の
子
・
道
鏡
慧
端
が

開
き
、
臨
済
宗
中
興
の
祖
・
白
隠
慧
鶴
が
修
行
し
た
聖
地
で
、

禅
の
公
案
に
着
想
を
得
た
企
画
を
行
い
ま
し
た
。
公
案
と
は

禅
の
修
行
の
一
種
で
、
例
え
ば
、
雲
水
（
修
行
僧
）
は
老
師

か
ら
「
両
手
を
打
つ
と
音
が
出
る
が
、
片
手
で
は
ど
ん
な
音

が
出
る
か
」
等
の
問
い
を
与
え
ら
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
答
え

を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

　

7
月
と
10
月
の
3
日
間
に
わ
た
り
、「
禅
の
発
想
を
も
と

に
し
た
3
日
間
＋
α
の
表
現
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
『
禅
と
表
現 

行
っ
た
り
来
た
り
』」
を
開
催
。
何
ら
か
の
表
現
活
動
に
携

わ
る
参
加
者
10
名
と
と
も
に
、
公
案
へ
の
答
え
を
探
っ
て
い

き
ま
し
た
。
正
受
庵
に
て
座
禅
体
験
、
法
話
を
聴
講
し
、
禅

の
思
想
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
参
加
者
同
士
で
そ
れ
ぞ
れ
の

表
現
を
互
い
に
発
表
。
＋
α
の
修
行
期
間
に
そ
れ
ぞ
れ
の
表

現
を
通
し
て
公
案
に
取
り
組
み
、10
月
末
に
正
受
庵
の
住
職
・

和
尚
立
ち
会
い
の
も
と
最
後
の
成
果
発
表
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
加
え
て
、
今
回
の
取
り
組
み
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
正

受
庵
の
皆
さ
ん
が
市
街
で
行
う
托
鉢
の
際
に
飯
山
文
化
交
流

館
な
ち
ゅ
ら
の
ロ
ビ
ー
（
ナ
カ
ミ
チ
）
を
歩
く
の
が
慣
例
と

な
る
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

レジデントアーティスト

柴 幸男
Yukio Shiba

劇作家、演出家、ままごと主宰。多摩美術大学
専任講師。劇場から船上まで、学芸会から工場
見学まで、場所や形態を問わない演劇活動を全
国各地で行う。2010 年『わが星』で第 54 回岸
田國士戯曲賞を受賞。近年は小豆島や横浜、台
湾に長期滞在し地域に根ざした演劇を継続的に
上演。2014 年より『戯曲公開プロジェクト』を
開始、戯曲を無料公開し多くの上演機会を設け
ている。

飯山

禅
と
表
現

行
っ
た
り
来
た
り

① 3 月 16 日（火）〜 17 日（水）
　飯山リサーチ①＆栄村訪問

② 4 月 4 日（日）
　飯山リサーチ② & 正受庵訪問

③ 5 月 1 日（土）
 　飯山リサーチ③

④ 7 月 3 日（土）
　『禅と表現 行ったり来たり』WS ①

⑥ 10 月 30 日（土）
　 『禅と表現 行ったり来たり』成果発表会

⑤ 7 月 4 日（日）
　 『禅と表現 行ったり来たり』WS ②

正受庵は主に寄付や托鉢をもとに運営してお
り、和尚さんが声をあげながら飯山市街を巡
回すると、地域の皆さんが通りに出てきて喜
捨をします。正受庵と市民の繋がりを知るた
めに、托鉢に同行・見学をさせていただきま
した。

午前中は、ホストである飯山市文化交流館な
ちゅらの職員で、自らも稲作を手がける池田
春彦さんのご案内のもと、飯山市木島の農業
用水路を見学。午後は、正受庵にて横山和尚
のお話をお聞きしました。この正受庵との出
会いが、7 月の WS 開催へとつながっていき
ます。

滞在初回は、飯山市街地を歩いてリサーチす
るとともに、飯山から足をのばして、10 年前、
東日本大震災の翌日に起きた長野県北部地震
で甚大な被害があった栄村を訪問。震災復興
祈念館・絆などを見学し、当時の被災状況や
復興のあゆみについて学びました。

ワークショップ 1 日目は、正受庵での座禅
体験と、小菅住職・横山和尚による禅の思想
や公案についての講話を実施しました。参加
者の方はみなメモを取りながら、禅と自分の
表現活動がどう関係するのかを考えているよ
うでした。

ワークショップ 2 日目は、会場を飯山市文
化交流館なちゅらに移し、参加者同士でそれ
ぞれが普段、どのような表現活動を行なって
いるのか共有しました。フルートや小説、茶
道やカリギュラフィなどジャンルは多彩。前
日の正受庵での学びをもとに、このあと各自
で修行に励みました。

約 4 ヶ月間の修行期間を挟み、正受庵で成
果発表会を開催しました。小菅住職、横山和
尚のお立ち合いのもと、修行の成果をそれぞ
れ披露。小説を書き上げてくる方や、新曲を
作ってくる方など、参加者それぞれが 4 ヶ
月間、じっくりと自分の表現に向き合ったこ
とが見てとれました。

10 月に開催した『禅と表現行ったり来たり』の成果発表会の様子。
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小諸

果
樹
農
園

 
直
売
所
シ
ア
タ
ー

　

『
破
戒
』

レジデントアーティスト

石井 幸一
Koichi Ishii

1979 年生。演出家、梨農家。鎌ヶ谷アルトギルドと
一徳会の主宰者。梨農園を創作活動の拠点とし、古典
から近代・現代の戯曲、横溝正史などの推理小説の舞
台化を行っている。（一財）舞台芸術財団演劇人会議
主催『利賀演出家コンクール 2007』にて優秀演出家
賞を受賞。アジア演出家フェスティバル 2013 の日本
代表に選出される。近年の主な演出作は『孤島の鬼』（原
作：江戸川乱歩） 、舞台『ACCA13 区監察課』（原作：
オノ・ナツメ） 、鎌ケ谷市民創作劇『東海道四谷怪談』

（作・鶴屋南北） など。千葉県鎌ケ谷市在。

ホスト

わかち座
パフォーマーの司白身が主宰する劇団。制作は
劇作家の黒岩力也。舞台表現を制作する場や繋
がりを創造する事を目的に、長野県小諸市御影
新田にある直売店（ブルーベリーガーデン黒岩）
を拠点にして活動しています。

　

小
諸
で
は
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
家
で
劇
作
家
で
も
あ
る
黒

岩
力
也
さ
ん
（
わ
か
ち
座
）
が
ホ
ス
ト
と
な
り
、
千
葉
県
の

梨
農
家
で
演
出
家
で
も
あ
る
石
井
幸
一
さ
ん
が
滞
在
し
ま
し

た
。
こ
の
2
人
が
今
回
着
目
し
た
の
が
、
小
諸
市
ゆ
か
り

の
文
豪
・
島
崎
藤
村
が
書
い
た
小
説
『
破
戒
』。
黒
岩
さ
ん

が
『
破
戒
』
の
戯
曲
化
に
挑
み
、
こ
れ
を
石
井
さ
ん
が
演
出

し
て
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
園
に
設
け
た
仮
設
劇
場
で
発
表
し

た
の
が
、
今
回
の
「
果
樹
農
園
直
売
所
シ
ア
タ
ー
『
破
戒
』」

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

7
月
の
試
演
会
で
は
、
地
元
・
小
諸
高
校
演
劇
部
を
出
演

者
に
迎
え
30
分
の
短
編
演
劇
を
上
演
。
晴
れ
わ
た
っ
た
真
夏

の
青
空
の
下
、
た
わ
わ
に
実
っ
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
つ
ま
み

な
が
ら
の
野
外
公
演
と
な
り
ま
し
た

　

こ
の
試
演
会
を
も
と
に
、
黒
岩
さ
ん
が
さ
ら
に
戯
曲
を
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
。
10
月
は
一
般
公
募
の
出
演
者
12
名
が
出

演
し
て
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
公
演
を
開
催
し
、完
成
し
た
『
破
戒
』

の
戯
曲
を
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ガ
ー
デ
ン
黒
岩
直
売
所
に
て
披
露

し
ま
し
た
。

　

果
樹
農
家
の
跡
取
り
と
し
て
家
業
を
継
ぎ
つ
つ
も
、
直
売

所
を
仮
設
劇
場
に
変
転
さ
せ

”破
戒
“
的
な
演
劇
に
取
り
組

む
黒
岩
さ
ん
と
石
井
さ
ん
。
農
業
と
演
劇
の
新
た
な
関
係
性

を
垣
間
見
み
る
こ
と
が
で
き
た
、
唯
一
無
二
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
な
り
ま
し
た
。

① 3 月 27 日（土）〜 28 日（日）
　小諸市内リサーチ

② 7 月 4 日（日）、18 日（日）
　高校生との WS

③ 7 月 24 日（土）〜 30 日（金）
　『破戒』試演会 稽古

④ 7 月 31 日（土）
　『破戒』試演会 本番

⑥ 10 月 24 日（日） 
　『破戒』リーディング公演 本番

⑤ 10 月 9 日（土）
　『破戒』リーディング公演 顔合わせ

7 月 24 日（土）からは 31 日（土）の試演
会本番に向けて本格的に稽古が始動。鎌ヶ谷
アルトギルドのメンバーも続々と小諸入り。
熱中症に気をつけながら、真夏のブルーベ
リー畑を舞台に、鎌ヶ谷アルトギルドとわか
ち座、そして小諸高校演劇部との協働創作が
はじまりました。

7 月 4 日（日）は小諸高校演劇部と石井さん
との初顔合わせ。小諸高校は顧問の松﨑先生
と部員の計 5 名が参加。鎌ヶ谷アルトギル
ドからは俳優の鈴木正孝さんも参加し、鎌ヶ
谷アルトギルドの訓練方法を小諸高校演劇部
へ教え込む WS となりました。

滞在初日の 27 日（土）は小諸市中心部をリ
サーチ。藤村記念館等を訪問し、島崎藤村の
足跡を辿りました。翌 28 日（日）はブルー
ベリーガーデン黒岩直売所にて「ながの演劇
ネットワーク・ミーティング」を開催。長野
県内の演劇関係者と共に AIR の可能性につ
いて議論しました。

『破戒』試演会の本番当日は天気にも恵まれ、
絶好の野外演劇日和となりました。夏のそよ
風に揺れる青々とした稲を背景に、ブルー
ベリー畑での濃密な 30 分間の舞台上演でし
た。開場中と終演後には、会場内のブルーベ
リーを摘むお客様も見られました。©️ 武者
輝

8、9 月は石井さんの梨の収穫が最盛期とい
うことでプロジェクトは一時休止。この間も、
黒岩さんと石井さんの間では『破戒』戯曲の
長編化に向けやりとりが重ねられました。そ
の戯曲をもとに、10 月にはリーディング公
演を開催。9 日（土）には公募した出演者
12 名との初顔合わせが行われました。

10 月 9 日（土）、23 日（土）の 2 回の稽古
を終え、24 日（日）には早くもリーディン
グ公演本番を迎えました。石井さんの演出プ
ランに刺激をうけた黒岩さんが農業資材を組
み合わせて作った仮設劇場の中で、石井さん
の演出によって、果樹農園直売所シアター『破
戒』という名に相応しい、壮大な劇の世界が
立ち上がりました。

7 月 31 日（土）に行われた果樹農園直売所シアター『破戒』試演会の様子。写真：武者輝
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信濃追分文化磁場油や
「信濃追分文化磁場油や」は、本とアート、音楽、演劇などの文化的活動を行っ
ている「NPO 油やプロジェクト」の拠点です。「油や」は、江戸時代は中山道・
追分宿の脇本陣でした。そして明治以降は「油屋旅館」として多くの文人・知識
人たちが執筆などに利用した歴史ある宿です。「油や」は旅館であったことから
現在でも昭和の建物に宿泊することができアーティスト・イン・レジデンスなど、
様々なアーティストの方が滞在して活動の拠点にしています。

レジデントアーティスト

渡邉 尚
Hisashi Watanabe

身体研究家 / サーカスアーティスト。20 歳から独
学でジャグリング、倒立、軟体芸を始め、ダンサー
を経てサーカスアーティストになる。高い身体能
力と独自の哲学を盛り込んだ作風が高く評価され、
これまでに 15 ヵ国以上のフェスティバルに出演。
2016 年 TOYOTA choreography Award ファイナ
リスト。2017 年スペインの MASDANZA にてカナ
リア芸術協会賞、オーディエンス賞、ラ・ゴメラ
振付センター賞をトリプル受賞。 2018 年エルスー
ル財団新人賞受賞など。写真：Elsa Okazaki

軽井沢

倒
立
と

 
四
足
歩
行
の
研
究

　
　

・
軽
井
沢
編

　

軽
井
沢
で
は
、
身
体
研
究
家
／
サ
ー
カ
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
渡
邉
尚
さ
ん
が
、
旧
中
山
道
追
分
宿
に
あ
る
信
濃
追
分
文

化
磁
場
油
や
を
拠
点
に
映
像
作
品
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
浅
間
山
麓
の
山
道
や
獣
道
、
ま
た
街
道
を
四
足

歩
行
で
闊
歩
し
、
各
ス
ポ
ッ
ト
で
倒
立
を
行
う
予
定
で
し
た

が
、
5
月
・
8
月
い
ず
れ
の
滞
在
期
間
中
も
雨
が
降
り
続
い

て
い
た
た
め
撮
影
が
困
難
に
。
予
定
を
変
更
し
て
、
長
野
県

芸
術
監
督
団
事
業
（
美
術
分
野
）『
シ
ン
ビ
ズ
ム
』
展
に
参

加
し
て
い
る
学
芸
員
の
宮
下
真
美
さ
ん
（
軽
井
沢
ニ
ュ
ー

ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
と
中
嶋
実
さ
ん
（
小
海
町
高
原
美

術
館
）
に
ご
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
各
美
術
館
で
開
催
中
の
展

覧
会
場
で
渡
邉
さ
ん
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
撮
影
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
美
術
作
品
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

た
素
晴
ら
し
い
作
品
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
5
月
の
滞
在
時
に
は
信
濃
追
分
文
化
磁
場
油
や
を

会
場
に
「
カ
ラ
ダ
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
な
る
倒
立

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
。
老
若
男
女
多
様
な
方
が
参
加

し
、
倒
立
を
通
し
て
自
分
の
身
体
を
見
つ
め
直
す
よ
い
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

① 5 月 22 日（土）、23 日（日）　
　倒立ワークショップ

② 5 月 26 日（水）　
　ほっちのロッヂ訪問

③ 8 月 21 日（土）〜 22 日（日） 
　映像撮影＠軽井沢ニューアートミュージアム

④ 8 月 17 日（火）、２４日（火）　
　映像撮影＠小海町高原美術館

⑥ 9 月 24 日（金）〜 10 月 17 日（日）　
　『渡邉尚さん映像展示＠信濃追分文化磁場油や』

⑤ 8 月 24 日（火）
　振り返り会

8 月の滞在は連日あいにくの天気模様のた
め、屋内での映像撮影を模索。『シンビズム』
展に参加している宮下真美さんが学芸員をつ
とめる軽井沢ニューアートミュージアムに
て、世界的アーティストであるロナルド・ヴェ
ンチューラ氏の展示空間で撮影させていただ
きました。

倒立ワークショップの参加者の方からご案内
いただき、軽井沢町の診療所「ほっちのロッ
ヂ」を訪問しました。軽井沢の緑の中に建て
られた診療所でも文化施設でもある「ケアの
文化拠点」に渡邉さんも興味津々。8 月には
滞在もさせていただきました。

5 月 20 日（木）に軽井沢入りされた渡邉さん。
滞在 3 日目の 22 日（土）にはさっそく「カ
ラダのことがよくわかるようになる倒立ワー
クショップ」を開催しました。渡邉さんとア
シスタントの儀保桜子さんの指導のもと、下
は 5 歳から上は 60 代まで、幅広い年齢層の
方々が倒立に取り組みました。

『スズキコージの大魔法画展』が開催されて
いた小海町高原美術館でも撮影をさせていた
だきました。安藤忠雄氏設計の特徴ある空間
で、渡邉さんが幼少の頃から大ファンだった
スズキコージ氏の作品とコラボレーションし
たパフォーマンス映像を制作。かけがえのな
い時間となりました。

全滞在日程を終え、ホストの斎藤尚宏さん、
祐子さんにもご同席いただき、滞在の振り返
り会を実施。追分での滞在を「静かで情報量
が少なく、創作に集中できる環境」と振り返っ
た渡邉さん。美術館での撮影も大きな刺激に
なったようで、NOA が自身の活動の大きな
転機になったことが伺えました。

渡邉さんが軽井沢への滞在中、信濃追分文化
磁場油や、軽井沢ニューアートミュージアム、
小海町高原美術館で撮影した映像を信濃追分
文化磁場油やにて上映しました。

小海町高原美術館にて倒立する渡邉尚さん。
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池田町教育委員会
池田町は、北は大町市、南は安曇野市、東は生坂村、西は高瀬川をはさんで松川
村に接する人口 9,623 人の小さな町です。江戸時代からの伝統文化を大切にし、
町のいたるところからは安曇野の田園風景と北アルプスの 22 もの美しい峰々が
望める、風光明媚で空気のおいしい町です。稲作が盛んで酒蔵が２つあります。　
年間を通じて降雨量が少なく、近年は「北アルプス・安曇野ワインバレー特区」
に認定され、ワイン用ぶどう栽培も盛んで、良質なワインが生まれています。

レジデントアーティスト

平原 慎太郎
Shintaro Hirahara

1981 年北海道生まれ。ダンサー、振付家、ダ
ンスカンパニー【OrganWorks】を主宰。ダン
ス作品の制作、演劇作品、現代美術家、ミュー
ジシャンなど他分野のアーティストへの作品
提供多数。2013 年文化庁新進気鋭芸術家海外
研修派遣にてスペインに 9 ヶ月研修。2015 年
小樽市文化奨励賞受賞。2016 年トヨタコレオ
グラフィーアワードにて次代を担う振付家賞、
オーディエンス賞を W 受賞。2017 年日本ダ
ンスフォーラム賞受賞。2020 年 TOKYO2020
オリンピック開閉会式振付担当。

池田

北
ア
ル
プ
ス
展
望

 
ダ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
NORTH ALPS VIEWING

　
　
　

DANCE 
PROJECT

　

池
田
で
は
、
ダ
ン
サ
ー
・
振
付
家
の
平
原
慎
太
郎
さ
ん
が

滞
在
制
作
を
実
施
。
北
ア
ル
プ
ス
の
裾
野
に
広
が
る
池
田
町

を
リ
サ
ー
チ
す
る
中
で
、「
地
元
作
家
と
の
交
流
」「
伝
統
芸

能
と
の
交
流
」「
子
ど
も
達
と
の
交
流
」の
3
つ
の
視
点
か
ら
、

興
味
深
い
取
り
組
み
が
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
「
地
元
作
家
と
の
交
流
」
と
し
て
、
池
田
町
を
拠
点
に
世

界
中
の
芸
術
祭
な
ど
で
活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
千
田
泰
広

さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
。
松
本
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ

屋
上
に
展
示
さ
れ
て
い
た
千
田
さ
ん
の
作
品
『
Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ

Ｅ
Ｎ 

５
』
で
ダ
ン
ス
映
像
作
品
を
撮
影
し
ま
し
た
。

　
「
伝
統
芸
能
と
の
交
流
」
と
し
て
は
、
池
田
町
広
津
の
楡

室
神
社
の
獅
子
舞
の
復
興
に
取
り
組
む
信
州
大
学
の
宮
田
紀

英
さ
ん
・
加
藤
な
ぎ
さ
ん
と
協
働
。
広
津
地
域
が
辿
っ
て
き

た
歴
史
や
神
楽
の
お
囃
子
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
ダ

ン
ス
の
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
達
と
の
交
流
」
で
は
、
池
田
町
教
育
委
員
会
と

協
働
し
、会
染
小
学
校
、池
田
小
学
校
で
、「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

イ
ン
・
ス
ク
ー
ル
」
と
し
て
出
張
ア
ト
リ
エ
を
実
施
。
休
み

時
間
や
放
課
後
に
児
童
が
平
原
さ
ん
の
創
作
現
場
を
訪
れ
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
交
流
に
発
展
す
る
な
ど
、
学
校
と
ア
ー
ト

が
関
わ
り
合
う
新
た
な
試
行
と
な
り
ま
し
た
。 

① 3 月 12 日（金）
　池田町リサーチ①

②6月20日（日）〜21日（月）
　池田町リサーチ②

③ 9 月 13 日（月）〜 19 日（日）
　『BROCKEN 5』撮影

④ 10 月 12 日（火）〜 14 日（木）
　アーティスト・イン・スクール＠会染小

⑥ 10 月 16 日（土）
　池田町広津での映像撮影

⑤ 10 月 15 日（金）
　アーティスト・イン・スクール＠池田小

松本市美術館×松本 PARCO「パルコ de 美
術館」で展示された千田さんの空間芸術作品

『BROCKEN 5』でダンス映像作品の撮影を
実施しました。天井と壁の無数の穴から光が
降り注ぐ空間が、平原さんに大いに刺激を与
え、3 日間の短い撮影期間で、素晴らしい映
像作品が仕上がりました。

池田町広津地区、信州大学の皆さんが中心と
なって古民家を改修した交流拠点「無明荘」
で、宮田さん・加藤さんから楡室神社の獅子
舞復興や過疎地域の活性化について話をお伺
いしました。また、千田泰広さんのアトリエ
を見学し、当地でのアーティスト活動などに
ついて対話しました。

滞在初回は池田町内各所をリサーチ。北アル
プスと安曇野〜松本平が一望できるあづみ野
池田クラフトパークを出発点に、浅原六朗文
学記念館（てるてる坊主の館）や文化財資料
館などを訪問し、池田町の自然や文化につい
て学びました。

滞在最終回となる 10 月は、池田町内の小学
校 2 校で「アーティスト・イン・スクール」
を実施。プレイルームを創作のアトリエとし
てお借りして、池田町での平原さんの経験を
モチーフに、ダンボールでできた巨大獅子頭
など、子ども達が身体を使って遊べる空間を
制作しました。

池田小で 1 日だけの「アーティスト・イン・
スクール」を実施しました。朝からアート作
品を設営し、昼休みには子ども達の遊び場と
なり賑わいました。子どもがアート作品の独
自の遊び方を発案したり、アートの自由な場
が想像力を開放する様子を感じ取ることがで
きました。

滞在最終日は再び広津地区へ。毎年 10 月上
旬に楡室神社の例祭が開かれ、ここで奉納の
獅子舞が実演されるのですが、令和 3 年は
例祭も獅子舞も中止となりました。平原さん
は、宮田さん、加藤さんと話し合いながら、
奉納の試みとして神社の舞台でお囃子の様子
を撮影しました。

池田町広津で獅子舞の復興に取組む宮田さん・加藤さん（中央手前）との一枚。
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ホスト

安曇野市教育委員会
安曇野市教育委員会（文化課文化振興担当）は、市民が芸術文化に親しむ機
会を設けるため文化事業を担当。若手音楽家を発掘する新進音楽家オーディ
ションや安曇野出身の映画監督の熊井啓作品の上映会などを開催。また、市
民との協働により早春賦音楽祭や信州安曇野薪能などの文化イベントを実施
してきた。豊科近代美術館 · 高橋節郎記念美術館 · 田淵行男記念館など、市
内の美術館を管理。2021 年には書籍「安曇野風土記Ⅳ安曇野の美術」を刊行。

　

安
曇
野
で
は
、
関
西
の
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
シ
ー

ン
に
お
い
て
注
目
を
集
め
る
ダ
ン
ス
ユ
ニ
ッ
ト
「...1[

ア
マ

リ
イ
チ]

」
を
迎
え
滞
在
制
作
を
実
施
。
ホ
ス
ト
で
あ
る
安

曇
野
市
教
育
委
員
会
の
手
厚
い
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
り
、

安
曇
野
市
全
域
を
縦
に
横
に
身
体
を
フ
ル
に
使
っ
て
駆
け
ま

わ
る
「
あ
ま
る
ほ
ど
踊
る
安
曇
野
ダ
ン
ス
マ
ッ
ピ
ン
グ
」
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
6
月
に
は
「
安
曇
野

を
ダ
ン
ス
で
つ
な
い
で
往
復
す
る
駅
伝
型
公
演
『
う
ち
そ
と

駅
伝
』」
を
開
催
。

　

6
月
5
日
（
土
）、
6
日
（
日
）
の
2
日
間
、
実
際
に
自

分
の
足
で
歩
き
な
が
ら
（
時
に
は
自
転
車
で
）、
安
曇
野
市

内
の
公
園
や
美
術
館
、
ホ
ー
ル
な
ど
様
々
な
場
所
で
ダ
ン
ス

を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
引
き
続
き
8
月
に
は
北

ア
ル
プ
ス
は
常
念
岳
へ
の
登
頂
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

滞
在
の
集
大
成
と
な
る
11
月
に
は
「
安
曇
野
で
つ
く
る
新

作
ダ
ン
ス
公
演
『
イ
チ
ニ
タ
ス
ア
ヅ
ミ
ノ
ノ
』」
を
開
催
。

会
場
と
な
っ
た
穂
高
会
館
講
堂
全
体
を
安
曇
野
市
に
見
立

て
、
安
曇
野
で
の
滞
在
か
ら
着
想
を
得
た
振
付
を
披
露
し
ま

し
た
。
滞
在
中
も
直
売
所
に
通
い
、
地
場
産
の
食
材
を
仕
入

れ
自
ら
調
理
す
る
な
ど
、
五
感
を
も
ち
い
て
安
曇
野
を
味

わ
っ
た
ア
マ
リ
イ
チ
に
し
か
で
き
な
い
ダ
ン
ス
公
演
と
な
り

ま
し
た
。

レジデントアーティスト

...1[ アマリイチ ]
amariichi

斉藤綾子と益田さちによるダンスユニット。2015
年夏に結成。関西を拠点に活動している。主な
作 品 に『...1[ ア マ リ イ チ ]』(2016 年 )、『punk・
tuate[ パンク・チュエイト ]』(2018 年 )、『うちそと』
(2018 年 ) などがある。クラシックや J-POP、洋楽
などジャンルに囚われない様々な音楽で踊る。2 人
一緒に同じ振付を踊る「ユニゾン」が持ち味。2021
年長野県芸術監督団事業「NAGANO ORGANIC AIR」
で安曇野市に複数回滞在し、『うちそと駅伝』や新
作公演『イチニタスアヅミノノ』を発表。

安曇野

あ
ま
る
ほ
ど
踊
る

安
曇
野

 
ダ
ン
ス
マ
ッ
ピ
ン
グ

① 2 月 15 日（月）〜 16 日（火）
　安曇野市内リサーチ

② 6 月 5 日（土）〜 6 日（日）
　『うちそと駅伝』

③ 6 月 25 日（金）〜 7 月 15 日（木）
　『うちそと展』

④ 8 月 4 日（水）〜 5 日（木）
　常念岳登山　

⑥ 11 月 23 日（火祝）
　『イチニタスアヅミノノ』

⑤ 11 月 19 日（金）
　『0 歳からのミニコンサート』

『うちそと駅伝』のアーカイブ展を穂高交流
学習センター「みらい」にて開催。『うちそ
と駅伝』の写真や映像のほか、アマリイチ
の 2 人が身につけていた衣装も展示しまし
た。「みらい」での展示の終了後は、三郷交
流学習センター「ゆりのき」でも巡回展示し
ました。

“ 安曇野をダンスでつないで往復する駅伝型
公演 ” という触れ込みのもと開催された「う
ちそと駅伝」。徒歩と自転車で、往路と復路
計 12 時間の道のりをダンスでつないで完走
しました。2 日間、11 カ所の公演でのべ約
200 名のお客様にご覧いただきました。

滞在初日の 15 日（月）は穂高地区の秀太郎
工房とアトリエ宇を訪問。翌 16 日（火）は
2 月の寒空の中、レンタサイクルで市内の道
祖神を見て回りました。この時自転車で市内
をあちこち巡った経験が、6 月のうちそと駅
伝へとつながっていきます。

8 月は 1 泊 2 日のスケジュールで安曇野の
シンボル常念岳に登山。山頂付近では、北ア
ルプスゆかりの曲「アルプス一万尺」を流し
て新作ダンスを披露。『うちそと駅伝』で安
曇野の “ 広さ ” を味わったアマリイチが、安
曇野の “ 高さ ” を存分に味わう時間となりま
した。

安曇野市教育委員会の主催で定期的に開催さ
れている『0 歳からのミニコンサート』に
アマリイチが出演。安曇野市在住のピアニス
ト・寺島美紀さんの演奏に合わせ、「きらき
ら星変奏曲」「さんぽ」などのダンスを披露し、
会場を沸かせました。

安曇野滞在の成果公演として穂高会館講堂に
て上演。講堂の空間全体に、安曇野市の地図
を描くように、高瀬川で拾ってきた石を配
置。観客は移動しながら、安曇野をモチーフ
としたダンスを鑑賞し、最後は全員で安曇節
を踊って終了。最後の滞在にふさわしい華々
とした公演となりました。

『うちそと駅伝』」復路、豊科近代美術館前庭で踊る様子。
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ホスト

一般社団法人木曽アーツ
一般社団法人木曽アーツは、昨年７月にリ
ニューアルオープンした「義仲館」の管理・運
営をしています。そして今年からは、木祖村と
連携し空家意向調査を実施して参ります。４軒
に１軒が空家となっている薮原宿の街道です
が、悲観的に捉えず、所有者の方の意向を一軒
ずつ確かめながら方法を導き、循環をしてゆけ
れるように努めていきます。地域の歴史や伝承
を繋ぎながら、またこの土地で暮らす人々と協
力をしながら地域づくりをしていく・実践をし
ていくカンパニーです。

レジデントアーティスト

武井 琴
Koto Takei

神奈川県出身。立教大学 現代心理学部 映像身体
学科卒業。幼少よりクラシックバレエをはじめ、
大学在学中より、テーマパークに就職。パフォー
マーとして３年間の勤務を経て、文化庁・NPO
法人 DANCEBOX 主催「国内ダンス留学＠神戸 5
期」に参加。その後、ダンスとコマ撮りアニメー
ションを融合させた映像制作に取り組み、亀山
トリエンナーレ 2017 では宿場町を舞台にした
作品でアワード受賞。北軽井沢を拠点に創作活
動を続けている。写真：Koichi Wakui

　

木
祖
で
は
、
ダ
ン
サ
ー
・
振
付
家
・
コ
マ
撮
り
映
像
作
家
の
武
井
琴
さ
ん
が
、「
木
曽
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン

グ
ス
」
が
展
開
さ
れ
て
い
る
木
祖
村
藪
原
を
拠
点
に
滞
在
制
作
を
実
施
。「
木
曽
ア
ー
ト
・
ダ
ン
ス
留
学
」

と
名
付
け
た
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
木
曽
街
道
各
所
に
て
コ
マ
撮
り
ダ
ン
ス
映
像
を
撮
影
し
て
回

り
、
完
成
し
た
映
像
作
品
は
「
木
曽
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス
ｖ
ｏ
ｌ
．05
」
の
開
催
に
合
わ
せ
、
木
祖
村
向

畑
地
区
の
土
蔵
に
て
公
開
展
示
し
ま
し
た
。

　

普
段
、群
馬
県
長
野
原
町
で
暮
ら
す
武
井
さ
ん
が
、木
祖
村
で
地
域
と
関
わ
り
な
が
ら
持
続
可
能
な
ア
ー

ト
活
動
を
展
開
す
る
（
一
社
）
木
曽
ア
ー
ツ
と
木
曽
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス
と
協
働
し
な
が
ら
、
地
域
か
ら

ダ
ン
ス
や
ア
ー
ト
に
取
り
組
む
可
能
性
を
探
る
、
学
び
と
発
見
に
満
ち
た
滞
在
と
な
り
ま
し
た
。

木祖

木
曽
ア
ー
ト
・

　
　

ダ
ン
ス
留
学

ホスト

木曽ペインティングス
山に囲まれた信州木曽谷を拠点に地域で営まれ
る生活や資源とともにアートを育んでいく芸術
祭「木曽ペインティングス」を毎年一回開催し
ながら、持続可能なアートの姿を目指し、地域
の歴史や景観を守りながら地域の資源や人材を
活かしたアートプロジェクトを進めています。
地域の生活の中からアートを文化として育てて
いくことが私たちの使命です。

① 3 月 22 日（月）〜 24 日（水）
　木祖村内リサーチ

② 7 月 7 日（水）〜 10 日（土）
　薮原祭リサーチ

③ 7 月 10 日（土）〜 11 日（日）
　お面制作

④ 7 月 12 日（月）
　木祖小学校 WS

⑥ 10 月 23 日（土）〜 11 月 7 日（日）
　『武井琴 コマ撮り映像展』

⑤ 9 月 7 日（火）〜 13 日（月）
　コマ撮りダンス映像撮影

木祖小学校 2 年生を対象にお面の絵付けと
コマ撮り映像の WS を開催。開催に先立ち、
木曽ペインティングスの岩熊さんご指導のも
と、薮原祭の獅子舞と天狗をモチーフにした
お面を制作しました。武井さんの奮闘もあり、
なんとか生徒人数分を作り上げることができ
ました。

例年 7 月に開催される薮原地区の例祭・薮
原祭の開催に合わせ滞在。例祭の様子はケー
ブルテレビのみでの配信となりましたが、木
曽アーツの大沢さんの引き合わせのもと、薮
原祭の担い手である下獅子八幡倶楽部の高柳
政次さんにお話をお伺いしました。

3 月は木祖村内のリサーチをメインとした滞
在を実施。武井さんは愛犬マグとともに、薮
原宿にある元旅館を改装したアーティスト・
イン・レジデンス施設「藤屋レジデンス」に
宿泊し、味噌川ダムや芸術祭の会場となった
空き家を見て回りました。  

この日は WS の本番日。1 限目は図工室でお
面の絵付け。ホストの岩熊さん、大沢さんも
生徒の指導に参加してくださり、賑やかな時
間となりました。2 限目は絵付けしたお面を
手に持ち、コマ撮り映像の撮影を実施。撮影
した映像は後日生徒さんのもとへ届けられま
した。

9 月はコマ撮り映像作品『きそきそ円舞曲』
撮影のための滞在。ダンサーの泰山咲美さん、
カメラマンの藤村友弥さんも合流し、味噌川
ダムや薮原宿等の木祖村内はもちろん、開田
高原や奈良井宿でも撮影を敢行。1 週間とい
う短い期間ではありましたが、充実した滞在
となりました。

10 月 23 日（土）から始まった「木曽ペイ
ンティングス vol.05」の開催に合わせ、木
祖村向畑地区の土蔵にて　『武井琴 コマ撮り
映像展』を開催。9 月に撮影した『きそきそ
円舞曲』の映像上映のほか、撮影で使用した
衣装や 7 月の WS 時に子供たちに絵付けし
てもらったお面を展示しました。

9 月に実施したコマ撮り映像作品『きそきそ円舞曲』の撮影チーム
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茅
野
で
は
、
ダ
ン
サ
ー
・
振
付
家
の
森
下
真
樹
さ
ん
と
写
真
家

の
石
川
直
樹
さ
ん
が
滞
在
、
茅
野
市
民
館
が
ホ
ス
ト
と
な
り
、
諏

訪
湖
〜
八
ヶ
岳
に
ま
た
が
る
諏
訪
地
域
一
帯
の
リ
サ
ー
チ
を
も
と

に
、
創
作
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
エ
リ
ア
は
、
御
柱
祭
で
知
ら
れ
る
諏
訪
大
社
・
諏
訪
湖
周

辺
の
古
代
か
ら
続
く
歴
史
文
化
、
八
ヶ
岳
山
麓
、
尖
石
遺
跡
や
井

戸
尻
遺
跡
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
縄
文
文
化
な
ど
、
深
み
あ
る
文
化

が
あ
ふ
れ
る
特
異
な
場
所
で
す
。

　

初
年
度
と
な
る
今
年
は
、
地
域
の
全
般
的
な
リ
サ
ー
チ
と
並
行

し
て
、
住
民
の
方
々
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
知
り
合
い
、
交
流
す
る

た
め
の
集
い
を
重
ね
、
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
た
最
初
の
下
地

づ
く
り
を
丁
寧
に
行
い
ま
し
た
。
次
年
度
に
は
御
柱
祭
も
予
定
さ

れ
て
お
り
、
八
ヶ
岳
縦
走
登
山
な
ど
予
定
し
て
今
回
実
施
で
き
な

か
っ
た
活
動
も
含
め
、
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

　

約
10
年
ぶ
り
に
茅
野
市
民
館
並
び
に
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
ダ

ン
ス
で
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
森
下
真
樹
さ
ん
と
、
世
界
各
地

の
山
岳
に
登
り
、
様
々
な
地
域
の
民
俗
文
化
に
眼
差
し
を
向
け
て

き
た
石
川
直
樹
さ
ん
。
2
人
が
コ
ン
ビ
を
組
み
、「
未
知
の
茅
野
」

を
探
り
な
が
ら
新
た
な
発
想
で
創
り
だ
さ
れ
る
「
み
ち
の
ち
の
ダ

ン
ス
ス
ケ
ー
プ
」
の
今
後
の
展
開
に
、
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

ホスト

茅野市民館
八ヶ岳山麓の高原都市、茅野市にある茅野市民館は、茅野市美術館
を併設し、劇場・音楽ホール、市民ギャラリー、図書室など多様
な機能を合わせ持ち、JR 茅野駅に直結した文化複合施設です。「市
民一人ひとりが主人公になれる場」の理念のもと、基本構想から市
民が直接参加してつくられました。 様々な表現やアートに親しみ、
文化をつくり、人々が集う地域の交流拠点を目指しています。

茅野

み
ち
の
ち
の

ダ
ン
ス
ス
ケ
ー
プ

レジデントアーティスト

石川 直樹
Naoki Ishikawa

1977 年東京生まれ。写真家。東京芸術大学大
学院美術研究科博士後期課程修了。辺境から都
市まであらゆる場所を旅しながら、作品を発表
し続けている。2010 年『CORONA』（青土社）
により土門拳賞、2020 年『まれびと』（小学館）、

『EVEREST』（CCC メディアハウス）により日
本写真協会賞作家賞を受賞。著書に、開高健ノ
ンフィクション賞を受賞した『最後の冒険家』

（集英社）、『地上に星座をつくる』（新潮社）ほ
か多数。

① 3 月 10 日（水）〜 13 日（土）
　諏訪・八ヶ岳地域リサーチ

② 4 月 15 日（木）
　御頭祭見学

⑥ 11 月 12 日（金）
　森下真樹ダンスワークショップ ver. 
　 『虹のヘビと八ヶ岳』

⑤ 11 月 11 日（木）
　石川直樹トークイベント
   『虹のヘビと八ヶ岳』

「みちのちのダンススケープ」の取組を市民
の方々に紹介し、一緒にプロジェクトを進め
ていくためのキックオフサロンを開催。3 月、
4 月の滞在の模様を紹介するとともに、森下
さん、石川さんとのオンライントークも実施
し、“ はじめの一歩 ” にふさわしい賑やかな
時間となりました。

諏訪大社上社の神事「御頭祭」を見学するた
め、森下さんが日帰りで茅野を訪問。午前は
上社本宮の例大祭を見学したほか、下社春宮・
秋宮を訪問。午後の御頭祭では、上社本宮か
ら前宮への神輿行列にも随伴。太古から続く
諏訪の歴史を一身に感じた 1 日となりまし
た。

諏訪大社上社、諏訪市博物館、旧御射山遺跡、
藤森照信さん設計の建築群などの諏訪文化に
関わる様々なスポットを訪問し、また尖石や
井戸尻の考古館などで縄文文化のリサーチを
行いました。最後は、春近い諏訪湖で森下さ
んが踊り、石川さんが撮影。当地での創作が
スタートしました。

7 月は森下さんが茅野に滞在。21 日（水）は、
市民の方からそれぞれがオススメする「みち
のちの＝未知の茅野」スポットをお聞きし、
翌 22 日（木祝）は森下さんがその数カ所を
訪れ、魅力を体感。午後には訪ねて回った「未
知の茅野」を素材に、森下さんによるダンス
WS を開催しました。

夏、八ヶ岳に登るとともに山麓の縄文文化の
リサーチを重ねていた石川さんのトークイベ
ントを、茅野市民館で開催しました。オース
トラリア先住民アボリジニの文化との対比な
ど、石川さんならではの視点から語っていた
だき、普段住んでいる皆さんにも新鮮な気づ
きがある時間となりました。　

トークイベント翌日には森下さんのダンス
WS を開催。客席を八ヶ岳に見立てて登山す
るなど、石川さんの写真やトークから着想を
得た WS を展開しました。石川さん・森下さ
んそれぞれの視点からみた “ 八ヶ岳 ” を自分
のカラダをとおして体験する贅沢な時間とな
りました。

3 月のリサーチで訪れた藤森照信氏設計の『空飛ぶ泥舟』。　

レジデントアーティスト

森下 真樹
Maki Morishita

幼少期に転勤族に育ち転校先の友達作りで開発
した遊びがダンスのルーツ。これまでに 10 か
国 30 都市以上でソロ作品を上演。様々な分野
のアーティストとコラボし活動の場を広げる。
2013 年現代美術家 束芋との作品『錆からでた
実』を発表し第 8 回日本ダンスフォーラム賞を
受賞。2017 年より自身のソロ「ベートーヴェ
ン交響曲第 5 番『運命』全楽章を踊る」（振付：
MIKIKO、森山未來、石川直樹、笠井叡）を展開。
写真：石川直樹

③ 6 月 30 日（水）
　『みちのちのダンススケープ　
　“ はじめの一歩 ” のサロン。』

④ 7 月 21 日（水）〜 22 日（木祝）
　『What is『みちのちの』？
　～知られざる茅野を語ろう会』
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レジデントアーティスト

山田 百次
Momoji Yamada

10 代より青森を拠点とする劇団、弘前劇場で
俳優活動を始める。2008 年から活動拠点を東
京に移し、津軽弁を多用する劇団を立ち上げ、
作・演出・出演を行う。その後、劇団青年団の
俳優、河村竜也と演劇ユニット、ホエイの活動
を開始。2018 年『郷愁の丘ロマントピア』で
第 63 回岸田戯曲賞最終候補ノミネート。また
津軽弁による一人芝居『或るめぐらの話』を全
国各地で行っている。

ホスト

新野だら実行委員会
地域親和型アートイベント『新野だら』実行委員会は、「南信州の山村へアートの風を」を
テーマに、ボランティアによるプロデュースを行ってきました。名刹瑞光院を舞台に、新
野に所縁のあるアーティストを中心に 2018 年は、演劇「TeaArrow」、切り絵パフォーマー

「チャンキー松本」とストーリーテラー「物語屋」による影絵劇、2019 年は、スチールパ
ンと横笛、アフリカンダンス「サブニュマ」、ビオラダガンバ「品川聖」等にご出演いた
だきました。また、地元カフェや菓子店により、お茶の時間も楽しんでいただいております。

　

阿
南
町
新
野
は
「
新
野
の
盆
踊
り
」
や
「
新
野
の
雪
祭
り
」

（
い
ず
れ
も
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）
な
ど
、
伝
統

文
化
の
魅
力
を
受
け
継
い
で
い
る
地
域
で
す
。
ホ
ス
ト
と

な
っ
た
「
新
野
だ
ら
実
行
委
員
会
」
の
金
田
信
夫
さ
ん
、
金

田
渚
さ
ん
も
そ
の
担
い
手
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
地
域
の
伝
統

文
化
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
長
く
継
承
し
て
い
く
た
め
に
、

山
村
留
学
や
移
住
を
支
援
す
る
活
動
も
草
の
根
で
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、「
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
新
野

の
文
化
的
な
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
」
こ
と
を
目
標
に
、
今

回
の
企
画
は
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
新
野
に
滞
在
し
た
の
が
、
青
森
や
北
海
道
、
サ
ハ
リ

ン
を
リ
サ
ー
チ
し
た
演
劇
作
品
を
創
作
し
て
き
た
山
田
百
次

さ
ん
で
す
。
ホ
ス
ト
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
を
受
け
、
山
田
さ
ん
は
新
野
の
様
々
な
文
化
や
歴
史
を

リ
サ
ー
チ
。「
新
野
の
盆
踊
り
」
を
題
材
に
、
盆
唄
に
お
さ

め
ら
れ
た
古
く
か
ら
の
新
野
の
人
々
の
営
み
、
そ
し
て
独
特

の
死
生
観
を
反
映
し
た
短
編
戯
曲
『
新
野
物
語
』
を
執
筆
し

ま
し
た
。
新
野
、
津
軽
の
方
言
を
用
い
、
地
域
の
人
々
の
情

感
を
と
ら
え
た
上
演
は
、
観
客
・
関
係
者
の
心
を
掴
み
、
今

後
の
活
動
継
続
を
望
む
熱
い
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
地
域
の

人
々
と
の
様
々
な
出
逢
い
が
、ま
さ
に
有
機
的
に
結
び
つ
き
、

魅
力
的
な
作
品
に
発
展
し
た
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

阿南

う
た
・
お
ど
り
・

　
　

も
の
が
た
り

 
/
NIINO-AIR 2021

① 4 月 17 日（土）〜 18 日（日）
　初顔合わせ & 阿南町新野リサーチ①

②5月15日（土）〜16日（日）
　阿南町新野リサーチ②

⑥ 11 月 7 日（日）
　『新野物語』本番

⑤ 10 月 4 日（月）〜 7 日（木）
 　『新野物語』稽古②

関西から売木村に移住し、地域おこし協力隊
として活動している俳優・小原華さんを金田
信夫さんが紹介してくださり、創作活動の仲
間が増えました。山田さんは毎月新野を訪れ
ながら、新野の盆踊りと独特の死生観に着目
した『新野物語』を書くことに決めていきま
した。

ホスト・金田信夫さん、渚さんによる盆踊り
WS を体験。またこの頃から、滞在先のまる
はち旅館・坂井保俊さんに盆唄のもつ奥深さ
を教えていただくようになりました。さらに

「新野だら」の会場である瑞光院や、近隣の
阿南町和合、売木村を訪問しました。

新野の雪祭りが行われる神社や、盆踊り会場
を訪問。阿南町農村文化伝承センターでは、
交通の要衝だった旦開村時代からの新野の歴
史文化をたっぷり解説いただきました。最後
に町立図書館で民話や盆唄の資料を調達。山
田さんも驚く濃密な出逢いとなりました。

短編演劇『新野物語』の稽古が開始されまし
た。まずは山田さんが執筆した戯曲の言葉を、
金田信夫さんの指導のもとで新野の方言に言
い換えていきます。少し昔の新野を舞台とし
た物語が徐々に立ち上がっていきました。

9 月は出演者がそれぞれ台詞を覚える期間と
し、10 月は滞在初日から立ち稽古を開始。
30 分という短い作品ではあるものの、慣れ
ない方言の台詞回しに悪戦苦闘。その都度金
田信夫さんにも方言指導をつけてもらいなが
ら、11 月の上演を目指していきました。

4 月から毎回滞在させていただいた、まるは
ち旅館を会場に『新野物語』の初上演が行わ
れました。津軽から旅の途中、新野で行き倒
れになった男、盆唄・盆踊りで男を弔う新野
の人々の姿…心打つ芝居に満場の拍手喝采。
終演後のトークでは、観客から再演を望む声
が上がりました。

③ 6 月 17 日（木）〜 20 日（日）
　阿南町新野リサーチ③

④ 8 月 16 日（月）〜 21 日（土）
　『新野物語』稽古①

11 月に開催した短編演劇『新野物語』の様子。
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上
田
で
は
、（
一
社
）
シ
ア
タ
ー
&
ア
ー
ツ
う
え
だ
が
ホ

ス
ト
と
な
り
、
10
月
に
短
期
滞
在
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
生
き

る
こ
と
と
ア
ー
ト
の
呼
吸 

〜
Ｂ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
ｅ 

Ｎ
ｅ
ｗ 

Ｌ

ｉ
ｆ
ｅ
」
を
実
施
。
公
募
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
10
名
の
参
加

者
と
と
も
に
、
県
内
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
や
芸
術
祭
等
を

鑑
賞
し
た
ほ
か
、
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ 

Ｏ
Ｒ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ 

Ａ
Ｉ

Ｒ
の
実
施
地
域
を
巡
り
ま
し
た
。

　

犀
の
角
を
滞
在
の
拠
点
に
、
北
は
長
野
市
か
ら
南
は
木
曽

町
ま
で
延
べ
12
市
町
村
25
ヶ
所
を
訪
問
。
Ｎ
Ｏ
Ａ
の
実
施
地

域
で
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ホ
ス
ト
と
の
交
流
も
図
る
な
ど
、

鑑
賞
に
と
ど
ま
ら
な
い
多
様
な
研
修
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
た
め
、
急
遽
予
定
を

変
更
し
、
参
加
者
を
3
〜
4
名
ご
と
に
分
散
さ
せ
て
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、そ
の
分
参
加
者
同
士
の
交
流
も
盛
ん
で
、

学
び
が
深
い
滞
在
と
な
り
ま
し
た
。

大宮 大奨
Daisuke Omiya

ダンサー・振付師・
俳優・映像作家

ホスト

（一社）シアター & アーツうえだ
上田地域の活性化と芸術文化振興に寄与することを目的として 2015 年に設立、18
年法人化。上田市海野町商店街に劇場、スタジオ、カフェ、ゲストハウスを備えた
民間文化施設「犀の角」をオープン、様々な表現活動や地域住民・アーティストの
交流の場として運営している。「上田街中演劇祭」や「犀の夜」など、現代演劇にと
どまらず様々なジャンルのアーティストらとの文化事業を企画運営。近年は、自前
の稽古場や宿泊施設を生かしたアーティストインレジデンス事業や、子どもや若者
を対象とした地域社会が担うクラブ活動「うえだイロイロ倶楽部」、生き辛さを抱え
た女性が気軽に泊まれる宿「やどかりハウス」など街中での新たな居場所づくりな
どに力を入れている。

上田
【
短
期
滞
在
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

生
き
る
こ
と
と

 
ア
ー
ト
の
呼
吸

〜Breathe 
New 

Life
唐川 恵美子

Emiko Karasawa
ほっちのロッヂ 
文化環境設計士

写真：清水朝子

私道 かぴ
Kapi Shido

劇作家・演出家
写真：山下裕英

鄭 禹晨
Ushin Tei

編集者

和田 ながら
Nagara Wada
演出家・したため主宰

写真：守屋友樹

岡澤 由佳　
Yuka Okazawa

大学生

久保田 舞
Mai Kubota
ダンスアーティスト

髙橋 ありす
Alice Takahashi

大学生

横山 彰乃
Ayano Yokoyama

ダンサー / 振付家

渡邊 遥
Haruka Watanabe

大学助手

主な訪問先
長野市立博物館、善光寺、長野県立美術館、ネオンホール、
松代象山地下壕（長野）、犀の角、上田映劇、ブックカフェ
NABO、無言館、別所神社、『月灯りの移動劇場』（上田）、『天
空の芸術祭』（東御） 、『PHOTO KOMORO』、「果樹農園直
売所シアター『破戒』」、茶房 読書の森（小諸）、信濃追分文
化磁場油や（軽井沢）、信濃大町あさひ AIR、『北アルプス
国際芸術祭』（大町）、池田町立池田小学校（池田）、安曇野
ちひろ美術館（松川）、安曇野市豊科近代美術館（安曇野）、
上土劇場、『FESTA 松本』（松本）、『木曽ペインティングス
vol.05』（木祖）、義仲館（木曽）ほか。
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長野県芸術監督団事業
美術演劇 音楽

プロデュース

長野県では、2015 年度を「文化振興元年」とし翌年 4 月に

は一般財団法人長野県文化振興事業団に串田和美（演劇）、

小林研一郎（音楽）、本江邦夫（美術）、津村卓（プロデュース）

の 4 人の文化芸術の専門家を迎え「長野県芸術監督団」を設

置いたしました。 芸術監督団の事業により県民の文化芸術

への関わりを一層深め、県内の文化創造活動を活発化し、国

内のみならず世界にとって魅力あるプログラムを企画・提言・

実施し、県内の文化事業全体の底上げを図ってまいりました。

NAGANO ORGANIC AIR はプロデュース事業の一環として

開催されました。

長野県芸術監督団事業実施事業一覧（主な実施事業のみ掲載）

2016/2017 

芸術監督団事業スターティング 公演 空中

劇場『遥かなるブルレスケ〜とんだ茶番

劇〜』 

上田市（上田市交流文化芸術センター）

『K. テンペスト 2017』 

伊那市（長野県伊那文化会館） 

長野市（長野市芸術館）

 飯山市（飯山市文化交流館なちゅら） 

2018 

トランクシアター・プロジェクト

『或いは、テネシーワルツ』

飯綱町（むれ温泉天狗の館 旧やまぼうし）

辰野町（白鳳山瑞光寺）

大町市（ギャラリー麻倉）

上田市（犀の角） 

須坂市（塩屋醸造土蔵ホール） 

佐久穂町（旧◯ト黒澤醤油店） 

伊那市（高遠町地域間交流施設）

『Man ist Man』 

長野市（ホクト文化ホール） 

伊那市（伊那文化会館）

2019 

トランクシアター・プロジェクト

『月夜のファウスト』

上田市（犀の角）

佐久市（sakumo 佐久市子ども未来館） 

安曇野市（あづみのコミューンチロル） 

飯田市（長野県飯田創造館） 

伊那市（伊那西小学校） 

飯綱町（いいづなアップルミュー ジアム） 

松本市波田（松本市波田公民館） 

飯山市（飯山市文化交流館なちゅら） 

軽井沢町（信濃追分文化磁場油や） 

茅野市（信州八ヶ岳長寿寒天館） 

松本市安曇（松本市安曇保育園） 

2020

『そよ風と魔女たちとマクベスと』

松本市（まつもと市民芸術館） 

茅野市（茅野市民館）

2016

蓼科高原みずなら音楽祭 

茅野市（蓼科フォーラム / 茅野市民館） 

なちゅら音楽祭「コバケンとその仲間た

ちオーケストラ in 飯山」 / レクチャーコ

ンサート 

飯山市（飯山市文化交流館なちゅら） 

2018 

なちゅら音楽祭「コバケンとその仲間た

ちオーケストラ in 飯山」 / レクチャーコ

ンサート / 出前授業 /ミニコンサート 

飯山市（飯山市文化交流館なちゅら / 飯

山小学校 / 秋津小学校 / 戸狩小学校 / 東

小学校 / 飯山赤 十字病院）

2019 

コバケンとその仲間たち音楽祭 in 須坂

「コバケンとその仲間たちオーケストラ in 

須坂」/ レクチャーコンサート / 出前授業 

須坂市（須坂市文化会館メセナホール /

長野養護学校すざか分教室 / 須坂小学校

/ 須坂支援学校 / 常盤中学校 / 県立信州

医療センター） 

飯山市（飯山市文化交流館なちゅら / 泉

台小学校） 

弦の調べレクチャーコンサート 

飯田市（飯田創造館）

2021

長野・スペシャルコンサート 2021 / ス

クリーンコンサート / 出前授業 

長野市（ホクト文化ホール） 

伊那市（伊那文化会館）

須坂市（高甫小学校）

2016 

本江監督講演会「ミュージアム・ ネット

ワークの可能性」 

松本市（キッセイ文化ホール） 

2017

シンビズム _1 

東御市（丸山晩霞記念館） 

諏訪市（諏訪市美術館） 

木曽町（御料館） 

長野市（信州新町美術館）

2018

シンビズム _2 

東御市（丸山晩霞記念館） 

辰野町（辰野美術館） 

安曇野市（安曇野市豊科近代美術館） 

須坂市（須坂版画美術館）

2020

シンビズム _3 

安曇野市（安曇野髙橋節郎記念美術館 旧

髙橋家住宅主屋・南の蔵） 

上田市（上田市立美術館） 

中野市（一本木公園展示館 / 中野小学校

旧校舎・信州中野銅石 版画ミュージアム） 

茅野市（茅野市美術館）

2021

シンビズム _4 

上田市（上田市立美術館） 

安曇野市（安曇野市豊科近代美術館）

2019

日本劇作家大会 2019 上田大会 

上田市（サントミューゼ / 犀の角 / 上田映劇 /

まちなかキャンパ スうえだ / ほか）

長野県芸術監督団事業クロージングシンポジウム

2021 年 12 月 16 日（木）

ホクト文化ホール

芸術監督団に関わってきた演者や作家、運営ス

タッフが各分野ごとに、これまでの事業を振り返

り、成果や課題、今後への期待などが話されまし

た。NOA からは小諸の黒岩力也さん、司白身さん

（わかち座）と石井幸一さん（鎌ヶ谷アルトギルド）

が登壇しました。写真：田中慶

「NAGANO ORGANIC AIR」は、様々なジャンルで活躍

するアーティストが、長野県内の各地域に滞在し、創造

活動を行うアーティスト・イン・レジデンス（AIR）の

取り組みです。「ORGANIC ＝有機的」をキーワードに、

公立文化施設や地域の文化芸術団体、教育委員会などが

ホストとなり、地域での創作のプロセスをコーディネー

トしながら、アーティストとの双方向的な協働を試みま

す。

信州の豊かな自然や歴史文化、子どもたちの学びの場、

食や農など、創作意欲を刺激するローカルな営みとアー

ティストの出逢いを種に、長野県におけるアートの創造

活動の可能性を育み、地域に有機的に広げ、持続的な環

境づくりに繋げていきます。

NAGANO ORGANIC AIR とは

2021
『NAGANO ORGANIC AIR』 

飯山	 禅と表現 行ったり来たり
	 柴 幸男 X 飯山市文化交流館なちゅら

小諸	 果樹農園直売所シアター『破戒』
	 石井 幸一 X わかち座

軽井沢	倒立と四足歩行の研究・軽井沢編
	 渡邉 尚 X 信濃追分文化磁場油や

池田	 北アルプス展望ダンスプロジェクト
	 平原 慎太郎 X 池田町教育委員会

安曇野	あまるほど踊る安曇野ダンスマッピング
	 ...1[ アマリイチ ] X 安曇野市教育委員会

木祖	 木曽アート・ダンス留学 
	 武井 琴 X 一般社団法人木曽アーツ、木曽ペインティングス

茅野	 みちのちのダンススケープ
	 森下 真樹　石川 直樹 X 茅野市民館

阿南	 うた・おどり・ものがたり / NIINO - AIR 2021
	 山田 百次 X 新野だら実行委員会

上田	 【短期滞在研修プログラム】
	 生きることとアートの呼吸〜 Breathe New Life
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座談会

い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
令
和

3
（
2
0
2
1
）
年
度
は
9
地
域

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
に

取
り
組
ん
で
き
た
3
名
の
皆
さ
ん

に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
取
組
の
内

容
や
長
野
県
内
に
お
け
る
A
I
R

の
可
能
性
に
つ
い
て
、
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

［
座
談
会
参
加
者
］

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー  

: 

津
村
卓
さ
ん

（
長
野
県
芸
術
監
督
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

: 野
村
政
之
さ

ん
（
長
野
県
文
化
振
興
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
）

事
業
担
当 

: 

藤
澤
智
徳
さ
ん
（（
一

財
）
長
野
県
文
化
振
興
事
業
団
）

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
ホ
ス
ト
の
関
係
性

を
強
く
結
ん
で
こ
そ
、
互
い
が
刺
激

を
し
合
え
る

長
野
県
芸
術
監
督
団
事
業
（
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
分
野
）『
N
A
G
A
N
O 

O
R
G
A
N
I
C 

A
I
R
』（
以
下

Ｎ
Ｏ
Ａ
）
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
ス

タ
ー
ト
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

津
村

長
野
県
芸
術
監
督
団
で
は
、
各
分
野

の
芸
術
監
督
が
、
ど
ん
な
事
業
を
行

う
か
会
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
僕

は
「
創
造
す
る
県
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
中
で
、
自
分
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す

る
な
ら
A
I
R
が
い
い
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
地
域
に
入
り
、歩
き
回
り
、人
々

と
交
流
し
、
地
域
の
様
々
な
魅
力
に

触
れ
た
時
に
、
ま
た
別
の
何
か
が
起

こ
る
の
が
A
I
R
。
長
野
県
の
風

土
や
歴
史
、
自
然
、
野
菜
や
果
物
な

ど
の
よ
う
に
環
境
か
ら
生
ま
れ
て
く

る
も
の
と
、
ア
ー
ト
が
う
ま
く
結
び

つ
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が

あ
っ
た
ん
で
す
。
ま
た
県
内
に
は
多

様
な
お
祭
り
や
伝
統
芸
能
が
あ
り
、

こ
こ
で
も
何
か
が
起
こ
せ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
が
ス

タ
ー
ト
で
す
。
そ
し
て
平
成
3
0

（
2
0
1
8
）
年
1
0
月
に
野
村
さ

ん
が
長
野
県
文
化
振
興
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
就
任
さ
れ
、
芸
術
監
督

団
事
業
、
特
に
A
I
R
に
深
く
関

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。『
Ｎ
Ｏ
Ａ
』

と
名
付
け
て
く
だ
さ
っ
た
の
も
野
村

さ
ん
で
す
。

野
村
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
事
業
を
組

み
立
て
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

野
村

仮
タ
イ
ト
ル
が
『
演
劇
版
ア
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
』
で
、
県
内
約
1
0
地

域
で
演
劇
や
ダ
ン
ス
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
滞
在
制
作
を
行
う
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
は
最
初
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

当
初
か
ら
津
村
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
の
が
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
地

域
で
作
品
を
見
せ
た
り
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
し
た
り
し
て
、
地
域
の

方
た
ち
が
畑
で
作
っ
た
野
菜
や
果
物

を
お
返
し
す
る
よ
う
な
関
係
が
あ
っ

て
も
い
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

れ
で
、
長
野
県
の
自
然
の
豊
か
さ
や

食
物
の
美
味
し
さ
、
地
域
と
の
有
機

的
な
交
流
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
「
O
R
G
A
N
I
C
」
と
い
う
言

葉
が
相
応
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

滞
在
制
作
と
は
言
え
、『
Ｎ
Ｏ
Ａ
』

で
は
、
必
ず
し
も
完
成
作
品
の
発
表

を
求
め
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

狙
い
は
な
ん
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？

野
村

私
自
身
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
側
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
芸
術
祭
に
参
加
し
て
、

地
域
に
3
週
間
滞
在
し
、
最
後
に

作
品
の
発
表
を
す
る
と
い
う
形
で
の

A
I
R
の
経
験
が
何
回
か
あ
り
ま

す
。
そ
の
時
に
毎
回
、
地
域
の
こ
と

を
知
り
た
い
と
思
い
な
が
ら
、
創
作

作
業
を
優
先
す
る
た
め
に
ス
タ
ジ
オ

に
籠
り
き
り
に
な
っ
て
し
ま
う
ジ
レ

ン
マ
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。『
Ｎ

Ｏ
Ａ
』
で
は
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、

地
域
の
こ
と
を
知
っ
た
り
、
地
域
住

民
の
側
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
へ
の
関

わ
り
も
芽
生
え
て
く
る
よ
う
に
、
事

業
の
構
成
を
工
夫
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
、「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ

ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
」（
A
I
R
）
と

い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
？
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
一
定
期

間
、
あ
る
地
域
に
滞
在
し
、
地
域
と

の
交
流
を
通
じ
て
創
作
活
動
な
ど
を

行
う
取
組
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
長

野
県
で
は
、平
成
2
7
（
2
0
1
5
）

年
度
を
「
文
化
振
興
元
年
」
と
し
、

県
内
の
さ
ら
な
る
文
化
振
興
を
図

る
た
め
、
平
成
2
8
（
2
0
1
6
）

年
4
月
に
一
般
財
団
法
人
長
野
県

文
化
振
興
事
業
団
に
演
劇
や
音
楽
、

美
術
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
芸
術
分
野

の
専
門
家
か
ら
な
る
「
長
野
県
芸
術

監
督
団
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

芸
術
監
督
団
の
一
人
、
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
分
野
の
津
村
卓
（
つ
む
ら 

た

か
し
）
監
督
の
企
画
に
よ
り
、
令

和
3
（
2
0
2
1
）
年
度
に
実

施
さ
れ
た
の
が
『
N
A
G
A
N
O 

O
R
G
A
N
I
C 

A
I
R
』（
ナ
ガ

ノ 

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク 

エ
ア
）
で
す
。

「
O
R
G
A
N
I
C
＝
有
機
的
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

ホ
ス
ト
（
受
入
者
）
が
地
域
で
協
働

し
、「
ア
ー
ト
」
と
「
長
野
県
」
の

そ
れ
ぞ
れ
が
も
つ
可
能
性
や
魅
力
を

新
た
に
掘
り
起
こ
し
、
発
展
さ
せ
て

70
ペ
ー
ジ
に
続
く

ア
ー
ト
を
通
し
て
見
え
て
く
る
、

多
面
的
な
地
域
の
魅
力

『N
AG

AN
O

 O
RG

AN
IC AIR

』

テキスト：いまいこういち　座談会写真：三宅祐司

長野県文化芸術情報発信サイト
「CULTURE.NAGANO」に掲載
れた記事を転載。

阿 南 う た・ お ど り・ も の が た り / NIINO - AIR 
2021（山田百次）短編演劇『新野物語』のワンシーン。

上田【短期滞在研修プログラム】生きることとアート
の呼吸　北アルプス国際芸術祭にて。
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と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
、
頭
だ
け
で
考
え

た
よ
う
な
論
理
で
も
っ
て
答
え
よ
う
と
す

る
と
老
師
か
ら
す
ぐ
に
「
や
り
直
し
」
と

言
わ
れ
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。
何
度
も
何

度
も
老
師
に
突
き
返
さ
れ
な
が
ら
も
、
修

行
僧
た
ち
は
あ
の
手
こ
の
手
で
答
え
を
探

し
、
中
に
は
言
葉
で
は
な
く
身
体
を
使
っ

て
問
い
に
答
え
る
人
も
い
る
と
和
尚
か
ら

伺
い
ま
し
た
。「
自
分
が
脚
本
を
書
く
プ
ロ

セ
ス
と
似
て
い
る
気
が
す
る
」
と
柴
さ
ん

が
お
っ
し
ゃ
っ
た
時
に
は
驚
き
ま
し
た
が
、

例
え
ば
柴
さ
ん
の
代
表
作
『
わ
が
星
』
を

例
に
挙
げ
ま
す
と
、「
星
の
一
生
と
は
何
か
」

と
い
う
テ
ー
マ
設
定
、
場
を
安
直
に
宇
宙

に
す
る
の
で
は
な
く
、
と
あ
る
家
庭
に
定

め
て
描
い
て
い
く
な
ど
の
工
夫
が
さ
れ
た

手
法
、
な
る
ほ
ど
禅
問
答
の
プ
ロ
セ
ス
に

そ
っ
く
り
だ
と
腑
に
落
ち
た
の
で
し
た
。

「
公
案
と
い
う
問
い
を
も
ら
っ
て
何
か
表
現

を
創
る
、
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
」

と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
は
、
柴
さ

ん
だ
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た
も
の
だ
と
言
え

ま
す
。

　
「
公
案
を
元
に
自
分
の
表
現
と
向
き
合
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
」
と
い
う
見
た
こ
と
の

な
い
誘
い
文
句
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
、

初
め
は
そ
ん
な
に
応
募
は
来
な
い
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
た
我
々
で
し
た
が
、
定
員
を

越
え
る
応
募
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
集
ま
っ
た
表
現
ジ
ャ
ン
ル
の
多
様
さ
に

さ
ら
に
驚
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
き
な
功
績
は

ま
ず
、「
禅
」
と
「
表
現
」
と
を
結
び
つ
け

た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ

に
至
っ
た
経
緯
を
お
話
し
す
る
に
は
ま
ず
、

滞
在
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
柴
幸
男
さ
ん

の
作
家
性
に
つ
い
て
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。

　

柴
さ
ん
は
他
の
誰
も
が
思
い
付
か
な
い

よ
う
な
斬
新
な
モ
チ
ー
フ
を
持
っ
て
く
る

作
家
で
は
な
く
、「
家
族
」「
人
の
成
長
」

「
星
」
と
い
う
よ
う
な
、
誰
で
も
知
っ
て
い

る
、
で
も
当
た
り
前
す
ぎ
て
意
識
さ
れ
て

い
な
い
よ
う
な
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
こ

ら
れ
た
方
で
す
。
だ
か
ら
と
行
っ
て
日
常

の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
追
求
す
る
わ
け
で
も
な

く
、
ど
こ
か
現
実
か
ら
少
し
浮
い
て
い
る

よ
う
な
不
思
議
な
世
界
観
の
中
、
気
が
つ

い
た
ら
自
分
の
深
い
と
こ
ろ
に
ず
っ
と
前

か
ら
あ
っ
た
感
情
を
掘
り
起
こ
し
て
く
れ

る
。
柴
さ
ん
の
作
品
に
は
そ
ん
な
魅
力
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
柴
さ
ん
が
、
寺
の
町
、
飯
山
に

滞
在
し
て
「
禅
」、
中
で
も
「
公
案
」（
い

わ
ゆ
る
禅
問
答
）
に
着
目
さ
れ
た
の
は
、

今
と
な
っ
て
は
自
然
な
こ
と
だ
っ
た
と
い

う
気
が
し
て
い
ま
す
。
修
行
僧
は
老
師
か

ら
「
公
案
」
と
い
う
「
問
い
」
を
も
ら
う
。

「
公
案
」
と
い
う
の
は
ま
た
や
っ
か
い
な
も

の
で
、「
仏
と
は
何
か
」「
自
由
と
は
何
か
」

な
ど
、
簡
単
に
答
え
ら
れ
な
い
も
の
ば
か

り
な
の
で
す
。
し
か
も
、
い
わ
ゆ
る
論
破

長野県芸術監督団事業「NAGANO ORGANIC AIR」地域交流プログラム
主催：( 一財 ) 長野県文化振興事業団、長野県 
共催 ( 飯山地域 )：飯山市、飯山市教育委員会

正受庵
飯山市にある臨済宗の寺院。長野県史跡。臨済
宗中興の祖・白隠慧鶴 の師である道鏡慧端 ( 正
受老人 ) が終生を過ごした庵。禅道場としても 
有名。( 飯山市大字飯山 1871)

飯
山

■ note 禅と映画と菜の花と
■ note 水路と座禅をめぐる日帰り滞在
■ note【「禅と表現 行ったり来たり」1 日目
■ note 個性的な表現者たち（ワークショップ 2 日目）
■ note「禅と表現 行ったり来たり」してみた発表会

禅と表現 行ったり来たり

柴 幸男 X 飯山市文化交流館なちゅら

NOA WEB にて以下の記事（一部リンク）が
掲載されています。あわせて御覧ください。

水
路
と
座
禅
を
め
ぐ
る
日
帰
り
滞
在

禅
の
発
想
を
も
と
に
し
た
3
日
間

　
　

＋
α
の
表
現
W
S 

　
　
『
禅
と
表
現 

行
っ
た
り
来
た
り
』

3 月 16 日 ( 火 ) は栄村の震災復興祈念館・絆や栄村歴史文
化館・こらっせを訪れ、震災関連のリサーチ。4 月 4 日 ( 日 )、
17 日（水）は、飯山市文化交流館なちゅらの池田春彦さん
のアテンドのもと、市の中心部に。飯山市天神堂の天満宮、
農業用水など見学後、正受庵へ。

禅体験
横山禅師から仏教について、禅宗について
教わり、座禅体験。座禅の組み方、座禅堂
への入り方のレクチャーを受け、実際に座
禅を組みます。

2 日目、なちゅらに集まり参加者がお互い
の表現活動について紹介。小説、水墨画家、
書道、フルート演奏、俳優、イラスト、カ
リギュラフィ、茶道という様々なジャンル
の方々が集まった。

7
月
3
日
（
土
）「
禅
を
体
験
す
る
・
知
る
」

7
月
4
日
（
日
）「
自
分
の
表
現
と
向
き
合
う
」

飯
山
市
文
化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら
・
正
受
庵

1 日目、ファシリテーターの柴幸男さんから、今
回の企画についてお話があった後、２グループに
分かれて自分の普段の活動や、参加の動機など、
話されました。そして会場を正受庵に移します。
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は
、
本
当
は
表
現
の
世
界
に
も
言
え
る
こ

と
で
あ
る
は
ず
で
す
。
な
の
に
、
活
動
を

続
け
て
い
く
う
ち
に
「
こ
う
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
い
う
枷
が
ど
ん
ど
ん
付
い

て
き
て
し
ま
う
。い
つ
の
間
に
か
固
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
頭
や
心
を
緩
め
る
、
参
加
者

の
方
々
に
と
っ
て
そ
ん
な
機
会
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
他
ジ
ャ
ン
ル

の
表
現
者
と
の
交
流
も
固
定
観
念
を
緩
め

る
の
に
一
役
買
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
も
な
ち
ゅ
ら
を
普
段
利
用
し
て
い

る
と
い
う
方
が
お
二
人
参
加
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
が
、
飯
山
だ
か
ら
こ
そ
、
正
受

庵
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た
こ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
、
な
ち
ゅ
ら
を
通
し

て
飯
山
の
人
々
に
も
っ
と
共
有
さ
れ
て
い

き
、
豊
か
な
人
生
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

(

文
・
加
藤
亜
弓)

演
劇
だ
け
で
な
く
、小
説
、書
道
、音
楽
、絵
、

茶
道
。
表
現
と
は
こ
ん
な
に
も
多
様
な
も

の
で
あ
っ
た
の
か
と
、
改
め
て
参
加
者
の

方
々
に
教
わ
り
ま
し
た
。
今
思
い
返
し
て

も
、
不
思
議
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
だ
っ
た

な
、
と
い
う
感
想
が
一
番
に
浮
か
ん
で
来

ま
す
。
教
え
る
、
教
え
ら
れ
る
と
い
う
構

図
が
本
当
に
存
在
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
表

現
ジ
ャ
ン
ル
が
バ
ラ
バ
ラ
な
の
で
す
か
ら

当
然
で
す
よ
ね
。
他
人
の
表
現
に
ひ
た
す

ら
耳
を
傾
け
る
。
そ
こ
に
自
分
と
の
関
連

性
が
あ
っ
た
の
か
、
な
か
っ
た
の
か
、
本

人
同
士
の
こ
と
な
の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

た
だ
ひ
と
つ
、
表
現
に
対
す
る
「
真
摯
さ
」

で
繋
が
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
「
真
摯
さ
」
が
あ
る
か
ら
こ
そ

お
互
い
興
味
を
持
っ
て
耳
を
傾
け
合
え
る
、

尊
重
し
合
え
る
、
そ
ん
な
気
持
ち
の
良
い

場
が
自
然
に
生
ま
れ
、
切
磋
琢
磨
で
は
な

く
、
お
互
い
を
通
し
て
自
分
の
現
在
地
を

確
か
め
る
よ
う
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
う
ち
の
お
一
人
が
「
自
分
一
人

じ
ゃ
な
い
ん
だ
な
っ
て
思
え
た
」
と
い
う

感
想
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
他
の
方
々
も
頷

い
て
い
た
光
景
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
そ
の
よ
う
な
場
に

な
っ
た
の
に
は
、
公
案
は
「
答
え
は
ひ
と

つ
じ
ゃ
な
い
」
の
と
同
時
に
「
ど
ん
な
答

え
方
を
し
て
も
良
い
」
と
い
う
、
禅
の
考

え
方
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
ら
か
さ

Q　NOA に取り組んでみて
これまで訪れたことのなかった飯山という
土地を長く、深くリサーチできたことは非
常に楽しかったです。最終的に飯山ならで
はのワークショップが開催できたことにも
満足しています。

Q　新たに得た気づきは？
様々な媒体の表現とワークショップを通し
て出会うことができたのはとても面白い経
験でした。また表現方法は違えど同じ「禅」
という課題に取り組むことができたことも
驚きでした。

Q　取り組めたこと
スケジュールやコロナの影響で、冬の飯山
を見られなかったことが悔やまれます。四
季を体感してみたかったと思っています。

Q　これからのこと
以前に滞在したことのある長野市にまた滞
在したいという希望があります。 

柴幸男

Q　NOA に取り組んでみて
柴幸男さんが、何回にもわたり地域を精力
的に歩いてくださったことをとてもうれし
く思いました。そして、禅寺の正受庵に行
きつき、表現活動をなさっている参加者の
みなさんと、共通の「公案」を通じて向き
合うことで、それぞれの表現活動に色々な
影響を与えたように感じられました。
日々、自らと向き合い問い続けることが修
行である禅は、禅そのものが表現であり、
禅の修行は生活そのものだということを実
感しました。生きることと表現とはそもそ
も表裏一体であって切り離すことはできな
いものであり、自問自答を繰り返すなかで
姿を現してくるのが「表現」なのだろうと
思わされたＷＳでした。

Q　取り組めたこと
出された「公案」については相談や話し合
いはできないので、極めて個人的な修行と
なったようです。自分と向き合い、自問自
答し、どのように表現を深めるか否かは自
分次第という、参加者にとっては孤独な作
業になったと思われます。コロナ禍のため
できなくなっていた、寺での一泊修行など
できていれば、また違った WS も可能になっ
ていたかもしれません。

飯山市文化交流館なちゅら
（担当：池田　春彦）

茶道を続けて 60 年の浦野さん。生活に
関わる全てのことが茶道の中にあって、
多くのことを学ばせてもらったのこと。

小説で参加の田中ヒロオさん。7 月の WS
で話題になった場所を巡って、その時見た
風景や感じたことを元に作品を書いたそう。

書道の高嶋真由美さんの『千字文』。中国の
梁という王朝の時代に作られた千字から成
る漢文の長詩を書き上げた。

演劇で参加の蔭山あんなさん
のパフォーマンス & 展示。「井
の中の蛙」ということわざに
着目し、「蛙」を放流する、と
いうパフォーマンス。

フルート奏者の渡辺幸絵さん。自身
で作曲してきた「雪、ひとひら」と
いう曲を演奏。

俳優の五十嵐優さん。自身で書いて
こられたとあるテキストをパフォー
マンスしてくださいました。

最終日不参加の水墨画
家の水口さんの作品。

柴幸男さんの新作戯曲を読む。

禅
の
発
想
を
も
と
に
し
た
3
日
間
＋
α
の
表
現
Ｗ
Ｓ

　
　

 『
禅
と
表
現 

行
っ
た
り
来
た
り
』
成
果
発
表
会

10 月 30 日（土）共有する
最終日。まずは正受庵にて座禅。7
月のワークショップ以来、各々が自
分の表現と向かい合ってきた。
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言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
果
樹
農
園
の

直
売
所
で
演
劇
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
、
特
殊
な

状
況
を
近
隣
の
方
へ
向
け
て
、
ま
た
県
内
の
演
劇

人
へ
向
け
て
発
信
で
き
た
の
は
、
今
回
、
小
諸
高

校
と
の
試
演
会
や
小
諸
・
佐
久
地
域
、
更
に
は
県

内
の
演
劇
に
興
味
を
持
つ
方
々
と
の
ク
リ
エ
イ

シ
ョ
ン
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。 

　

小
諸
高
校
と
の
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
は
、
地
元
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
え
た
と
き
に
、
学
生
や
若
い

層
と
の
繋
が
り
を
持
つ
こ
と
で
地
域
の
演
劇
界
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
の
思
い
か

ら
で
し
た
。
も
と
も
と
は
一
般
に
も
公
募
し
、
周

辺
の
複
数
の
演
劇
部
に
向
け
て
募
集
を
か
け
る
予

定
で
し
た
が
、
様
々
な
理
由
か
ら
小
諸
高
校
の
演

劇
部
に
絞
っ
て
交
流
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
結
果
的
に
、
限
ら
れ
た
生
徒
と
の
深
い
関
係

を
築
く
こ
と
が
で
き
、関
わ
っ
た
部
員
か
ら
は「
今

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
訓
練
方
法
や
、
演
じ

る
こ
と
の
根
幹
に
触
れ
る
よ
う
な
稽
古
内
容
で
、

役
者
と
し
て
大
事
な
こ
と
を
教
わ
っ
た
気
が
す

る
」
と
い
う
よ
う
な
言
葉
が
聞
か
れ
、
彼
ら
が
学

校
の
部
活
で
は
体
験
で
き
な
い
貴
重
な
時
間
を
過

ご
せ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

　

10
月
の
『
破
戒
』
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
公
演
は
、
石

井
さ
ん
と
黒
岩
さ
ん
の
当
初
か
ら
の
目
標
で
あ
っ

た
『
破
戒
』
の
戯
曲
を
完
成
さ
せ
る
と
い
う
終
着

点
で
あ
り
、
集
大
成
の
ひ
と
つ
で
し
た
。
朗
読
を

す
る
出
演
者
は
、
農
園
の
近
く
の
住
人
に
募
集
を

か
け
集
ま
っ
た
人
た
ち
で
し
た
。
夏
の
試
演
会
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
広
く
募
集
を
か
け
た
た
め
、
チ
ラ

シ
を
配
る
よ
り
前
に
完
売
し
て
し
ま
っ
た
ほ
ど
、

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
は
そ
も

そ
も
、「
あ
る
地
域
」
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
一
定

の
期
間
、
滞
在
す
る
こ
と
が
基
本
と
な
っ
て
い
る

た
め
そ
の
地
域
と
ど
う
関
わ
っ
て
ゆ
く
か
が
何
よ

り
大
事
な
要
素
と
な
り
ま
す
。
特
別
、
小
諸
地
域

の
滞
在
は
他
地
域
に
比
べ
る
と
、
ご
く

”局
地
的
“

な
地
域
滞
在
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
そ
れ
は
滞

在
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
石
井
幸
一
さ
ん
の
言
葉

に
も
表
れ
て
い
ま
す
。「
ほ
ぼ
、
こ
こ(

ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
ガ
ー
デ
ン
黒
岩)

に
し
か
居
な
い
」。
夏

の
試
演
会
の
た
め
に
滞
在
し
た
時
に
、
石
井
さ
ん

が
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ガ
ー
デ
ン
で
牛
の
お
面
を
作
り

な
が
ら
呟
い
て
い
ま
し
た
。
確
か
に
、
石
井
さ
ん

は
Ｎ
Ｏ
Ａ
の
滞
在
と
し
て
初
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
際
、「
小
諸
城
址
懐
古
園
」
や
「
大
手
門
」
な

ど
を
見
学
さ
れ
た
以
外
は
２
０
２
０
年
3
月
か

ら
、
２
０
２
１
年
10
月
の
最
後
の
滞
在
ま
で
、
全

て
、
こ
の
農
園
で
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。
炎
天

下
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
畑
で
高
校
生
と
稽
古
を
し
た

り
、凍
て
つ
く
よ
う
な
強
い
風
の
吹
き
付
け
る
中
、

ホ
ス
ト
の
黒
岩
力
也
さ
ん
手
製
の
風
除
け
の
付
い

た
半
野
外
劇
場
で
読
み
合
わ
せ
を
し
た
り
と
、
こ

の
直
売
所
に
て
濃
密
な
時
間
を
過
ご
さ
れ
ま
し

た
。 

　

こ
の
期
間
、
こ
の
農
園
に
と
っ
て
、
そ
し
て
黒

岩
さ
ん
に
と
っ
て
も
お
そ
ら
く
大
き
な
転
換
点
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
ま
す
。
こ
の
Ｎ

Ｏ
Ａ
に
関
わ
る
ま
で
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ガ
ー
デ
ン

黒
岩
は
、
独
自
の
演
劇
活
動
を
続
け
な
が
ら
も
、

上
演
機
会
は
少
な
く

”演
劇
的
に
“
地
元
住
人
へ

向
け
て
開
け
て
い
る
と
は
言
い
難
い
場
だ
っ
た
と

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
畑
で
本
読
み
し
て
み
た
。 小

諸

■ note 小諸市滞在日誌①　■ note 石井幸一さん滞在 2 回目　　
■ note ブルーベリー畑で本読みしてみた。
■ note『破戒』試演会 ~ 稽古編 ~ ■本番編 ~
■ YouTube『破戒』試演会【ダイジェスト】
■ YouTube『破戒』試演会【千曲川スケッチ】
■ note 秋の風吹く果樹園で「破戒」読んでみた
■ note 果樹農園直売所シアター『破戒』リーディング公演開催！

果樹農園直売所シアター『破戒』

石井 幸一 X わかち座

NOA WEB にて以下の記事（一部リンク）が
掲載されています。あわせて御覧ください。

劇団かもしかもなか
長野県小諸高等学校演劇部改め、劇団かもしかもな
か。『もしかしたら』私たちに 『しか』できない『かも』
しれない『なにか』に、手を伸ばし続けていきたい
から。 現在は 3 年生 3 名、1 年生 1 名で活動している。

（2021 年 7 月現在）

小
諸
・
リ
サ
ー
チ

小
諸
高
校
Ｗ
Ｓ

3 月 27（土）・28 日（日）　市内リサーチ
「ながの演劇ネットワーク」を開催。
6 月 13 日（日）会場リサーチ。俳優の鈴木正
孝さん、照明の染谷和彦さん来訪。上演場所の
下見と採測、照明関係の電源の確認。

７月４日（日）
今回上演の「破戒」に小諸高校演劇部に参加してもらうことに。
さっそく石井さんの主催する劇団、鎌ヶ谷アルトギルドで行われ
ている「鈴木メソッド」という自身の身体を知るためのワークを
高校生たちが体験。13 時から始まった WS ですが、2 時間半ほど
は体のトレーニングが中心でした。「破戒」の中で重要な位置付
けで登場する ” 牛 ”。この「牛」を身体を使ってデッサン。



『
破
戒
』
試
演
会~

稽
古~
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県
内
の
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
い
る
演
劇
人
で
あ
っ

と
い
う
間
に
埋
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
地
元
住

民
に
こ
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ガ
ー
デ
ン
黒
岩
の
価
値

を
広
め
た
い
と
い
う
こ
と
も
、
大
き
な
目
標
で

あ
っ
た
た
め
、
夏
の
反
省
を
踏
ま
え
、
秋
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
公
演
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
募
集
は
せ
ず
、
地

域
の
回
覧
板
に
チ
ラ
シ
を
挟
み
込
ん
だ
り
、
地
元

の
ス
ー
パ
ー
の
掲
示
板
に
出
演
者
募
集
の
掲
示
を

出
し
た
り
と
、
実
に
ア
ナ
ロ
グ
な
、
地
域
密
着
型

の
公
募
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
も
あ
り
、

集
ま
っ
た
12
人
の
方
々
は
地
元
の
方
や
演
劇
を
ほ

と
ん
ど
経
験
し
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
方
、
そ
し

て
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
黒
岩
さ
ん
も
初
め
て
顔
を
合

わ
せ
る
方
ば
か
り
で
し
た
。 

　

公
演
当
日
も
、「
舞
台
」
自
体
を
見
た
こ
と
が

ほ
ぼ
な
い
と
い
う
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
園
と
し
て

の
農
場
し
か
知
ら
な
い
近
隣
の
方
な
ど
が
集
ま
り

ま
し
た
。
開
場
中
、
自
宅
の
庭
の
ケ
シ
の
花
に
つ

い
て
話
し
合
う
声
が
聞
か
れ
た
り
と
、
普
通
の
演

劇
公
演
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
光
景
が

見
ら
れ
ま
し
た
。 

　

集
ま
っ
た
観
客
の
中
に
は
、
高
校
生
た
ち
が
夏

に
畑
で
元
気
に
響
か
せ
て
い
た
声
を
ず
っ
と
気
に

し
て
い
て
、「
何
か
変
わ
っ
た
こ
と
を
や
っ
て
い

る
場
所
」
と
し
て
認
識
し
始
め
た
と
い
う
方
が
訪

れ
て
お
り
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
機
に
こ
の
場

に
対
す
る
近
隣
の
方
の
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
し
た
。 

　

今
回
石
井
さ
ん
と
関
わ
り
、
ホ
ス
ト
で
あ
る
黒

岩
さ
ん
や
演
劇
を
発
表
す
る
場
と
し
て
の
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
ガ
ー
デ
ン
は
、
2
度
の
上
演
の
機
会
を
経

て
”劇
作
家
・
黒
岩
力
也
“
と
し
て
の
活
動
を
地

域
に
広
く
知
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
上
演
の
機
会
が
少

な
か
っ
た
果
樹
園
や
農
場
で
の
公
演
を
経
験
し
、

制
作
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
実
践
的
に
会
得
す
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。 

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
石
井
さ
ん
は
、
活
動
拠
点
で

あ
る
鎌
ヶ
谷
で
の
活
動
が
20
年
を
迎
え
ま
す
。
同

じ
場
で
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
客
層
も
、
創
作

を
続
け
る
仲
間
も
固
ま
っ
て
き
て
し
ま
う
中
で
、

新
た
な
人
々
と
関
わ
り
を
持
ち
、『
破
戒
』
と
い

う
作
品
を
通
し
て
様
々
な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
持
つ

人
と
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
出
来
た
こ
と
で
、
創
作
に

対
し
新
鮮
な
気
持
ち
を
持
て
た
と
仰
っ
て
い
ま
し

た
。 

　

小
諸
地
域
の
滞
在
は
ご
く
局
地
的
な
地
域
密
着

型
で
あ
り
、
人
や
場
所
が
新
た
に
出
会
っ
た
り
、

出
会
い
直
す
機
会
を
与
え
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

 (

文
・
村
上
梓)

果樹農園直売所シアター　
　　　　　『破戒』試演会
参加：小林彩葉 *、佐藤こころ *、曽
我実冬 *、   黒田祐一郎 *、松﨑晃 *、
鈴木正孝 ほか [*= ⻑野県小諸高等学
校演劇部 / 劇団かもしかもなか ] 　
演出：石井幸一 ( 鎌ヶ谷アルトギルド
/ 一徳会主宰 )　
脚本：黒岩力也 ( わかち座 )　
原作：島崎藤村『破戒』
照明：染谷和彦　撮影：武者輝　
制作：わかち座、NOA 運営チーム
7 月 31 日 ( 土 )17：30 開演　
ブルーベリーガーデン黒岩直売所

Q　NOA に取り組んでみて
NOA 小諸としての島崎藤村の小説「破戒」
をホストである黒岩さんが戯曲化するという
方針は、活動の初期に固まりました。そして、
その方針に沿って試演会、リーディング公演
へと段階を踏んでいったわけですが、それと
平行して、果樹直売所が劇場空間へと（物理
的に）変貌していく過程にも伴走させて頂く
ような形になり、とても刺激的な日々を過ご
させて頂きました。感謝しています。

Q　新たに得た気づきは？
長野県や小諸地域に限らないことなのですが
……地域には住んでいた人の年月だけ文化的
な資源が眠っているということ。そして、今
住んでいる人の数だけ、文化との関わり方の
種類があるということ。また、文化的な活動
をするには物理的な場所が必要であるという
こと。今回の滞在はそれらの重要性を私に再
確認させてくれました。

Q　取り組めたこと
コロナ禍という色々と制限のある中での活動
でしたが、半年ほどの期間の中で、ホストで
ある黒岩さんに島崎藤村の小説「破戒」を戯
曲化して頂くこと。そして、小諸の高校生や
市民の皆さんと対面で稽古をし、試演会と
リーディング公演という二度の実演上演をす
ることができました。

石井幸一

Q　NOA に取り組んでみて
島崎藤村の『破戒』を媒体にして滞在アーティ
ストと市民の交流が、有機的に結ばれたと感
じました。初めてホストを経験したので、事
業団の方々のサポートが心強かったです。

Q　新たに得た気づきは？
どの様な実施内容にするか滞在アーティスト
や事業団の方と話し合う中で、改めて地域の
身近な魅力や価値を、再認識する事が出来ま
した。制作的な部分のひな型やフォーマット
を実践的に学べた事で、今後のサポート活動
の基礎を得る事が出来ました。

Q　これからのこと
鎌ケ谷市の梨園などで鎌ヶ谷アルトギルドの
公演があれば観に行きたいと思っています。
滞在アーティストが NOA で何を得て、その
後の活動に活かしているかをリサーチし、今
後の滞在制作の企画立案に活かしたいです。
昨年のリーディングからの発展企画として、
石井さん演出で『破戒』フルバージョンの上
演が出来たらいいなと思います。ブルーベ
リー直売店で『破戒』の稽古合宿をしてロン
グラン公演をするとか実施してみたいです。
また、石井幸一さん講師で、演出家育成講
座、舞台装置講座、役者基礎的身体表現ワー
クショップを実施したい。

黒岩力也

『
破
戒
』
試
演
会~

本
番~

果
樹
農
園
直
売
所
シ
ア
タ
ー

 『
破
戒
』
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
公
演

果樹農園直売所シアター 『破戒』リーディング公演
出演者：生駒由美子 ( 演劇集団 真田 CROSS-B)、植原ゆかり ( 素数会 / まねきち ) 小川恭未子、
キザム ( わかち座 )、さっとん、笑二ちゃこ、Sue、坪根美友奈、永峯克将、八木光江、若月
彩音、鈴木正孝 ( 鎌ケ谷アルトギルド )
脚本：黒岩力也（わかち座）、演出：石井幸一（鎌ヶ谷アルトギルド / 一徳会主宰）、照明：
染谷和彦、原作：島崎藤村『破戒』、制作：わかち座、NOA 運営チーム

YouTube
『破戒』試演会
ダイジェスト

YouTube
千曲川スケッチ

島崎藤村の「千曲川スケッチ」
に記されたエピソードをもとに、
かもしかもなかが、あたかも自
分が体験したことかのように語
る映像を会場で上映。YouTube
でもご覧いただけます。

7 月 25 日 お面作り、
　　 26 日 休み
　　 27 日〜 30 日 稽古

写真：武者輝

10 月 09 日（土）　リーディング公演　顔合わせ・稽古
10 月 23 日（土）　稽古
10 月 24 日（日）　稽古・リーディング公演本番
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そ
の
後
、
2
つ
の
美
術
館
で
渡
邉
さ
ん
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
小
海
町
高
原
美
術
館
で

開
催
さ
れ
て
い
た
ス
ズ
キ
コ
ー
ジ
さ
ん
の
展

覧
会
で
は
、
渡
邉
さ
ん
は
子
供
の
頃
か
ら
ス

ズ
キ
コ
ー
ジ
さ
ん
の
大
フ
ァ
ン
で
あ
り
、
以

前
か
ら
交
流
も
あ
る
よ
う
で
、
身
体
か
ら
嬉

し
さ
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
一
つ
ひ
と
つ
の

展
示
作
品
に
向
き
合
っ
て
身
体
を
動
か
し
て

い
ま
し
た
。
軽
井
沢
ニ
ュ
ー
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
ロ
ナ
ル
ド
・
ヴ
ェ
ン
チ
ュ
ー
ラ
展

で
は
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
深

く
掘
り
下
げ
、
内
省
し
、
人
間
の
表
皮
で
あ

る
”肌

“
の
表
現
の
可
能
性
を
探
求
し
て
い

る
、
現
代
美
術
家
ロ
ナ
ル
ド
・
ヴ
ェ
ン
チ
ュ
ー

ラ
さ
ん
の
作
品
の
中
に
て
撮
影
し
ま
し
た
。

渡
邉
さ
ん
の
身
体
は
、
作
品
に
溶
け
込
ん
だ

り
、
抜
け
出
た
り
、
作
品
に
合
わ
せ
て
自
分

の
身
体
で
世
界
を
創
っ
て
い
ま
し
た
。
2
つ

の
美
術
館
は
渡
邉
さ
ん
の
身
体
と
感
覚
に
刺

激
を
与
え
、
映
像
作
品
へ
と
繋
が
っ
て
い
き

ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
衣
裳
を
手
掛
け
て

い
る
儀
保
桜
子
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
今
回
は

衣
裳
の
新
境
地
だ
っ
た
そ
う
で
、「
今
ま
で

は
野
生
人
の
よ
う
な
衣
裳
だ
っ
た
が
、
山
か

ら
美
術
館
の
よ
う
に
野
生
人
か
ら
社
会
人
に

な
っ
た
」
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。
渡
邉
さ
ん

も
「
ジ
ャ
グ
ラ
ー
と
し
て
い
つ
も
は
ボ
ー
ル

を
持
っ
て
い
た
が
、
初
め
て
ボ
ー
ル
を
持
た

な
か
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ボ
ー

ル
を
手
放
し
て
身
体
ひ
と
つ
で
挑
ん
だ
そ
う

　

こ
の
軽
井
沢
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
出

会
い
か
ら
生
ま
れ
た
ま
ざ
ま
な
挑
戦
が
あ
り
、

ア
ー
ト
と
生
活
に
つ
い
て
も
考
え
向
き
合
う

時
間
と
な
り
ま
し
た
。
当
初
は
、
浅
間
山
麓

の
山
道
や
獣
道
ま
た
街
道
を
四
足
歩
行
で
闊

歩
し
て
各
ス
ポ
ッ
ト
で
倒
立
を
行
う
予
定
で

し
た
が
、
5
月
・
8
月
い
ず
れ
の
滞
在
期
間

中
も
雨
が
降
り
続
い
て
い
た
た
め
撮
影
が
困

難
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
今

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
こ
の
雨
が
出
会
い
や

挑
戦
に
導
い
て
く
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

最
初
の
5
月
の
滞
在
時
に
は
信
濃
追
分

文
化
磁
場
油
や
を
会
場
に
『
カ
ラ
ダ
の
こ

と
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
な
る
倒
立
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
』
を
開
催
し
、
老
若
男
女
多
様
な

方
が
参
加
し
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
中

に
渡
邉
さ
ん
が
「
人
は
思
っ
て
い
る
よ
り
真
っ

直
ぐ
に
手
を
上
げ
れ
て
い
な
い
。
自
分
の
カ

ラ
ダ
は
自
分
が
思
っ
て
い
る
よ
り
も
違
う
こ

と
が
多
い
」
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。
私
自
身
、

倒
立
を
体
験
す
る
中
で
、
自
分
の
カ
ラ
ダ
の

ギ
ャ
ッ
プ
に
驚
き
の
連
続
で
し
た
。
倒
立
を

通
し
て
「
自
分
の
カ
ラ
ダ
が
わ
か
る
こ
と
」

は
「
自
分
を
開
放
す
る
こ
と
」
だ
と
実
感
し

ま
し
た
。
参
加
者
の
方
た
ち
は
渡
邉
さ
ん
た
ち

か
ら
良
い
刺
激
を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　

8
月
の
滞
在
時
で
は
、
渡
邉
さ
ん
自
身
が

刺
激
を
も
ら
う
場
面
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

最
初
に
軽
井
沢
の
緑
の
中
に
建
て
ら
れ
た
診

療
所
で
も
文
化
施
設
で
も
あ
る
軽
井
沢
町
の

診
療
所
「
ほ
っ
ち
の
ロ
ッ
ヂ
」
を
訪
問
し
、

倒
立
と
四
足
歩
行
の
研
究

　
　

〜
闊
歩
編
〜

軽
井
沢

軽井沢ニューアートミュージアムで撮影さ
れた映像作品が YouTube でご覧になれます。

『びゅーんひょん /view-hyon』
出演：渡邉尚　衣装＆撮影編集：儀保桜子

■ note『カラダのことがよくわかるようになる倒立 WS』
■ YouTube 渡邉尚さん、儀保桜子さんにインタビュー
■ YouTube　渡邉尚・新作動画「びゅーひょん /view-hyon」
■ note 倒立と四足歩行の研究〜リサーチ編〜　
■ note 倒立と四足歩行の研究〜闊歩編〜
■ note 倒立と四足歩行の研究〜振り返る編〜
■ YouTube　渡邉尚・新作動画「すちるひょん / still-hyon」

倒立と四足歩行の研究・軽井沢編

渡邉 尚 X 信濃追分文化磁場油や

倒
立
と
四
足
歩
行
の
研
究

〜
リ
サ
ー
チ
編
〜

NOA WEB にて以下の記事（一部リンク）が
掲載されています。あわせて御覧ください。

カ
ラ
ダ
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
な
る

倒
立
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

5 月 22 日 ( 土 )23 日 ( 日 )
各回 14 〜 16 時
信濃追分文化磁場油や・ギャラリー一進

8 月 12 日（木）〜 25 日（水） リサーチ
　　 12 日　ほっちのロッヂ泊
　　 15 日　軽井沢ニューアート・ミュージアム・
　　　　　  小海町高原美術館下見
　　 16 日　信濃追分文化磁場油や泊

8 月 21 日（土）〜 22 日（日）
『すちるひょん /still-hyon』撮影。
「ロナルド・ヴェンチューラ展－内省」
2021 年 8 月 7 日（土）〜 2022 年 4 月 10 日（日）
軽井沢ニューアートミュージアム
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で
す
。
当
初
の
予
定
通
り
、
山
に
登
っ
て
い

た
ら
出
会
え
な
か
っ
た
か
も
の
し
れ
な
い
挑

戦
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

今
回
、
渡
邉
さ
ん
は
、
自
身
の
生
活
と
身

体
に
対
し
て
向
き
合
え
た
そ
う
で
す
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
信
濃
追
分
文
化
磁
場
油
や
の
お

か
げ
だ
と
振
り
返
り
で
お
話
が
出
ま
し
た
。

こ
の
油
や
と
い
う
場
所
に
つ
い
て
「
余
計
な

情
報
量
が
無
い
。
常
に
空
気
は
爽
や
か
で
、

油
や
の
部
屋
は
倒
立
を
す
る
に
も
読
書
を
す

る
に
も
集
中
で
き
る
」
と
渡
邉
さ
ん
た
ち
が

仰
っ
て
い
ま
し
た
。
1
回
目
の
5
月
の
滞
在

が
終
わ
っ
た
後
に
、
当
時
住
ん
で
い
た
沖
縄

の
自
宅
で
油
や
を
再
現
し
よ
う
と
思
い
た
ち
、

余
計
な
荷
物
を
捨
て
、
断
捨
離
を
行
っ
た
そ

う
で
す
。
こ
の
軽
井
沢
の
滞
在
は
生
活
が
崩

れ
ず
、
作
品
に
生
活
を
持
っ
て
こ
れ
た
の
が

良
か
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
に
関
し

て
、
ホ
ス
ト
で
あ
る
信
濃
追
分
文
化
磁
場
油

や
の
斎
藤
祐
子
さ
ん
は
「
油
や
が
、
土
地
が
、

人
を
呼
ん
で
い
る
。
風
水
的
に
も
落
ち
着
く

場
所
で
あ
る
が
、
自
然
の
厳
し
さ
も
あ
る
。

白
い
キ
ャ
ン
バ
ス
を
好
む
人
に
良
い
場
所
だ

と
思
う
。
ま
た
、
こ
こ
が
元
々
宿
場
で
あ
る

こ
と
。
生
活
が
繋
い
で
い
る

”人
の
道
“だ
っ

た
の
も
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
」

と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
作
品
に
生
活
が
持
っ
て
来
れ
た
」
と
い
う

言
葉
か
ら
は
、
生
活
と
ア
ー
ト
と
の
距
離
感

に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
下
で
仕
事
が
無

く
な
り
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
ど
う
生
き

て
い
く
か
は
渡
邉
さ
ん
た
ち
以
外
の
多
く
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
抱
え
る
悩
み
で
す
。
自
分

は
何
が
や
り
た
か
っ
た
の
か
を
見
つ
め
直
し

た
時
に
、
も
っ
と
倒
立
の
練
習
を
し
た
か
っ

た
と
気
づ
き
、
そ
し
て
自
分
の
生
活
を
研
究

し
て
い
く
こ
と
に
気
づ
い
た
そ
う
で
す
。
こ

の
軽
井
沢
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
生
活
と

ア
ー
ト
と
の
良
い
距
離
感
を
見
つ
け
ら
れ
、

色
々
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
作
品
に
出
会
っ
た

こ
と
で
刺
激
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
刺
激

は
渡
邉
さ
ん
の
今
後
の
人
生
の
糧
に
な
り
、

ま
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
私
も
、
渡

邉
さ
ん
と
出
会
っ
た
こ
と
が
ア
ー
ト
と
向
き

合
う
人
生
の
糧
に
な
り
ま
し
た
。
刺
激
は
巡

り
合
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

（
文
・
石
坂
杏
子
）

Q　NOA に取り組んでみて
すごくいいレジデンスでした。静かですご
く集中できるし、車をレンタルしてもらっ
たりいい宿を手配してくれたおかげで不自
由なくクリエーションができました。特に
藤澤さんのサポートが手厚く助かりました。

Q　新たに得た気づきは？
もともと作品を作る予定はなかったのです
が、作れる環境があると結局作ってしまう
ものだなあと思いました。

Q　取り組めたこと
藤澤さんが掛け合ってくれたおかげで、美
術館で撮らせてもらうという贅沢なことが
できた。野外での撮影は雨が降り続けてい
てできなかった。

Q　これからのこと
滞在中にも倒立のワークショップをしたの
もありますが、今は特に日本で倒立を普及
させたいので、長野でも機会あれば倒立の
イベントなどをやってみたい。

渡邉尚、儀保桜子

Q　NOA に取り組んでみて
「文化磁場油や」は元旅館ということで、文
化イベント時に関係者が宿泊できることが
強みであると気づいて 5 年前から AIR を開
始しました。NOA においても「油や」は
AIR 場所として有効な場所と確信しました。

Q　取り組めたこと
倒立ワークショップは、「油や AIR」にない
プログラムであり、アーティストの多様性
という意味で活動の幅とネットワークを広
げることができたと思います。

Q　これからのこと
NOA 担当者の案内で「文化磁場油や」を視
察に来てくれたアーティストの人が何名か
いますが、その人たちが「油や」で新しい
取組を企画してくれればと思います。そし
て NPO としてもそういう企画をサポートし
たいと思います。

特定非営利活動法人油やプロジェクト　
理事長 斎藤尚宏

Q　取り組めたこと
中山道の宿場という役目がとっくの昔に終
わったにもかかわらず、廃村のような土地
に文人達が、なぜ山荘を建てたのだろうか
と言うことが疑問点でした。この不便さ不
毛さがむしろ、創作には有効だということ
なのだということを伺い、合点がいきまし
た。「無」の空間ということですね。渡邉尚
さんは、それを「情報量のなさ」と表現さ
れました。

文化磁場油や　斎藤祐子

〜
振
り
返
り
〜

小海町高原美術館で撮影された映像作品が
YouTube でご覧になれます。

『びゅーんひょん /view-hyon』
出演：渡邉尚　衣装＆撮影編集：儀保桜子

渡
邉
尚
さ
ん
映
像
展
示

@

信
濃
追
分
文
化
磁
場
油
や

9 月 24 日（金）〜 10 月 17 日（日）　
映像展示
渡邉尚さんと儀保桜子さんが軽井沢滞在中に撮影した映
像作品を、信濃追分文化磁場油やにて展示しました。

倒
立
と
四
足
歩
行
の
研
究

　
　

〜
闊
歩
編
〜

8 月 17 日（火）、24 日（火）、小海町高原美術館にて撮影。
「スズキコージの大魔法画展」
2021 年 6 月 19 日（日）〜 8 月 29 日（日）
小海町高原美術館

8 月 24 日（火）振り返り
撮影後、油やにて渡邉尚さんと儀
保桜子さん、「油や」の斎藤尚宏
さんと祐子さん、進行役の野村政
之（NOA コーディネーター）で今
回の AIR を振返り。
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『
記
録
と
記
憶
』
を
探
る
滞
在

『
記
録
と
記
憶
』
を
映
す
滞
在

〜
パ
ル
コ 

de 

美
術
館
〜

千
田
さ
ん
の
作
品
が
あ
る
パ
ル
コ
de
美
術
館

や
、
松
本
に
あ
る
上
土
劇
場
、
ま
た
池
田
町

に
あ
る
池
田
町
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
で
稽

古
を
実
施
す
る
な
ど
、
場
所
と
の
出
会
い
が

多
か
っ
た
で
す
。
稽
古
場
で
は
、
平
原
さ
ん

の
発
想
を
基
に
ダ
ン
サ
ー
4
人
で
身
体
を
合

わ
せ
て
い
き
ま
す
。「
こ
こ
を
こ
う
し
た
ら
こ

う
な
る
か
も
」
と
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な

が
ら
創
作
は
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
ダ
ン
ス

の
稽
古
を
見
る
機
会
は
な
か
な
か
な
か
っ
た

の
で
、
私
に
と
っ
て
も
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
、
加
藤
な
ぎ
さ
ん
が
桶
太
鼓
と
柄

太
鼓
で
、
宮
田
紀
英
さ
ん
は
篠
笛
で
、
平
原

さ
ん
た
ち
の
身
体
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

ま
し
た
。
伝
統
的
な
楽
器
と
前
衛
的
な
ダ
ン

ス
の
組
み
合
わ
せ
に
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。

そ
し
て
迎
え
た
撮
影
本
番
日
。
太
陽
が
照
ら

す
昼
間
と
微
か
な
月
の
光
が
あ
る
夜
で
は
『
Ｂ

Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｎ 

5
』
は
違
う
顔
を
し
ま
す
。

晴
れ
て
い
る
日
と
雨
の
日
で
も
ま
た
違
い
ま

す
。
平
原
さ
ん
た
ち
の
身
体
は
『
Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｃ

Ｋ
Ｅ
Ｎ 

5
』
の
表
情
に
合
わ
せ
て
と
い
う
よ

り
、
自
然
と
合
う
か
の
よ
う
に
動
き
を
創
っ

て
い
き
ま
し
た
。
目
視
で
は
見
え
に
く
い
動

き
も
カ
メ
ラ
越
し
に
見
る
と
輪
郭
が
見
え
て

き
ま
す
。
緊
張
感
の
あ
る
繊
細
な
空
間
で
し

た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
」
と
の
交
流
で
は
、
池
田
町

教
育
委
員
会
と
協
働
し
、
池
田
町
立
池
田
小

学
校
と
会
染
小
学
校
で
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

イ
ン
・
ス
ク
ー
ル
」
と
し
て
出
張
ア
ト
リ
エ

　

池
田
町
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
池
田
町
の

「
伝
統
芸
能
」、「
ア
ー
ト
」、「
子
ど
も
た
ち
」

3
つ
の
交
流
を
通
し
て
、
過
去
と
現
在
と
未

来
の
「
記
録
と
記
憶
」
を
繋
ぐ
架
け
橋
の
よ

う
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
伝
統
芸
能
」
の
交
流
で
は
、
池
田
町
広
津

の
楡
室
神
社
の
獅
子
舞
の
復
興
に
取
り
組
む

信
州
大
学
の
宮
田
紀
英
さ
ん
・
加
藤
な
ぎ
さ

ん
と
出
会
い
ま
し
た
。
現
在
、
ど
の
地
域
で

も
問
題
と
な
っ
て
い
る

”過
疎
“
や

”伝
統

文
化
の
衰
退
“
の
中
で
、
学
生
団
体
「
広
津

の
社
」
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
に
広
津
地
区
の

獅
子
舞
を
Ｖ
Ｈ
Ｓ
か
ら
譜
面
を
起
こ
し
演
奏

を
し
て
復
興
し
、
文
化
の
記
憶
を
残
そ
う
と

し
て
い
ま
し
た
。
本
来
な
ら
10
月
の
例
祭
に

て
獅
子
舞
を
行
な
う
予
定
だ
っ
た
の
で
す
が
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
平
原
さ
ん
た
ち
は

自
分
た
ち
な
り
の
奉
納
の
形
を
試
み
、
楡
室

神
社
に
て
宮
田
紀
英
さ
ん
・
加
藤
な
ぎ
さ
ん

が
祭
囃
子
を
演
奏
す
る
様
子
を
撮
影
し
ま
し

た
。
撮
影
の
際
に
、
宮
田
さ
ん
と
加
藤
さ
ん

の
演
奏
に
よ
っ
て
、
中
央
に
据
え
ら
れ
た
動

か
な
い
獅
子
舞
が
、
ま
る
で
舞
い
踊
っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
こ
の
獅
子
舞
が
ま

た
動
い
て
く
れ
る
の
を
楽
し
み
に
待
と
う
と

思
い
ま
す
。

　
「
ア
ー
ト
」
の
交
流
で
は
、
池
田
町
在
住
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
千
田
泰
広
さ
ん
の
作
品
『
Ｂ

Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｎ 

5
』
で
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
出
会
い
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

池
田

■ note『記録と記憶』を探る滞在
■ note『記録と記憶』を映す滞在〜広津編〜
■ note『記録と記憶』を映す滞在〜パルコ de 美術館編〜
■ note『記憶と記録』を繋ぐ滞在〜広津編〜
■ note『記憶と記録』を繋ぐ滞在〜 Artist in School 編〜

北アルプス展望ダンスプロジェクト
NORTH ALPS VIEWING DANCE PROJECT

平原 慎太郎 X 池田町教育委員会

9 月 13 日（月）〜 19 日（日）
松本 PARCO で開催された「パル
コ de 美術館」に出品された千田
泰 広 さ ん の 作 品《BROCKEN 5》
にて映像撮影。

パルコ de 美術館
2021 年 7 月 3 日（ 土 ） 〜 2022
年 2 月 28 日（月）
松本パルコ　6 階全フロア、屋上

NOA WEB にて以下の記事（一部リンク）が
掲載されています。あわせて御覧ください。

3 月 12 日（金）、池田町交流
センター かえで・浅原六朗文
学記念館などリサーチ。
6 月 20 日 ( 日 )、OrganWorks
のメンバーでもある映像の池
上さんと村井さんも同行。北
アルプス展望美術館、広津に
ある「学生団体 広津の杜」で
使っている古民家、千田泰広
さんのアトリエなど訪問。

9 月 13 日（月）から 19 日（日）まで平原さんと OrganWorks のメンバー
池上さん、村井さん、小松さんとクリエーション。松本の上土劇場と池
田町の池田町交流センターかえでにてダンス映像の撮影に向けた稽古。

千田泰広さんの作品
《BROCKEN 5》

パ ル コ de 美 術 館 で 撮 影 さ れ た 映 像 作 品 が
YouTube でご覧になれます。
Film Work by Shintaro Hirahara [Brocken 5]
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を
実
施
し
ま
し
た
。
平
原
さ
ん
た
ち
は
今
ま

で
の
池
田
町
で
の
体
験
を
自
分
た
ち
の
フ
ィ

ル
タ
ー
を
通
し
て
子
ど
も
達
に
体
験
し
て
も

ら
お
う
と
、
千
田
泰
広
さ
ん
の
作
品
『
Ｂ
Ｒ

Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｎ 

5
』
で
の
撮
影
や
広
津
で
の
体

験
を
プ
レ
イ
ル
ー
ム
に

”美
術
館
“
と
い
う

形
で
起
こ
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
会
染
小
学

校
の
3
日
間
で
は
、
休
み
時
間
や
放
課
後
に

子
供
た
ち
が
覗
き
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
日

常
で
は
会
え
な
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
創
作
の

場
。
創
作
過
程
が
気
に
な
る
子
ど
も
達
は
毎

日
来
て
く
れ
、
平
原
さ
ん
達
も
子
ど
も
達
に

遊
ん
で
も
ら
い
な
が
ら
製
作
を
進
め
て
い
き

ま
し
た
。
美
術
館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
時
は
子

ど
も
達
が
待
ち
に
待
っ
た
か
の
よ
う
に
ワ
ク

ワ
ク
し
な
が
ら
美
術
館
に
駆
け
込
ん
で
来
ま

し
た
。
無
数
の
穴
か
ら
の
差
し
込
ん
で
く
る

光
の
空
間
、
光
に
彩
ら
れ
る
フ
ァ
イ
バ
ー
、

紐
で
張
り
巡
ら
さ
れ
た
空
間
、
竹
の
コ
ン
タ

ク
ト
、
大
き
な
獅
子
舞
を
、
子
ど
も
達
が
五

感
を
使
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。  

平
原
さ

ん
が
「
子
ど
も
達
が
ど
う
身
体
を
動
か
し
て

く
れ
る
か
考
え
る
の
も
振
付
だ
」
と
言
っ
て

い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
池
田
小
学
校
は

1
日
だ
け
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
熱
気

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
自
ら
空
間
に
飛
び

込
ん
で
考
え
感
じ
な
が
ら
遊
ん
で
く
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
先
生
た

ち
も
一
緒
に
楽
し
ん
で
遊
ん
で
く
れ
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。
平
原
さ
ん
た
ち
の
フ
ィ
ル

タ
ー
を
通
し
て
、
子
ど
も
達
は
池
田
町
に
あ

る
文
化
を
体
験
し
ま
し
た
。
平
原
さ
ん
た
ち

が
創
り
出
し
た
造
形
物
に
は
一
つ
ひ
と
つ
想

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
不
思

議
と
子
ど
も
達
の
感
性
に
届
い
て
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
あ
る
子
が「（
造
形
物
を
）ず
っ

と
置
い
て
く
れ
た
ら
い
い
の
に
」
と
言
っ
て

く
れ
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

経
験
は
子
ど
も
達
が
大
人
に
な
っ
て
も
忘
れ

な
い
と
思
う
し
、
将
来
子
ど
も
た
ち
が
こ
の

経
験
を
生
か
し
て
何
か
を
創
っ
て
い
く
の
か

も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
過
去
を
大
切

に
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
も
の
が
未
来
に
繋

が
っ
て
い
く
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
町
の
「
記
録
と
記
憶
」
が
続
い
て
い
く

こ
と
を
願
い
ま
す
。

(

文
・
石
坂
杏
子)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q　NOA に取り組んでみて
普段の活動はダンスの稽古場でダンサーとの取り組みが多い
中で、こうして長野県の豊かな環境の中で様々なバックボー
ンを持つ方と一緒に体や、自分がいる場所のことを考えられ
たのはとても有意義でした。

Q　新たに得た気づきは？
当然の事ですが、社会にはその地域住民がおり、そしてそこ
には歴史があります。その地域住民の抱える意識や興味が作
品の方向性を決めることがあるのだなという気づきがありま
した。

Q　取り組めたこと
小学生から大学生、そしてプロの美術家までと様々な人と交
流し、ニーズに合った作品を制作できたこと。

Q　これからのこと
自身のカンパニーでの公演を通じて地域住民に踊りの奥深さ
を伝え、踊りやそれを通じた面白さを波及していきたいです。
また、小学生〜大学生の興味の持ち方の違いを改めて感じた
ので、また学生達と地域にある興味を基に交流できる機会が
あればと思います。

平原慎太郎

Q　NOA に取り組んでみて
平原慎太郎さんチームのみなさんが創り出された表現と空間
によって、池田町の伝統文化は鮮やかに蘇り、子どもそれぞ
れの素直さ、多様な表現欲求、そして力強い生命力などを、
私たち大人にあらためて印象づけてくれました。

Q　これからのこと
これからも子ども達の表現活動の重要性にぜひ目を向けてほ
しいと願っています。幼児期から小学生までの期間は特に「遊
び」をもっと意識的に取り入れるべきだと感じています。遊
びはまさに子ども達の創造性の塊です。遊びを通じて様々な
感動を味わい、生きることの楽しさを感じ、生来備わってい
る好奇心や意欲がもっともっと引き出されるよう、そんな子
ども達の育ちと学びの環境づくりが、アートを入口に広がっ
ていってほしいと心から強く願っています。

池田町 前教育長　竹内 延彦

Q　NOA に取り組んでみて
アーティストが作品を制作する様子を間近で見るなかで、普
段アーティストがこの世界にどう向き合っているのかを窺い
知ることができました。特にアーティスト・イン・スクール
での子どもたちが身体を動かす空間を作り出す発想は、子ど
もたちの持つ豊かな感性を自然に引き出しており、非常に勉
強になりました。

Q　取り組めたこと
私自身も知らなかった池田町の魅力を知ることができまし
た。今回はフィールドワークを行った全ての場所を活用する
ということはかないませんでしたが、今後の自分の活動に生
かせたらと思っています。

信州大学人文学部生　加藤なぎ

『
記
憶
と
記
録
』
を
繋
ぐ
滞
在

〜 
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
ス
ク
ー
ル
編
〜

『
記
憶
と
記
録
』
を
繋
ぐ
滞
在

〜
広
津
編
〜

池田町立池田小学校 池田町立会染小学校

10 月 11 日（月）〜 17 日（日）
池田町での体験を自分たちのフィルターを通して子ども達に体
験してもらおうと、千田泰広さんの作品《BROCKEN 5》での
撮影や広津での体験をプレイルームに美術館という形で起こす。

学生団体「広津の杜」のメンバー
である宮田紀英さんと加藤なぎさ
んによるお囃子の演奏の撮影

広津の杜
長野県池田町広津に魅せられた大学
生が 2018 年から活動中。広津の伝統
である獅子舞の復興に携わっている。
https://hirotsu80.blog.fc2.com/



NAGANO ORGANIC AIR  NAGANO ORGANIC AIR 049 048

リ
サ
ー
チ
・
稽
古

曇
野
市
内
の
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
場
所

で
踊
り
た
い
」
と
い
う
発
案
が
キ
ッ
カ
ケ
で

始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ア

イ
デ
ィ
ア
に
応
え
る
べ
く
、
ホ
ス
ト
の
方
々

が
案
を
だ
し
合
い
、
市
内
の
踊
れ
る
場
所
を

リ
サ
ー
チ
。
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
き

ぼ
う
」
な
ど
の
公
共
施
設
か
ら
、
久
保
田
農

村
公
園
な
ど
地
元
の
人
し
か
知
ら
な
い
よ
う

な
公
園
ま
で
幅
広
い
会
場
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
を
実
際
に
回
っ
て
、
徒
歩

と
自
転
車
で
か
か
る
所
要
時
間
を
緻
密
に
計

算
し
、
コ
ー
ス
を
組
み
立
て
て
下
さ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
本
番
当
日
は
ホ
ス
ト
の
方
々
も

自
転
車
と
徒
歩
で
ア
マ
リ
イ
チ
に
帯
同
し
、

コ
ー
ス
を
案
内
し
て
く
だ
さ
る
な
ど
、
通
常

の
Ａ
Ｉ
Ｒ
の
ホ
ス
ト
の
枠
を
超
え
た
役
割
を

担
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ホ
ス
ト
の
全
力
の
返
答
に
、
ダ
ン
ス

で
応
え
た
の
が
ア
マ
リ
イ
チ
で
す
。
11
カ
所

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
10
～
45
分
の
ダ
ン
ス
を

披
露
。
振
付
に
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
や
ニ
ジ
マ
ス

な
ど
安
曇
野
滞
在
中
に
出
会
っ
た
要
素
を
ふ

ん
だ
ん
に
ち
り
ば
め
な
が
ら
、
総
移
動
距
離

約
30
キ
ロ
、
全
12
時
間
と
い
う
な
が
い
な
が

い
道
の
り
を
歩
き
、駆
け
、踊
り
切
り
ま
し
た
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
全
力
に
、
ホ
ス
ト
が
全

力
で
応
え
る
。
ホ
ス
ト
の
全
力
に
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
全
力
で
応
え
る
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

ホ
ス
ト
、
ど
ち
ら
が
主
で
も
従
で
も
な
く
、

互
い
に
対
等
な
関
係
で
ひ
と
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
む
。
こ
こ
安
曇
野
で
は
ま
さ

　

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ 

Ｏ
Ｒ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ 

Ａ
Ｉ

Ｒ
に
お
け
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
ホ
ス
ト
の
関

係
は
、
そ
の
滞
在
地
域
ご
と
に
よ
っ
て
千
差

万
別
で
す
。
ホ
ス
ト
が
く
ま
な
く
リ
サ
ー
チ

に
付
き
添
う
地
域
も
あ
れ
ば
、
ホ
ス
ト
が
書

い
た
戯
曲
を
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
演
出
し
た
地

域
も
あ
り
ま
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
ホ
ス
ト

の
”多
種
多
様
“
な
関
係
性
は
、
Ｎ
Ｏ
Ａ
の

特
徴
の
ひ
と
つ
と
言
え
ま
す
。

翻
っ
て
安
曇
野
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
ホ
ス
ト

の
関
係
を
み
て
み
る
と
、
こ
れ
は
相
撲
で
言

う
と
こ
ろ
の

”が
っ
ぷ
り
四
つ
“
と
い
う
言

葉
が
ふ
さ
わ
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。...1[

ア

マ
リ
イ
チ](

ア
ー
テ
ィ
ス
ト)

と
安
曇
野
市

教
育
委
員
会(

ホ
ス
ト)

の
”取
り
組
み
“
は
、

互
い
に
出
し
惜
し
み
せ
ず
、
持
て
る
要
素
を

全
て
出
し
あ
う
と
い
う
全
力
の
と
っ
く
み
あ

い
そ
の
も
の
で
し
た
。

　

こ
れ
を
端
的
に
表
し
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
、
6
月
に
開
催
し
た
「
安
曇
野
を
ダ
ン
ス

で
つ
な
い
で
往
復
す
る
駅
伝
型
公
演
『
う
ち

そ
と
駅
伝
』」
で
す
。『
う
ち
そ
と
駅
伝
』
は
、

6
月
5
日(

土)

、
6
日(

日)

の
2
日
間
、

鐘
の
鳴
る
丘
集
会
所
を
発
着
点
と
し
安
曇
野

市
内
11
カ
所
に
て
ア
マ
リ
イ
チ
の
二
人
が
踊

り
、
会
場
間
を
自
転
車
と
徒
歩
で
移
動
し
て

つ
な
ぐ
と
い
う
駅
伝
ス
タ
イ
ル
の
ダ
ン
ス
公

演
で
し
た
。

　

そ
も
そ
も
『
う
ち
そ
と
駅
伝
』
は
、
3
月

の
企
画
段
階
に
お
い
て
、
ア
マ
リ
イ
チ
か
ら

の
「
自
転
車
と
徒
歩
で
移
動
し
な
が
ら
、
安

安
曇
野
を
ダ
ン
ス
で
つ
な
い
で
往
復
す
る

駅
伝
型
公
演
『
う
ち
そ
と
駅
伝
』

安
曇
野

■ YouTube うちそと駅伝ダイジェスト
■ note うちそと駅伝《復路》
■ note うちそと駅伝《復路》
■ note...1［アマリイチ］念願の ! 北アルプス登山 下界編
■ note...1［アマリイチ］念願の ! 北アルプス登山 登山編
■ YouTube 8 月 4・5 日　常念岳登山
■ YouTube 新作動画「アルプス一万尺 全 29 番」
■ note ついに完結 !「あまるほど踊る安曇野ダンスマッピング」

あまるほど踊る安曇野
		  ダンスマッピング

 ...1[ アマリイチ ]
		   X 安曇野市教育委員会

YouTube
『うちそと駅伝』
ダイジェスト

NOA WEB にて以下の記事（一部リンク）が
掲載されています。あわせて御覧ください。

2 月 15 日（月）〜 16 日（火）
両日、レンタサイクルで市内
をリサーチ。碌山美術館見学。

5 月 31 日（月）〜
6 月 4 日（金）稽古

うちそと駅伝
ベートーヴェンのピアノソナタ第 13 番
を使ったダンス作品『うちそと』を安曇
野市内 11 カ所で徒歩と自転車で移動し
ながら踊るプロジェクト。

6 月 5 日（土）往路
09：30　鐘の鳴る丘集会所 前庭
11：00　碌山公園 / 安曇野髙橋節郎記念
　　　  美術館 中庭
11：30　穂高交流学習センター「みらい」　
　　　  芝生広場
13：00　安曇野わさび田湧水群
15：00　豊科交流学習センター「きぼう」
　　　  多目的交流ホール

6 月 6 日（日）復路
13：00　豊科近代美術館 前庭
14：00　堀金中央公園 / 久保田農村公園
15：00　国営アルプスあづみの公園
　　　  ( 堀金・穂高地区 )
16：00　八面大王足湯
19：00　鐘の鳴る丘集会所 前庭

穂高交流学習センター「みらい」八面大王足湯

碌山公園

豊科交流学習センター「きぼう」

鐘の鳴る丘集会所 前庭

豊科近代美術館 前庭

久保田農村公園

鐘の鳴る丘集会所 前庭
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に
、
Ｎ
Ｏ
Ａ
が
そ
の
理
念
に
掲
げ
た
「
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
ホ
ス
ト
が
、
互
い
に
対
等
な
立

場
で
刺
激
や
影
響
を
与
え
あ
う
相
乗
的
・
協

働
的
な
関
係
」
が
実
現
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
ぜ
安
曇
野
で
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
ホ

ス
ト
が
こ
の
よ
う
な
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
で

き
た
の
か
。
そ
の
ひ
と
つ
の
答
え
が

”暮
ら

し
“
で
す
。
Ｎ
Ｏ
Ａ
の
中
で
、
ア
マ
リ
イ
チ

ほ
ど
そ
の
地
域
に
て

”暮
ら
し
た
“
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
は
他
に
い
な
い
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
滞
在
中
も
、
貸
別
荘
に

宿
泊
し
な
が
ら
、
近
所
の
直
売
所
で
地
場
産

の
食
材
を
仕
入
れ
自
ら
調
理
し
た
り
、
洗
濯

を
し
た
り
、
自
転
車
に
乗
っ
て
毎
日
稽
古
場

に
通
う
な
ど
、
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
や
リ
サ
ー

チ
と
同
じ
く
ら
い
安
曇
野
で
暮
ら
す
こ
と
に

重
点
を
置
い
て
い
た
ア
マ
リ
イ
チ
。
安
曇
野

の
日
常
に
身
を
お
く
こ
と
で
見
え
て
き
た
風

景
を
、
彼
女
達
は
丁
寧
に
ホ
ス
ト
の
方
々
と

共
有
し
て
い
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
直
売
所

で
手
に
入
れ
た
謎
の
食
材
の
調
理
方
法
を
聞

い
た
り
、
稽
古
場
に
行
く
道
中
で
見
つ
け
た

不
思
議
な
建
物
や
看
板
、
気
に
な
る
お
店
、

山
の
名
前
な
ど
を
尋
ね
た
り
。
何
年
も
安
曇

野
に
暮
ら
し
て
い
る
ホ
ス
ト
の
方
々
は
、
た

だ
こ
れ
に
答
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
と
き
に

は
一
緒
に
お
店
を
回
っ
た
り
、
食
材
を
お
裾

分
け
し
た
り
、
一
緒
に
料
理
を
作
る
な
ど
、 

あ

た
か
も
ご
近
所
さ
ん
の
よ
う
な
感
じ
で
ア
マ

リ
イ
チ
に
接
し
、
と
も
に
こ
れ
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
暮
ら
し
を
軸
に
し
た
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
ホ
ス
ト
の
や
り
と
り
は
、
双
方
向
的

で
親
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出

し
、
ど
ち
ら
が
主
で
も
従
で
も
な
く
、
対
等

な
立
場
で
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
と

い
う
関
係
を
創
出
し
ま
し
た
。

　

安
曇
野
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
11
月
24
日

(

水)

に
全
滞
在
日
程
を
終
え
無
事
終
了
し
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

ホ
ス
ト
の
関
係
は
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
き

ま
す
。
12
月
22
日(

水)

に
は
、
安
曇
野
市

教
育
委
員
会
の
主
催
行
事
『
あ
づ
み
の
学
校

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
に
ア
マ
リ
イ
チ
が
出
演
し
、

ま
た
、
２
０
２
２
年
度
も
、
教
育
委
員
会
の

招
聘
で
ア
マ
リ
イ
チ
が
安
曇
野
に
滞
在
す
る

予
定
で
す
。
ア
マ
リ
イ
チ
と
安
曇
野
市
教
育

委
員
会
の
今
後
の
展
開
に
、
ど
う
ぞ
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

(

文
・
藤
澤
智
徳)

『0 歳からのミニコンサート』
安曇野市在住のピアニスト・寺島美
紀さんと共演
11 月 19 日 ( 金 )11：00 / 14：00
安曇野市穂高会館 講堂

安曇野でつくる新作ダンス公演 
『イチニタスアヅミノノ』
11 月 20 日（土）
　　  21 日（日）稽古
　　  22 日（月）場当たり・ゲネ
11 月 23 日（火祝）本番
安曇野市穂高会館 講堂

Q　NOA に取り組んでみて
「安曇野でのダンス作品を創ってみたい」と
いう想いは初めて安曇野を歩いた日から持っ
ていたのだが、実際に創作した『イチニタス
アヅミノノ』のような、安曇野を味わったか
らこその作品になるとは想像していませんで
した。ユニットとして新しい創作方法や、2
人の関係性を探るに、この上ない環境を頂い
た結果だと感じます。

Q　新たに得た気づきは？
延 20 日間滞在しただけでは土地のことが「わ
かる」ということは全くなく、「知らない」
ということを知っていくだけなのだが、それ
でも土地を歩いて土地のものを食べることに
は大きな意味がある。という教科書に載って
いそうなほど明らかなことを、実際に体感し
ました。

Q　取り組めたこと
まず 1 番出来たことは、安曇野のことがと
ても好きになったこと。出来なかったことは、
安曇野の歴史や風習などを、もっと知ったり
考えたりしたい（これには終わりがないけれ
ど）。他の地域の方が滞在している時、滞在
先に伺いたかった。まだ「…1[ アマリイチ ] 
山のアルバム」製作に手をつけられていない。

Q　これからのこと
「鐘の鳴る丘集会所」の前庭では踊ったが、
屋内での上演もやってみたい。次は燕岳か
蝶ヶ岳か……。北アルプス登山に憧れ続けて
います。

...1[ アマリイチ ] 斉藤綾子

Q　NOA に取り組んでみて
安曇野市では、アーティスト・イン・レジデ
ンスは、これまでも課題としてあがっていま
したが、実施には至らなかったため、AIR 自
体のみならず、施設の活用方法も含めて非常
に参考になる事業でした。

Q　取り組めたこと
アーティストの目を通して、地域の魅力を再
発見・再認識することができました。良いと
ころだけでなく、安曇野の様々な課題を知っ
てもらう機会を作ることができませんでし
た。また、一般の市民と交流する機会をもう
少し設ければ良かったと思います。

Q　これからのこと
市内の小中学校へのアウトリーチ
一般向けのコンテンポラリーダンス公演
燕岳登山

安曇野市教育委員会 三澤 新弥

0
歳
か
ら
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

安
曇
野
で
つ
く
る
新
作
ダ
ン
ス
公
演 

『
イ
チ
ニ
タ
ス
ア
ヅ
ミ
ノ
ノ
』

 
常
念
岳
登
山

YouTube
8 月 4 〜 5 日 
常念岳登山

YouTube
アルプス一万尺 
@ 北アルプス

河川敷で拾ってきた石を、安曇野市内を流れる河川に見立て
並べ、その中で踊る。作品の構成も豊科・穂高・三郷・明科・
堀金にシーンを分け、文字通り「安曇野ダンスマッピング」
となった。

8 月４日（水）〜５日（木）常念岳登山
鐘の鳴る丘集会所出発は 5 時半、一ノ沢ルートで登る。昼食後、常念
小屋を出て横通岳へ行く途中で急遽ダンス。「アルプス一万尺」のフ
ルコーラスを踊ります。小屋に戻って夕食、20 時に就寝。
翌朝、常念岳山頂を目指して出発。１時間半で無事登頂。登山の様子
と「アルプス一万尺」は YouTube でご覧いただけます。
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木
祖
村
・
藪
原
祭
り
リ
サ
ー
チ

木
祖
小
学
校
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

き
家
を
借
り
、
3
月
～
11
月
の
9
ヶ
月
間
、

実
際
に
木
祖
村
内
で
生
活
し
な
が
ら
創
作

活
動
を
す
る
と
い
う
案
も
あ
り
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の

影
響
で
実
現
困
難
に
。
予
定
を
変
更
し
、
ホ

ス
ト
で
あ
る
木
曽
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス
が

管
理
運
営
す
る
薮
原
宿
の
元
旅
館
を
改
装

し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

施
設
「
藤
屋
レ
ジ
デ
ン
ス
」
を
滞
在
拠
点
に
、

3
月
、
7
月
、
9
月
、
10
月
と
短
期
の
滞
在

を
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。

　

当
初
の
予
定
と
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、
武

井
さ
ん
の
興
味
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。「
木
曽

で
の
暮
ら
し
と
学
び
」
を
滞
在
テ
ー
マ
に
、

ホ
ス
ト
で
あ
る
木
曽
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス

の
岩
熊
さ
ん
や
、(

一
社)

木
曽
ア
ー
ツ
の

大
沢
さ
ん
に
ア
テ
ン
ド
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
木
曽
で
の
滞
在
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

武
井
さ
ん
が
滞
在
中
に
興
味
を
も
っ
て

接
し
て
い
た
も
の
の
ひ
と
つ
に

”
食
“
が

あ
り
ま
す
。
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
必
ず

あ
る
の
が
食
事
の
時
間
。
地
元
の
ス
ー
パ
ー

で
食
材
を
仕
入
れ
自
ら
調
理
す
る
の
は
言

わ
ず
も
が
な
、
岩
熊
さ
ん
に
ジ
ビ
エ
料
理
や

フ
キ
ノ
ト
ウ
を
使
っ
た
ジ
ェ
ノ
ベ
ー
ゼ
等

を
ご
馳
走
に
な
る
な
ど
、
自
ら
の
身
体(

胃

袋)

を
用
い
て
木
曽
を
味
わ
っ
て
い
き
ま
し

た
。
ま
た
、
も
と
も
と
発
酵
食
品
に
興
味
を

も
っ
て
い
た
武
井
さ
ん
。
木
曽
地
方
で
古
く

か
ら
食
べ
ら
れ
て
き
た
乳
酸
発
酵
食
の
「
す

　
『
木
曽
ア
ー
ト
・
ダ
ン
ス
留
学
』
と
い
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
に
は
元
ネ
タ
が
あ
り
ま

す
。
神
戸
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ 

Ｂ
Ｏ
Ｘ
が
２
０
１
２
年
か
ら
開
催
し
て
い

る
「
国
内
ダ
ン
ス
留
学
＠
神
戸
」
と
い
う
ダ

ン
サ
ー
・
振
付
家
育
成
事
業
で
す
。
こ
の
事

業
は
、
神
戸
市
長
田
区
の
劇
場
「
Ａ
ｒ
ｔ
Ｔ

ｈ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ 

dB 

Ｋ
ｏ
ｂ
ｅ
」
に
て
、
例

年
7
月
～
翌
3
月
ま
で
の
8
ヵ
月
間
、
プ
ロ

の
ダ
ン
サ
ー
・
振
付
家
と
し
て
活
動
し
て
い

く
こ
と
を
志
す
人
を
対
象
に
、
国
内
外
の
著

名
な
振
付
家
や
ダ
ン
サ
ー
の
Ｗ
Ｓ
や
レ
ッ

ス
ン
を
受
け
、
最
終
的
に
作
品
創
作
を
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。
参
加
者
は
神
戸
近
隣

に
居
を
移
し
、
そ
の
地
に
て
生
活
し
な
が

ら
、
日
々
の
Ｗ
Ｓ
や
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
て
い

き
ま
す
。
木
祖
の
滞
在
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ

る
武
井
琴
さ
ん
も
こ
の
「
国
内
ダ
ン
ス
留
学

＠
神
戸
」
5
期
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
武
井
さ
ん
自
ら
、
今
回
こ
の
木
祖
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
名
を
『
木
曽
ア
ー
ト
・
ダ
ン
ス
留

学
』
と
名
付
け
ま
し
た
。

”留
学
“
と
い

う
言
葉
か
ら
も
想
像
で
き
る
通
り
、『
木
曽

ア
ー
ト
・
ダ
ン
ス
留
学
』
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
名
に
は
、
た
だ
滞
在
し
て
創
作
す
る
の
で

は
な
く
、
木
曽
で
暮
ら
し
、
木
曽
の
地
の
物

を
食
し
、
木
曽
の
人
や
文
化
と
触
れ
合
う
こ

と
で
、
木
曽
か
ら
創
作
に
対
す
る
学
び
を
得

よ
う
と
す
る
武
井
さ
ん
の
意
気
込
み
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

企
画
当
初
の
段
階
で
は
、
木
祖
村
内
の
空

木
祖

■ note 木曽アート・ダンス留学 ①
■ Blog　7/7~7/12 木曽アート・ダンス留学 part.2
■ note 木祖小学校でワークショップ開催
■ note コマ撮りダンス撮影クランクアップ！
■ note 木曽アート・ダンス留学③
■ YouTube 武井琴映像作品「きそきそ円舞曲」
■ note 木曽アート・ダンス留学の終着点

木曽アート・ダンス留学 

武井 琴 X 一般社団法人木曽アーツ　
　　　　  木曽ペインティングス

NOA WEB にて以下の記事（一部リンク）が
掲載されています。あわせて御覧ください。

3 月 22 日（月）〜 24 日（水）　
藤屋レジデンスに滞在。

7 月 7 日（水）〜 12 日（月） 
リサーチ
木曽ペインティングスを機に
木祖村に移住した近藤太郎さ
んのアトリエにも訪問。

7 月 12 日（月）　木祖小学校 WS
木祖村薮原で行われる薮原祭り ( 薮

原神社例大祭 ) のリサーチを行い、

滞在最終日 12( 月 ) には、薮原祭

りにちなんだワークショップを木祖

小学校 2 年生の授業で開催。武井

さんお手製の獅子舞と天狗のお面を

子どもたちに塗ってもらってから、

ダンスのワークショップとコマ撮り

映像の撮影を行いました。
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ん
き
漬
け
」
に
は
、
滞
在
当
初
か
ら
強
い
関

心
を
抱
い
て
お
り
、
Ｎ
Ｏ
Ａ
終
了
後
も
独
自

に
木
曽
を
訪
れ
、
す
ん
き
漬
け
の
仕
込
み
に

立
ち
会
う
な
ど
学
び
を
深
め
て
い
き
ま
し

た
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
武
井
さ
ん
が
関
心
を
抱
い

て
い
た
の
が
、

”
人
“
で
す
。
木
祖
村
に

は
、(

一
社)

木
曽
ア
ー
ツ
の
大
沢
さ
ん
を

は
じ
め
、
木
曽
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス
が
キ
ッ

カ
ケ
で
移
住
し
て
き
た
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
何
名
か
住
ん
で
お
り
、
武
井
さ
ん
は

こ
の
方
々
と
積
極
的
に
交
流
を
図
っ
て
い

き
ま
し
た
。
特
に
画
家
の
近
藤
太
郎
さ
ん
と

は
、
ご
自
宅
に
て
薮
原
祭
り
の
映
像
を
見
せ

て
い
た
だ
い
た
り
、
ア
ト
リ
エ
を
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
武
井
さ
ん
が
木
曽
滞

在
中
に
手
掛
け
た
映
像
作
品
『
き
そ
き
そ
円

舞
曲
』
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て

い
た
だ
く
な
ど
、
作
家
同
士
と
し
て
、
そ
し

て
木
曽
で
暮
ら
す
者
同
士
と
し
て
、
多
面
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
育
ん
で
い
き

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、

”食
“や

”人
“さ
ら
に

は
薮
原
祭
な
ど
の

”
伝
統
文
化
“
や

”
歴

史
“な
ど
、
木
曽
で
暮
ら
し
、
木
曽
に
身
を

お
く
こ
と
で
身
体
的
に
木
曽
を
学
び
、
作
品

制
作
に
つ
な
げ
て
い
っ
た
武
井
さ
ん
。
11
月

8
日(

月)

に
最
後
の
滞
在
を
終
え
た
あ
と

も
、
独
自
に
木
祖
に
足
を
運
び
、
木
曽
で
の

学
び
と
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。
最
後
に
、

武
井
さ
ん
が
滞
在
終
了
後
、
ご
自
身
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
て
Ｎ
Ｏ
Ａ
の
振
り
返
り
と
し
て
掲
載

し
て
い
た
文
章
の
一
文
を
ご
紹
介
し
て
終

わ
り
ま
す
。「
今
回
の
大
き
な
発
見
は
「
作

品
を
作
る
、
発
表
す
る
」
と
い
う
こ
と
だ
け

が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
活
動
な
の
で
は
な
く
、
自

分
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
地
域
を
み
つ

め
る
こ
と
、
生
活
の
中
で
面
白
い
を
み
つ
け

る
こ
と
、
そ
れ
だ
け
で
十
分
な
活
動
に
な
る

の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
地
域
で
暮
ら
し
な

が
ら
活
動
し
て
い
く
方
法
に
こ
れ
と
い
っ

た
正
解
は
な
く
、
自
分
な
り
の
方
法
で
、
そ

こ
で
ど
う
在
る
の
か
を
日
々
模
索
し
続
け

る
こ
と
な
の
だ
と
。
木
祖
で
出
会
っ
た
、
岩

熊
さ
ん
や
同
世
代
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち

の
活
動
を
見
せ
て
い
た
だ
く
中
で
感
じ
た

こ
と
で
す
」。

(

文
・
藤
澤
智
徳)

10 月 23 日（土）〜 11 月 7 日（日）
会場：木祖村向畑「土蔵」
企画制作：武井琴
主催：（一財）長野県文化振興事業団、長野県
協力：木曽ペインティングス、（一社）木曽アーツ　　

9 月 7 日（火）〜 13 日（月）
コマ撮りダンス撮影
ダンサーの泰山咲美さん・カ
メラマンの藤村友弥さんも合
流し、木曽郡内各所にて撮影。

Q　NOA に取り組んでみて
作品を作って発表することを目的とせず、滞在先がどのよ
うな場所で、そこにはどのような人々が暮らし活動してい
るのかを見つめながら、場所とじっくり向き合うことがで
きたことは非常に大きかったです。そのおかげで、たくさ
んの良い出会いと発見が得られ、今後も継続して木曽と関
わり合っていけるきっかけをいただきました。

Q　新たに得た気づきは？
木曽ペインティングスの岩熊さんや同世代のアーティスト
たちの取り組みを見せていただく中で、アーティストがど
のように地域に参入し、自らの役割を見つけていけるか、
活動のヒントをいただきました。生活と表現活動の垣根を
超えて、地域の課題と向き合いながら、遊び心を失わずに
表明し続けていくことの大事さを知りました。また、地域
で自分のやってみたいプロジェクトを展開するために、今
後身につけるべき知識や経験についても具体的に見えたよ
うに思います。

Q　これからのこと
映像やダンスだけに限らず、分野の垣根を超えたアートプ
ロジェクトや地域づくりを、木曽のアーティストや住民の
方々と協働しながら展開させていきたいです。現地の教育
機関や組織などとも連携し、その中でアートが担えること
の可能性を模索しつつ、子どもたちとの出会いの場を開い
て行くためにできることを考えていきたいです。

武井 琴

Q　NOA に取り組んでみて
絵画をベースとしている私たちにとっては異種とのマッチ
ングでもあったので、お互いにとって新たな発見や発展に
もつながった。
また、県内に散らばるホスト同士の交流にもなり、他地域
とは隔絶しがちな木曽地域にとっては外と繋がる貴重な経
験となった。

Q　取り組めたこと
小学校でのワークショップを開催することができたのはよ
かった。

Q　これからのこと
長野県立美術館でのイベントも一緒に行うことができた。
また今年秋に開催される芸術祭にも引き続き参加すること
が決まっている。今回の出会いを大事にして今後も共に活
動を続けていきたいと思う。

岩熊力也　木曽ペインティングス代表

Q　NOA に取り組んでみて
武井さんがリサーチを重ねる中で「作品を作る、発表する」
ことがアーティストの活動なのではなく、自身のフィルター
を通して地域を見つめること、生活の中で「面白い」を見
つけることがそれだけでも十分な活動になると感想を仰っ
て頂けた。滞在をするという面から、より住民のような視
点で活動が出来たのではないかと実感しました。滞在する
ことでその地域の良さも課題も両方見えてきますが、課題
があることが醍醐味なので悲観的に捉えず、お互いを生か
し合いながら前向きに楽しく活動をしてゆきたいと改めて
私も実感しました。

一般社団法人木曽アーツ大沢理沙

YouTube
『きそきそ円舞曲』
ダンス：泰山咲美、武井琴
撮影：藤村友弥
衣装：清川敦子
出演・イラスト制作：近藤太郎
映像ディレクション：武井琴

コ
マ
撮
り
ダ
ン
ス
撮
影

『
き
そ
き
そ
円
舞
曲
』

木祖村で滞在製作したコ
マ撮りアニメーション。
二人のダンサーが旅をす
るように、木曽の各所を
め ぐ り な が ら 撮 影。 村
に伝承されている「藪原
祭り」や「お六櫛」滞在
中出会った子どもたちや
アーティストからインス
ピレーションを受けて制
作された映像作品。

『
武
井
琴 

コ
マ
撮
り
映
像
展
』

《Burabura Journey》
近藤太郎



NAGANO ORGANIC AIR  NAGANO ORGANIC AIR 057 056

 

諏
訪
大
社
の
信
仰
を
巡
る
滞
在

者
を
「
う
ず
う
ず
さ
ん
」
と
呼
ぶ
の
に
は
訳
が
あ

り
ま
す
。
彼
ら
は
普
段
か
ら
体
を
動
か
し
た
く
て
、

踊
り
た
く
て
「
う
ず
う
ず
」
し
て
い
る
、
と
感
じ

る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
確
か
に
、
会
場
に
顔
を
見

せ
た
瞬
間
か
ら
皆
さ
ん
キ
ラ
キ
ラ
と
嬉
し
そ
う
な

表
情
を
さ
れ
て
お
り
、
Ｗ
Ｓ
の
最
中
も
生
き
生
き

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ダ
ン
ス
経
験
者
か
ど
う
か
は

関
係
が
な
く
、
た
だ
体
を
動
か
し
、
音
楽
に
ノ
っ

て
踊
り
た
い
。
一
般
公
募
で
集
ま
っ
た
Ｗ
Ｓ
参
加

者
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
、
皆
さ
ん
開
放
的
に
そ
れ

ぞ
れ
の
感
性
で
自
由
に
動
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
茅
野
市
民
館
に
関
わ
る
人
々
は
特
に
、
積

極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
姿
勢
が
強
く
、
こ
の
地
の

特
筆
す
べ
き
点
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
10
年
前

に
一
度
時
間
を
共
に
し
て
か
ら
そ
の
日
ま
で
の
う

ず
う
ず
が
発
散
さ
れ
た
こ
と
で
、
森
下
さ
ん
が
受

け
取
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
と
て
も
大
き
か
っ
た
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

　

一
方
、
石
川
さ
ん
は
今
ま
で
八
ヶ
岳
を
囲
む
こ

の
地
域
に
興
味
を
持
ち
な
が
ら
も
、
足
を
運
ぶ
機

会
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
機
に
よ
う
や
く
そ
の
足
で
彼
の
地
を

踏
み
し
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
球
の
あ
ら

ゆ
る
場
所
を
旅
し
、
人
類
学
・
民
俗
学
に
も
関
心

を
お
持
ち
の
石
川
さ
ん
な
ら
で
は
の
視
点
で
文
化

や
歴
史
や
自
然
を
感
じ
取
り
、
ご
自
身
の
中
で
咀

嚼
し
、
11
月
に
行
わ
れ
た
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト 

『
虹

の
ヘ
ビ
と
八
ヶ
岳
』
で
は
そ
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を

通
し
た
世
界
を
参
加
者
の
方
に
覗
か
せ
て
下
さ
い

ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
方
の
中

に
は
、
こ
の
茅
野
地
域
で
生
ま
れ
育
っ
た
と
い
う

　

茅
野
は
ダ
ン
サ
ー
・
振
付
家
で
あ
る
森
下
真
樹

さ
ん
と
、
写
真
家
で
あ
る
石
川
直
樹
さ
ん
と
い
う

異
な
る
分
野
で
活
躍
さ
れ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
そ

れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
地
域
を
見
つ
め
、
活
動
す
る

と
い
う
Ｎ
Ｏ
Ａ
の
中
で
も
唯
一
の
取
り
組
み
と
な

り
ま
し
た
。
多
方
面
で
活
躍
さ
れ
る
お
二
人
と
い

う
だ
け
あ
っ
て
、
な
か
な
か
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
合

い
に
く
い
上
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
の
影
響
も
受
け
、
山
ほ
ど
あ
る

”
や
り
た

い
こ
と
“
の
中
で
達
成
で
き
た
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど

多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
満
開
の
蓮
畑
で
市

民
の
方
と
踊
り
た
い
、そ
れ
を
撮
影
し
た
い
、八
ヶ

岳
を
二
人
で
縦
走
し
た
い
、
雪
の
八
ヶ
岳
が
ピ
ン

ク
色
に
染
ま
る
姿
を
見
た
い
、
市
民
の
方
各
々
の

「
こ
れ
ぞ
茅
野
」
と
い
う
も
の
を
も
っ
と
も
っ
と

掘
り
下
げ
た
い
…
…
。
今
年
度
達
成
で
き
な
か
っ

た
分
、
お
二
人
の

”
や
り
た
い
こ
と
“
は
ど
ん
ど

ん
膨
ら
み
、
弾
み
を
つ
け
て
次
へ
と
繋
が
っ
て
い

く
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

森
下
さ
ん
は
10
年
前
に
一
度
、
茅
野
の
市
民
の

方
と
Ｗ
Ｓ
を
行
っ
た
経
験
が
あ
り
、
今
年
度
の
滞

在
中
に
当
時
の
参
加
者
と
再
会
し
、
身
体
表
現
を

通
じ
て
改
め
て
関
係
を
結
び
直
し
ま
し
た
。
7
月

と
11
月
の
2
回
行
わ
れ
た
Ｗ
Ｓ
は
、
感
染
状
況
に

よ
り
実
施
計
画
が
刻
々
と
変
わ
り
森
下
さ
ん
や
ホ

ス
ト
で
あ
る
茅
野
市
民
館
の
方
々
の
望
む
完
全
な

形
で
の
開
催
は
難
し
い
状
況
で
し
た
。
し
か
し
、

そ
ん
な
中
で
再
会
で
き
た
喜
び
は
大
き
く
、
同
じ

時
間
・
同
じ
空
間
で
過
ご
し
た
こ
と
に
よ
る

”共

に
作
る
“感
覚
と
い
う
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
中
に
強

く
残
っ
た
よ
う
で
し
た
。
森
下
さ
ん
が
Ｗ
Ｓ
参
加

御
頭
祭

キ
ッ
ク
オ
フ
サ
ロ
ン

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
交
響
曲
第
5
番

『
運
命
』
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

茅
野

■ note 諏訪大社の信仰を巡る滞在
■ note キックオフサロン〜 10 年ぶりの再会！
■ note 森下真樹さん怒涛の滞在記〜前編 後編〜
■ note 念願のおふたり揃っての滞在！〜石川直樹さん編〜
■ note 念願のおふたり揃っての滞在！〜森下真樹さん編〜

みちのちのダンススケープ

森下 真樹 , 石川 直樹 X 茅野市民館

7 月 21 日 ( 水 )18：30 
みちのちのダンススケープ
・What is「みちのちの」？ 
～知られざる茅野を語ろう会
茅野市民館マルチホール
森下真樹さんと石川直樹さんがコ
ラボレーションした作品「ベートー
ヴェン交響曲第 5 番『運命』全楽
章を踊る」より【第 3 楽章】をデ
モンストレーション

NOA WEB にて以下の記事（一部リンク）が
掲載されています。あわせて御覧ください。

3 月 10 日（水）〜 13 日（土）
ふじもり建築見学＆諏訪地域
リサーチ（森下・石川）

4 月 15 日（木）
諏訪大社上社 御頭祭見学（森下）
午前、諏訪大社上社例大祭、
午後、御頭祭見学

（写真は NOA note より抜粋）

6 月 30 日（水）
“ はじめの一歩 ” のサロン（森下・石川 オンライン出演）
茅野市民館



w
hat is 

み
ち
の
ち
の

〜
知
ら
れ
ざ
る
茅
野
を
語
ろ
う
会

7 月 21 日（水）18：30 〜
　　 22 日（木祝）13：30 〜
What is『みちのちの』？ 
～知られざる茅野を語ろう会（森下）
茅野市民館マルチホール

7 月 21 日（水）、「ベートヴェン」（前ページ）
終了後、WS を開催。「みちのちの＝知ら
れざる茅野」を参加者に紹介してもらう。

7 月 22 日（木祝）、茅野市民館から御柱
街道を通りながら散策。多留姫神社では
ダンスも披露。その後、市民館に戻り、
ダンス WS を開催。
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も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
年
度
の
イ
ン
プ
ッ
ト
作
業

は
森
下
さ
ん
の
Ｗ
Ｓ
や
、
石
川
さ
ん
の
講
演
会
で

示
さ
れ
た
よ
う
に
、
多
く
の
方
に
惜
し
み
な
く
共

有
さ
れ
、
異
な
る
感
性
を
持
つ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か

ら
見
た
「
茅
野
」
を
感
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

の
方
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
「
茅
野
」
そ
の
も
の
を
見

つ
め
直
す
、
き
っ
か
け
の
種
を
蒔
い
て
い
る
よ
う

で
し
た
。 

　

森
下
さ
ん
が
う
ず
う
ず
さ
ん
か
ら
受
け
取
っ
た

大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
、
石
川
さ
ん
が
実
際
に

八
ヶ
岳
を
歩
い
て
見
つ
け
た
発
見
や
出
会
っ
た
風

景
な
ど
滞
在
を
経
て
蓄
積
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
も
の

た
ち
は
、
来
年
度
以
降
も
新
た
な
展
開
を
見
せ
、

誰
も
が
思
い
も
よ
ら
な
い
結
果
を
も
た
ら
し
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

 (

文
・
村
上
梓)

石川直樹トークイベント
『虹のヘビと八ヶ岳』〜いままでの旅、これからの旅〜
11 月 11 日（木）18：30
茅野市民館マルチホール

Q　NOA に取り組んでみて
県内でも行き来が容易ではないし、だからこそエリアによって文 
化や見える景色が全く異なるし、そこにめちゃくちゃ魅力を感じて
います。 もう少し時間をかけてこの地を、私とは異なる視点を持
つ石川直樹さんと深掘りし、この地と人とコラボレーションを続け
たいです。

Q　新たに得た気づきは？
ため息つくような美しい景色や、見たことのないものを見たり体験
すること。また、人との出逢いが私にとって、踊るキッカケ、何か
を生みだ すエネルギー源であることを改めて実感しました。

Q　取り組めたこと
今回 10 年ぶりに茅野市民館に集う方々と再会ができました。「とっ
ておきの茅野」をお話ししてもらう交流会や、劇場空間を存分に
使ったり ( 客席を八ヶ岳に見 立てて頂上まで登る ! など )、石川直
樹さんの写真とコラボするなどのダンスワークショップが実現しま
した。唯一無二の茅野市民館でしか体験できないスペシャルな時間
でした。

森下 真樹

Q　NOA に取り組んでみて
アーティストや関わる人々の目を通して、八ヶ岳をはじめとする山々
や自然の美しさ、縄文から続く歴史と諏訪大社を中心とした地域の
信仰・文化など、この地の豊かさを再発見することができました。

Q　取り組めたこと
コロナ禍の影響を受けスケジュールは計画通りに進まないこともあ
りましたが、その中でも実施できたワークショップやトークイベン
トを通じて地域を丁寧に見つめ直す機会になりました。

Q　これからのこと
諏訪地域で行われる 7 年に一度の「御柱祭」をテーマのひとつに据
え、NOA の取り組みを礎として、地域交流とリサーチを深めると
共に、この地ならではの創造的な作品の制作と情報発信を目指した
いです。

茅野市民館指定管理者 株式会社地域文化創造
事業部　栁澤寛之

Q　NOA に取り組んでみて
茅野という土地に、より深く関わるきっかけになった滞在で、その
後に繋がっていく経験になりました。一定の期間滞在したり、その
地に住む方々と話したりしながら交わらないと、知らない場所では
なかなか扉が開かない。でも、今回はその扉が少しだけ開き、先の
世界が見えた気がしています。

Q　新たに得た気づきは？
長野県と一口に言っても、東西南北の土地によって、それぞれ性格
がまったく異なり、中でも茅野の独特な土地柄を体感しました。ま
た諏訪湖や縄文文化や八ヶ岳など、知っているつもりになっていた
場所・物事の、この地における重要性を再認識しました。

Q　取り組めたこと
茅野を身体で体感すべく、あちこちを歩きまわりました。八ヶ岳の
南北縦走によって、広さや深さなどといった、土地勘を掴んだよう
に思います。できなかったことは特にありませんが、「何もしないで、
ただ生活する」という滞在もしてみたいです。

石川直樹

石
川
直
樹
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

『
虹
の
ヘ
ビ
と
八
ヶ
岳
』

〜
い
ま
ま
で
の
旅
、
こ
れ
か
ら
の
旅
〜

森
下
真
樹

ダ
ン
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ ver.

『
虹
の
ヘ
ビ
と
八
ヶ
岳
』

〜
い
ま
ま
で
の
旅
、
こ
れ
か
ら
の
旅
〜

森下真樹ダンスワークショップ ver.
『虹のヘビと八ヶ岳』
〜いままでの旅、これからの旅〜
11 月 12 日（金）18：30
茅野市民館マルチホール
主催：一般財団法人長野県文化振興事業
団、長野県　提携：茅野市民館指定管理
者 株式会社地域文化創造

方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
も
関

わ
ら
ず
新
た
な
発
見
や
、
思
わ
ぬ
視
点
に
感
動
を

覚
え
た
、
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
諏

訪
地
域
に
伝
わ
る
ミ
シ
ャ
グ
チ
信
仰
や
冷
山
の
巨

大
黒
曜
石
の
露
頭
、
八
ヶ
岳
を
縦
走
し
な
が
ら
感

じ
た
そ
の
土
地
の
文
化
な
ど
と
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
文

化
と
の
繋
が
り
を
見
出
せ
る
と
い
う
の
は
お
そ
ら

く
石
川
さ
ん
以
外
、
あ
り
得
な
い
と
い
う
ほ
ど

デ
ィ
ー
プ
で
独
特
な
感
性
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。 

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
あ
る
地
域
に
関
わ
る
こ
と

で
、
そ
こ
で
生
き
て
き
た
人
々
に
と
っ
て
は
生
活

の
場
で
し
か
な
か
っ
た
場
所
が
、
全
く
違
っ
た
顔

を
見
せ
る
、
そ
れ
に
気
付
く
こ
と
が
出
来
る
。
そ

れ
は
、
滞
在
の
大
き
な
意
義
で
あ
り
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
の
成
果
で
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
は
五
感
で
感
じ
取
っ
た
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
の
表

現
で
形
に
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
形
に
な
っ
た
も

の
を
体
感
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
そ
の

世
界
を
垣
間
見
る
機
会
を
得
て
い
ま
す
が
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
存
在
意
義
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
、

と
い
う
の
が
茅
野
の
滞
在
に
随
行
し
て
い
て
感
じ

た
こ
と
で
し
た
。
森
下
さ
ん
、
石
川
さ
ん
は
今
年

度
の
滞
在
で
新
し
い
何
か
を
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
し

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
発
表
の

場
は
多
く
あ
り
ま
し
た
し
、
市
民
の
方
と
関
わ
る

企
画
も
様
々
な
形
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、

お
二
人
は
こ
の

”
茅
野
“
と
い
う
地
域
を
ひ
た
す

ら
自
ら
の
体
に
イ
ン
プ
ッ
ト
し
蓄
積
し
続
け
て
い

た
、
そ
ん
な
ふ
う
に
感
じ
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
来
年
度
以
降
も
続
い
て
い
く
計
画
で
す
。

今
後
、
新
た
な
作
品
作
り
な
ど
も
さ
れ
て
い
く
か
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山
田
百
次
さ
ん 

阿
南
探
訪
①

通
し
て
い
る
と
同
時
に
、
そ
の
伝
統
文
化

が
子
供
た
ち
に
伝
わ
り
き
ら
ず
消
え
よ
う

と
し
て
い
る
現
状
に
危
機
感
を
抱
い
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
た
だ
で
さ
え
過
疎

化
が
進
み
文
化
の
担
い
手
が
減
っ
て
い
る

と
こ
ろ
へ
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
立
て
続

け
に
伝
統
行
事
が
中
止
と
な
り
、
さ
ら
に

危
機
感
を
強
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
今
回

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
話
が
来
た
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
同
じ
く
新
野
だ
ら
実
行
委
員
会

の
金
田
渚
さ
ん
。
信
夫
さ
ん
の
娘
さ
ん
で

も
あ
る
彼
女
は
、
長
野
市
の
会
社
で
働
き

つ
つ
、
上
司
を
説
得
し
て
新
野
に
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
作
っ
て
も
ら
う
ほ
ど
の

新
野
好
き
。
中
で
も
毎
年
夏
に
行
わ
れ
る

「
新
野
の
盆
踊
り
」
に
は
力
を
入
れ
て
お
り
、

若
い
な
が
ら
も
盆
踊
り
の
幹
部
組
織
に
所

属
し
た
り
、
各
地
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
す
る
な
ど
、
祭
り
の
存
続
の
た
め
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
渚
さ

ん
か
ら
盆
唄
と
盆
踊
り
を
教
わ
っ
た
の
で

す
が
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
彼
女
の
圧
倒
的

な
歌
声
の
力
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
彼
女

の
情
熱
と
歌
声
は
『
新
野
物
語
』
の
ラ
ス

ト
シ
ー
ン
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
ん
な
ホ
ス
ト
の
お
二
人
を
真
正
面
か

ら
受
け
止
め
た
の
が
滞
在
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

で
あ
る
山
田
百
次
さ
ん
で
す
。
信
夫
さ
ん

渚
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
（
本
当
に
た
く
さ

ん
の
）
新
野
に
つ
い
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を

　

11
月
7
日
に
上
演
し
た
短
編
演
劇
『
新

野
物
語
』
は
、
阿
南
町
新
野
地
区
の
人
々

に
暖
か
く
、
い
や
、
熱
い
と
言
っ
て
も
い

い
く
ら
い
の
熱
量
で
受
け
入
れ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
劇
場
も
映
画
館
も
な
く
（
昔

は
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
）、
普
段
演
劇
を
観

る
習
慣
の
無
い
こ
の
地
域
の
人
々
の
心
を

動
か
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
な
ぜ
な
の
か
。

ま
ず
は
、
盆
踊
り
と
い
う
、
自
分
た
ち
に

と
っ
て
身
近
な
慣
習
を
取
り
上
げ
た
も
の

だ
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
の
慣
習
の
本

来
の
意
味
合
い
と
素
晴
ら
し
さ
に
気
付
か

さ
れ
る
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
な
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
終
演
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
も
そ
の
よ
う
な
感
想
が
多
く
書
か
れ

て
い
ま
し
た
。
い
か
に
し
て
『
新
野
物
語
』

は
生
ま
れ
た
の
か
。
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
並
走
し
て
き
て
思
う
の
は
、

ホ
ス
ト
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
は
じ
め
、
関

わ
っ
た
人
々
の
強
い
想
い
と
、
そ
れ
ら
が

奇
跡
的
に
噛
み
合
っ
て
で
き
た
も
の
な
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
ず
、
ホ
ス
ト
で
あ
る
新
野
だ
ら
実
行

委
員
会
の
金
田
信
夫
さ
ん
。
信
夫
さ
ん
は
、

仕
事
の
か
た
わ
ら
「
Ｄ
ｅ
ｅ
ｐ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ
新
野
高
原
」
と
い
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
運

営
し
、
新
野
の
生
活
を
発
信
し
た
り
、
移

住
相
談
や
移
住
す
る
人
の
た
め
の
空
き
家

を
整
理
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
教
育
現
場
に
身
を
置
い
て
い
る
こ

と
も
あ
っ
て
か
、
新
野
の
伝
統
文
化
に
精

阿
南

■ note 山田百次さん阿南探訪　1 日目　■ note ２日目
■ note 山田百次さん阿南探訪（5 月） 1 日目　■ note2 日目
■ YouTube 山田百次さん滞在 2 回目ダイジェスト
■ note 山田百次さん 阿南探訪 (8 月 )
■ note 新野物語制作記①〜初顔合わせを終えて
■ note 新野物語制作記②〜ひたすら稽古、稽古）
 ■ note 山田百次さん 阿南探訪 (11 月 ) 本番
■『新野物語』上演動画を公開

うた・おどり・ものがたり
 	 / NIINO - AIR 2021 

山田 百次 X 新野だら実行委員会

『
新
野
物
語
』
制
作
記
①

 

阿
南
探
訪 

②

8 月 16 日（月）〜 21 日 ( 土）
『新野物語』稽古

NOA WEB にて以下の記事（一部リンク）が
掲載されています。あわせて御覧ください。

4 月 17 日（土）〜 18 日（日）
阿南町農村文化伝承センターを訪問。

「新野の盆踊り」「新野の雪祭り」など
雪祭りの会場である伊豆神社を見学。

5 月 15 日（土）〜 16 日（日）
盆踊りの手ほどきを受けたあと、村内
をリサーチ。盆踊りの終着点、踊り神
送りの場、『十王堂』（通称ジョウド）
まで。

宿泊先のまるはち旅館のご主人坂井さ
んから、盆踊りの際に歌われる「盆歌」
についてお話を伺う。

6 月 17 日（木）〜 20 日（日）
『新野物語』出演者３名の初顔合わせ。
11 月の本番へ向けて８月から稽古に入
る。
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受
け
、
そ
の
中
か
ら
迷
い
つ
つ
も
死
者
の

霊
を
も
て
な
し
、
そ
し
て
送
る
と
い
う
新

野
の
死
生
観
が
凝
縮
さ
れ
た
盆
踊
り
を
題

材
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
山
田
さ
ん

ご
自
身
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
青
森
の
文
化
（
方

言
）
を
新
野
の
文
化
と
掛
け
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
ユ
ニ
ー
ク
で
大
胆
な
展
開
の
ド
ラ

マ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
伝
統
文
化
イ
コ
ー

ル
、
い
い
も
の
、
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
、
と
い
う
理
論
を
振
り
か
ざ
す
の

で
は
な
く
、
魅
力
を
魅
力
と
し
て
作
品
の

形
に
で
き
た
の
は
、
山
田
さ
ん
が
純
粋
に

面
白
い
、
魅
力
的
だ
と
感
じ
た
部
分
を
大

切
に
し
て
作
品
を
創
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
で

す
。

　

渚
さ
ん
、山
田
さ
ん
に
続
く
『
新
野
物
語
』

の
三
人
目
の
出
演
者
、
小
原
華
さ
ん
の
存

在
も
作
品
を
語
る
上
で
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

現
場
の
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
だ
け

で
な
く
、
演
劇
を
愛
し
、
地
元
の
子
供
た

ち
に
も
演
劇
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
活
動
を

行
な
っ
て
い
る
小
原
さ
ん
の
情
熱
に
も
支

え
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
新
野
の
隣
に
あ
る

売
木
村
に
移
住
し
て
子
育
て
を
す
る
中
で

役
者
と
し
て
の
活
動
が
な
か
な
か
で
き
な

い
こ
と
に
寂
し
さ
と
も
ど
か
し
さ
を
感
じ

て
い
た
そ
う
で
、
そ
の
よ
う
な
方
と
新
野

で
演
劇
作
品
を
創
り
た
い
私
た
ち
と
が
出

会
え
た
こ
と
は
、
お
互
い
に
と
っ
て
と
て

も
幸
せ
な
こ
と
で
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
、
色
ん
な
想
い
が
集
ま

り
噛
み
合
っ
て
『
新
野
物
語
』
は
誕
生
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
ず
は
地
元
の
皆
さ

ん
に
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
た
こ
と
に

ホ
ッ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
、「
ま

ず
は
」、
な
の
で
す
。

　
『
新
野
物
語
』
は
次
の
段
階
へ
と
進
も
う

と
し
て
い
ま
す
。
新
野
の
外
の
人
に
観
て

も
ら
う
と
い
う
段
階
で
す
。
信
夫
さ
ん
や

渚
さ
ん
が
危
機
感
を
抱
く
「
新
野
の
素
晴

ら
し
い
伝
統
文
化
が
消
え
て
し
ま
う
」
と

い
う
課
題
に
対
し
て
は
ま
だ
一
歩
目
を
踏

み
出
し
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
で
も
、
こ
れ

か
ら
進
ん
で
い
く
道
に
『
新
野
物
語
』
と

い
う
カ
ー
ド
は
き
っ
と
大
い
に
役
に
立
つ

の
で
し
ょ
う
。
誕
生
に
立
ち
会
え
た
こ
と

を
心
か
ら
光
栄
に
思
い
ま
す
。
新
野
の
未

来
に
幸
多
か
ら
ん
こ
と
を
。

(

文
・
加
藤
亜
弓)

Q　NOA に取り組んでみて
やってみて非常に良かった。地域の人た
ちと時間をかけてじっくり交流できた。
そのおかげで、その土地のことを題材に
した作品を作るうえでよく起こるストレ
ス（当事者を交えずに創作することへの
罪悪感や、違う解釈を提示しているので
はないかという懐疑やプレッシャーなど）
を感じることがなかった。

Q　新たに得た気づきは？
今までは地域のことを取材し作品にして
も、主に東京での発表が多かった。今回
はその土地で交流、創作し、その土地で
発表することができた。土地の人に喜ん
でもらえたことや、次年度以降の活動の
継続と可能性の広がりを感じたことで、
その土地に還元しているという体験を得
た。これは今までの創作活動では経験し
たことがないものだった。

Q　これからのこと
コロナの影響で肝心の新野の盆踊り、雪
まつりを未だに体験できていない。2022
年こそは参加したい。また、民話や雪ま
つりなど取り上げていない魅力的な題材
があるので、それらを作品にしてみたい。

山田 百次

Q　NOA に取り組んでみて
ホストっていったい何をするのだろうか
と不安と疑問だらけのスタートでした。
みなさんに何度も新野の魅力を紹介する
中で、興味深く楽しんでいただける様子
をみて、私自身がふるさとの魅力を再発
見しました。「新野物語」の制作に関われ
たことは一生の宝です。
地域に伝わる文化、伝統行事は地元に住
む人にとっては、数百年続くと言っても
あまりに当たり前で空気のようなもの。
そのひとつ新野の盆踊りの「すくいさ」
を切り取り、死生観や時代を超えた普遍
的人間性を浮き彫りにしていただきまし
た。地元の人たちも「そんな意味があっ
たのか」と涙を流す人もいました。

Q　これからのこと
「新野物語」を介して新野に興味を持った
人が、その後新野を訪れ、実際に「新野
の盆踊り」を体験し、二拠点居住や、移
住へとつなげられたら最高です。

金田 信夫

短
編
演
劇
『
新
野
物
語
』

YouTube
『新野物語』

『
新
野
物
語
』
制
作
記
②

短編演劇『新野物語』
11 月 7 日（日）　13：00 / 16：00
脚本・演出：山田 百次
出演：小原 華（ライターズ・カンパニー）、金田 渚（TeaArrow）、山田百次
方言指導：金田 信夫 　
映像撮影：河村 竜也
会場：まるはち旅館
制作：新野だら実行委員会、NOA 運営チーム

10 月 4 日（月）〜 7 日（木）
衣装・小道具も揃えて、本読み（動きを
付けず座ったまま台本を読む稽古）から。
会話のテンポや台詞のニュアンスを山田
さんから指示してもらいつつ、山田さん
から金田信夫さんへ方言の確認も。
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「
ト
ッ
ピ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
」
と
い
う
考
え

方
で
、
分
散
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

上
田
で
研
修
初
日
を
迎
え
る
は
ず
だ
っ

た
8
月
25
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
キ
ッ
ク
オ

フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
。
画
面
越
し
で

す
が
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
の
初
顔
合
わ

せ
で
す
。
様
々
な
分
野
・
地
域
で
活
動
す

る
参
加
者
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
内

容
や
今
回
の
応
募
動
機
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
都
市

部
で
の
創
作
に
違
和
感
を
感
じ
て
い
る
」

「
県
内
出
身
者
だ
か
ら
こ
そ
客
観
的
に
地

元
と
ア
ー
ト
の
出
会
い
方
を
考
え
た
い
」

「
他
地
域
を
知
る
こ
と
で
活
動
拠
点
に
つ

い
て
考
え
た
い
」「
Ｎ
Ｏ
Ａ
を
は
じ
め
県

内
の
Ａ
Ｉ
Ｒ
事
業
に
関
心
が
あ
る
」「
外

国
籍
の
人
が
県
内
の
ア
ー
ト
に
結
び
つ
く

よ
う
な
キ
ッ
カ
ケ
を
探
し
た
い
」
な
ど

様
々
な
関
心
や
問
題
意
識
が
語
ら
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
創
作
や
生
活
に
つ
い
て

課
題
を
感
じ
、
ど
こ
か
皆
切
実
で
、
出
会

い
の
場
を
求
め
て
い
る
。
創
作
環
境
や
、

芸
術
活
動
と
生
活
の
関
係
に
つ
い
て
思
案

し
た
り
、
本
気
で
語
り
合
え
る
よ
う
な
機

会
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
よ
う
で

し
た
。

　

10
月
9
日
を
皮
切
り
に
4
週
に
わ
た
っ

て
参
加
者
の
滞
在
が
ス
タ
ー
ト
。
そ
れ
ぞ

れ
が
3
泊
4
日
ほ
ど
の
日
程
で
滞
在
し
、

県
内
各
地
で
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
Ｎ
Ｏ

　

こ
の
企
画
で
は
上
田
市
の
民
間
文
化
施

設
「
犀
の
角
」（
シ
ア
タ
ー
＆
ア
ー
ツ
う

え
だ
）
が
ホ
ス
ト
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
長

野
県
内
で
の
創
造
活
動
の
実
施
や
継
続
を

考
え
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
及
び
ア
ー
ト

に
関
わ
る
方
を
対
象
と
し
た
短
期
滞
在
型

の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
は
一
般
公
募
を

し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら
計
40
名
も
の
応

募
が
あ
り
、
こ
の
中
か
ら
書
類
選
考
に
て

10
名
を
選
出
。
県
内
の
ほ
か
、
首
都
圏
・

関
西
圏
か
ら
ダ
ン
サ
ー
、
劇
作
家
、
演
出

家
、
編
集
者
、
企
画
者
、
大
学
助
手
、
大

学
生
な
ど
多
様
な
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
初
は
8
月
末
の
1
週
間
、
研
修
参
加

者
全
員
が
長
野
県
内
で
共
に
滞
在
し
、
Ｎ

Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ 

Ｏ
Ｒ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ 

Ａ
Ｉ
Ｒ

が
実
施
さ
れ
て
い
る
地
域
や
県
内
の
ア
ー

ト
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
地
を
巡
り
な
が
ら
、

各
企
画
の
関
係
者
や
参
加
者
同
士
の
対
話

を
通
し
て
交
流
を
深
め
る
予
定
で
し
た
。

し
か
し
、
全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
の
新
規
感
染
者
数
が
増
加
、
県

内
の
警
戒
レ
ベ
ル
も
「
5
」
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
た
め
、
参
加
者
や
訪
問
先
の
方
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
一
旦
延
期
と
な

り
ま
し
た
。
結
局
、
滞
在
期
間
を
感
染
が

落
ち
着
く
と
予
想
さ
れ
た
10
月
以
降
、
参

加
者
が
個
別
に
短
い
研
修
期
間
を
決
め
、

そ
の
期
間
内
で
視
察
内
容
を
選
択
す
る

上
田

■ note 滞在レポート 生きることとアートの呼吸 〜 Breathe 
New Life by 大宮大奨、久保田舞、 西村歩、鄭禹晨、岡澤由佳、
渡邊遥、私道かぴ、横山彰乃、和田ながら、唐川恵美子、高
橋ありす

【短期滞在研修プログラム】 
生きることとアートの呼吸  
 〜 Breathe New Life

NOA WEB にて以下の記事（一部リンク）が
掲載されています。あわせて御覧ください。

10 月 15 日（金）〜 10 月 16 日（土）

北アルプス国際芸術祭を中心に滞在。屋外のイ
ンスタレーション、中でもヨウ・ウェンフー、
トム・ミュラー、磯部行久らの作品を鑑賞する
ことで、自然と人工、身体表現と劇場空間など、
場というもの面白さをに気づきを得たそう。今
後、地域の環境や文化、歴史をリサーチし原始
回帰する様な身体表現を模索しつつ、パフォー
マンスや映像といった表現方法の幅も広げてい
きたいとのこと。今後、長野県へ移住する予定。

ダンサー・振付師・俳優・映像作家。2013 年
伊インターナショ ナル · ダンス · フェスティバ
ルにて日本人初新人振付家として優勝。14 年
米 NY にてジェイディン · ワン · アワード受賞。
17 年ドイツ / シュトゥットガルト インターナ
ショナルダンスフェスティバル ファイナリス
ト。帰国後シディ・ラルビ・シェルカウイ、ダ
ミアン・ジャレ、名和晃平、インバル・ピント
& アブシャロム・ポラック、エラ・ホチルド、
辻本知彦、大植真太郎、森山未來、大巻伸嗣、ジャ
ン＝ポール・グード、ライアン・ハフィントン
などの作品に出演、振付に携わる。

「2021 年 1 月 22 日、
23 日に開催した自主公
演 の 終 盤 で の 一 コ マ、
コロナ禍における感情
の内包を透明の被膜に
映像作品を投影して像
と虚像の間に見える信
念を表現」
写真：Hiroyasu Daido

大宮 大奨

Daisuke Omiya

10 月 10 日（日）〜 10 月 12 日（火）、16 日（土）

北アルプス国際芸術祭を中心に滞在。1 日目に
東山エリアと仁科三湖エリア、源流エリア、2
日目に市街地エリアを中心に、20 弱の作品を
鑑賞。中でもポウラ・ニチョ・クメズの大町の
自然や動物、人々の暮らしぶり等を描いた作品
に引き込まれたそう。また上田では犀の角でホ
ストの荒井さんや参加者の大宮さんと「舞台芸
術」や「地域でも生きること」の関係性など、
多くの気づきを得たそう。また別所神社の神楽
や常楽寺見学、松本では FESTA 松本で、串田
和美の『月夜のファウスト』を鑑賞。

学生。長野県松本市生まれ。中学入学を機に演
劇部と合唱団に入り、中学高校と演劇を創るこ
と・歌うことに取り組む。大学入試を終えた翌
日に『K. テンペスト』を観に行き、演劇にまた
心惹かれる。大学入学後の 2017 年から 2021
年まで劇団コギトで創作を行う。また、2018
年散策者の発表会 vol.1 から散策者に携わる。

「2019 年 10 月に上演した、散策者『ア
イルトン・セナの死んだ朝』の舞台写真。
本公演には俳優として参加しました」

岡澤 由佳

Yuka Okazawa

10 月 9 日（土）〜 10 月 12 日（火）

上田を拠点に、軽井沢・小諸・安曇野・長野・
松代・大町・池田と長野県各地を訪ねる。上田
市内の商店街や柳町の NPO 法人リベルテから
長野の相生座・ロキシー、ネオンホールなど劇
場（NOA の会場なども含む。NOA アーティス
トとの交流もあり）、長野県立美術館や東山魁
夷館、北ルプス国際芸術祭、松代象山地下壕や
川中島古戦場史跡公園などまでリサーチ。自身
の生活と芸術活動の関係など、再考される機会
となった様子。

ダンスアーティスト。1995 年生まれ。埼玉県
立芸術総合高校にて舞台芸術を学び大学ではモ
ダンダンス部に所属。作品制作・上演を国内
外で行い、近年は他ジャンルアーティストと
のコラボレーションやオペラへのダンサー出
演、在住する川越市にて野外パフォーマンス企
画やリサーチに力を入れている。( シンガポー
ル M1contact comtemporaly dance festival,
韓 国 NDA International Festival, Dance New 
Air,TPAM フリンジ等参加 )

「在住する川越市
霞ヶ関河原にて
川越市を拠点と
する合同会社オ
ン ド (38 ℃ ) と
共同主催した野
外パフォーマン
ス企画」

久保田 舞

Mai Kubota

10 月 23 日（土）〜 10 月 24 日（日）

上田街中演劇祭 2021「月灯りの移動劇場」、
FESTA 松本、木曽ペインティングスなど鑑賞。
普段、医療福祉の現場で運営に携わっている観
点から、様々な課題を見つけられた様子。特に
アフターコロナでの事業の運営方法や広報な
ど、事業の根幹でありながらおろそかになりが
ちな業務などに、自身の活動を振り返りつつリ
サーチ、また「月灯りの移動劇場」のアフター
トークでの一言「舞台は非日常をいかに創るか
なので」という一言も強く印象に残ったとか。

ほっちのロッヂ 文化環境設計士。2014 年よ
り、東京都・福井県にて市営の公共文化施設
職員、地域おこし協力隊を経て現職。2018 ～
19 年、独居または老老介護世帯をアーティス
トが見守る滞在制作プロジェクトと して「アー
ティスト・イン・ばあちゃんち」を立ち上げ
る。2020 年 4 月、長野県軽井沢町にオープン
した「診療所と大きな台所のあるところ　ほっ
ちのロッヂ」で、文化企画およびバックオフィ
ス業務全般を担当。ケア分野と連携した企画プ
ロデュースを担う。

「即興劇の本番中に子どもが乱入、小道具
に使う絵本を舞台の外へ出しそうになる
のを、舞台端で必死に食い止める唐川」

唐川 恵美子

Emiko Karasawa

期 間 限 定 で リ サ ー チ の 様 子 が
YouTube にアップされています。
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Ａ
の
実
施
地
域
の
ほ
か
、
北
ア
ル
プ
ス

国
際
芸
術
祭
開
催
中
の
大
町
市
、
長
野

県
立
美
術
館
の
あ
る
長
野
市
、
天
空
の

芸
術
祭
の
開
催
地
・
東
御
市
な
ど
、
参

加
者
の
関
心
や
希
望
を
も
と
に
、
随
時

話
し
合
い
な
が
ら
訪
問
先
や
回
る
順
番

を
検
討
し
ト
ッ
ピ
ン
グ
を
決
定
し
ま
し

た
。
例
え
ば
、
台
湾
出
身
の
参
加
者
・

鄭
禹
晨
さ
ん
に
は
、
中
国
語
圏
の
映
画

字
幕
翻
訳
を
手
掛
け
る
東
信
地
域
在
住

の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
・
田
村
志

津
枝
さ
ん
と
、
文
化
芸
術
に
つ
い
て
母

国
語
で
対
話
を
す
る
機
会
を
設
け
ま
し

た
。
一
方
、
事
前
に
ほ
と
ん
ど
予
定
を

決
め
ず
、
到
着
し
て
か
ら
即
興
的
に
翌

日
の
行
き
先
を
決
め
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
Ｎ
Ｏ
Ａ
が
大
切
に
し
て
い
る
有

機
的
な
人
の
繋
が
り
や
出
逢
い
、
新
た

な
気
づ
き
を
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中

で
も
意
識
し
て
実
践
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

訪
問
先
で
実
際
に
活
動
す
る
ホ
ス
ト

や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
と
の
対
話
の
機

会
も
重
要
な
場
で
し
た
。
小
諸
市
で
は

実
際
に
『
破
戒
』
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
公
演

を
見
学
し
、
わ
か
ち
座
の
黒
岩
力
也
さ

ん
と
鎌
ヶ
谷
ア
ル
ト
ギ
ル
ド
の
石
井
幸

一
さ
ん
に
お
話
を
お
伺
い
し
た
ほ
か
、

池
田
町
で
は
小
学
校
に
て
滞
在
制
作
中

の
平
原
慎
太
郎
さ
ん
を
訪
問
。
ま
た
、

大
町
市
で
は
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭

実
行
委
員
会
事
務
局
の
牛
越
秀
仁
さ
ん

か
ら
芸
術
祭
の
運
営
に
つ
い
て
直
接
お

伺
い
で
き
た
こ
と
も
あ
り
、
参
加
者
の

中
か
ら
は
レ
ジ
デ
ン
ス
施
設
「
あ
さ
ひ

Ａ
Ｉ
Ｒ
」
へ
の
滞
在
を
今
後
検
討
し
た

い
と
い
う
反
応
も
あ
り
ま
し
た
。

　

地
域
を
越
え
て
移
動
し
た
こ
と
で
、

長
野
県
の
地
形
の
多
様
さ
を
実
感
で
き

る
良
い
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。
上
田

か
ら
大
町
に
向
か
う
際
は
複
数
の
峠
を

越
え
る
道
、
木
祖
に
向
か
う
際
は
中
山

道
・
木
曽
路
を
通
過
し
な
が
ら
谷
を
体

感
。
車
窓
の
眺
め
や
身
体
感
覚
か
ら
、

自
然
・
気
候
や
大
地
の
起
伏
を
体
感
す

る
事
も
研
修
の
イ
ン
プ
ッ
ト
の
ひ
と
つ

と
な
り
ま
し
た
。
移
動
の
あ
い
だ
、
2

〜
4
人
程
度
の
少
人
数
が
山
道
を
走
り

な
が
ら
、
対
話
や
雑
談
を
通
し
て
お
互

い
の
創
作
や
課
題
意
識
を
受
け
取
り
合

い
、
共
に
旅
す
る
仲
間
と
い
う
感
覚
を

持
て
た
こ
と
も
有
意
義
な
体
験
と
な
り

ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
非
日
常
が
常
態
化

し
、
生
き
る
こ
と
の
難
し
さ
に
直
面
し

て
い
る
今
。
参
加
者
は
長
野
県
と
い
う

地
で
新
し
い
出
会
い
を
得
て
、
呼
吸
を

し
始
め
て
い
ま
す
。
呼
吸
す
る
こ
と
は

今
生
き
て
い
る
こ
と
の
証
し
で
あ
り
、

新
た
な
発
展
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

（
文
・
伊
藤
茶
色
）

10 月 22 日（金）〜 10 月 25 日（月）

北アルプス国際芸術祭、木曽ペインティングス、
天空の芸術祭、PHOTO KOMORO などの芸術
祭や松代象山地下壕、無言館などの長野の戦争
遺構など周る。「地方での創作環境」と「コロ
ナ禍での芸術の意味」の 2 つの課題を元に参加。
特に芸術祭で関わる多くのステークホルダーや
その他の地域の方々との関係性と、地下壕とい
う多くの労働者によって作られた遺構を重ねあ
わせ、今後のアートと地域との関わりなどに、
思いを寄せられたそう。

劇作家・演出家。京都を拠点に活動する団体「安住
の地」所属。若者の未婚問題やゲーム依存症をテー
マにした作品など、人々の生きづらさを描いた会
話劇を発表。安住の地では、作家・岡本昌也との共
同脚本・演出にて創作も行う。お寺やギャラリーな
ど劇場以外の場所でも積極的に公演を行っている。
2020 年は無言劇『　であったこと』、映像劇『筆談
喫茶』など、コロナ禍の現状を活かした新しい劇を
創作した。APAF2020 Young Farmers Camp 修了。

「私道かぴ共同脚本・演出作品 安住の地『¡play!』」
写真：山下裕英

私道 かぴ

Shido Kapi

10 月 11 日（月）〜 10 月 14 日（木）

北アルプス国際芸術祭や美術館、BBG 黒岩な
ど周る。浅間山と田園風景が広がるブルーベ
リー畑では、台湾の演劇家やアーティストを招
いてのパフォーマンスなど想像。上田では映画
館トラゥム・ライゼにて台湾映画をはじめとし
た字幕翻訳者でノンフィクション作家の田村志
津枝さんとお会いして、改めて台湾と日本との
交流に思いを強くされたそうで、自身の創作や
企画が、長野での文化芸術活動に繋げられるよ
う活動したいそう。　　　　　　

編集者。1993 年台湾・台北生まれ。台北芸術
大学映画学科卒業。2016 年来日、東京芸術
大学大学院映像研究科映画専攻研究生を経て、
2018 年より訪日・在日外国人向け Web メディ
ア会社に入社、企画・翻訳・編集を担当。アー
トツーリズムを企画する傍ら、都市や異文化を
テーマにした演劇、映像などのアートプロジェ
クトに携わっている。

「『Multicultural Film Making —ルーツが異なる
他者と映画をつくる』プロジェクトのメンバー
募集動画」

鄭 禹晨

Tei Ushin

10 月 9 日（土）〜 10 日（日）
10 月 23 日（土）〜 24 日（日）

リベルテ、油や、BBG 黒岩、松城象山地下壕、
長野県立美術、東山魁夷館、木曽ペインティン
グス、天空の芸術祭など周る。油やで開催され
ていたホンモノ市（アートやクラフト作品の展
示販売会）で多様な作品に、アートの自由さを
堪能できたそう。また長野県出身であるが、美
術館や地下壕など未見のところでのアート作品
や地域の歴史にふれられる。また芸術祭でのホ
ワイトキューブ以外の展示にインスタレーショ
ンの面白さに気づかれたとか。

大学生。高校時代演劇部に所属。小さい頃から
演劇の映像を見て育ち、芸術に関心を持つ。現
在は大学で様々な文化について学び、学芸員資
格取得のために勉強しながら、芸術を取り巻く
社会について学習している。中でも、地方都市
における芸術の在り方について関心があり、地
方での芸術の普及について深く研究していきた
いと考えている。アートマネジメントを通して、
誰にとっても「学ぶ・楽しい」芸術を広める活
動をするのが目標。

「課外授業の善光寺宝物調査の様子」

髙橋 ありす

Alice Takahashi

10 月 23 日（土）〜 10 月 26 日（火）

上田、木曽、小諸、大町、松代、長野界隈を周る。
大町出身ということで、北アルプス国際芸術祭
など地域で行われている芸術祭の鑑賞には複雑
な心情があったそうだが、ヨウ・ウェンフー《心
田を耕す》など、アーティストと地元の方との
協働の作品で「土地に対する深い感情」を真撃
に感じられて、地域でのアートの新たな気づき
を得られたとのこと。また木曽ペインティング
スなどでも古い建物がそのまま会場として使わ
れているところも面白みを感じたとか。

ダンサー / 振付家。長野県大町市出身。2009
年 よ り 東 京 ELECTROCK STAIRS メ ン バ ー
と し て 国 内 外 の 全 作 品 に 出 演。2016 年 lal 
banshees 立ち上げ。モダン・ストリートダン
ステクニックをベースとしながら囚われず派生
し、感覚に着目した独自のムーヴメントを追求。
中性的で音と動きが緻密に関係する作品を発表
している。普通の事をファンタジックに切り取
り現実に戻す音楽的ダンスを体現する。セゾン
文化財団セゾン・フェローⅠ
yokoyamanaa.com

「lal banshees 海二部作『海底に雪』 」
写真：Toshie Kusamoto

横山 彰乃

Ayano Yokoyama

10 月 25 日（月）〜 10 月 27 日（水）

北アルプス国際芸術祭、木曽ペインディングス、
BBG 黒岩、松代象山地下壕など周る。芸術祭
ではサイト・スペシフィックな見せ方やインス
タレーションの見せ方など多くの気づきがあっ
たそう。また北アルプスの自然の雄大さや、集
落のはずれにあるお墓など、東京とは違った景
観にも長野の面白さを発見。今回の研修で作品
を作ること、見せること、自然、古いもの、新
しいものなどの「バランス感覚」を大切にして
いきたいと思われたそう。

大学助手。1992 年 4 月 3 日生まれ。静岡県出
身。女子美術大学卒業。在学中に、東京・杉並
で非営利の芸術文化活動を展開している「遊工
房アートスペース」でインターンを経験し、卒
業制作では学生主体のアートスペース「co-ume 
lab.」の立ち上げに取り組む。卒業後は一般企
業のインハウスデザイナーを経て、2018 年よ
り美術大学の助手として勤務しながら作品を制
作し、現在に至る。

「2021 年度 助手展
（大学での展示）の作品
《吹けば飛ぶような》」

渡邊 遥

Haruka Watanabe

10 月 26 日（火）〜 10 月 29 日（金）

犀の角、茶房 読書の森、BBG 黒岩、信濃追分
文化磁場 油や、上土劇場、ネオンホール、木
曽ペインティングスなど訪問。今回の参加で得
たキーワードは「DIY」と「街道」。上土劇場や
ネオンホール、BBG 黒岩など様々な場所で「Do 
It Yourself」精神に触れられたそう。また自身
の活動でも滋賀県の大津から京都三条大橋まで
の東海道をリサーチするなど、長野の街道沿い
のアートスポットにシンパシーを感じたそう。

演出家。2011 年に自身のユニット「したた
め」を立ち上げ、京都を拠点に演出家として
活動を始める。美術家や写真家など異なる領
域のアーティストとも共同作業を行う。2015
年、創作コンペティション「ひとつの戯曲か
らの創作をとおして語ろう」vol.5 最優秀作品
賞受賞。2018 年、こまばアゴラ演出家コンクー
ル観客賞受賞。2018 年より多角的アートス
ペース UrBANGUILD のブッキングスタッフ。
2021 年度セゾン文化財団セゾン・フェロー I。
NPO 法人京都舞台芸術協会理事長。

「地図にまつわるリサーチプロジェクト『わたし
たちのフリーハンドなアトラス』で行ったワーク
ショップのひとコマ」

和田 ながら

Nagara Wada
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上田 シャンカル・ヴェンカテーシュワラン『犯罪部族法』上映会

上映会終了後、会場を犀の角に移し、ZOOM を使ってポスト・パ
フォーマンス・ディスカッションが行われた。登壇者はオンライン
参加で、シャンカル・ヴェンカテーシュワランさん、アニルドゥ・
ナーヤルさん、チャンドラ・ニーナサムさん、鶴留聡子さん、山田
せつ子さん、川原美保さん、木村典子さん。会場では NOA コーディ
ネータの野村政之さん、NOA 上田ホストの荒井洋文さんが参加。

ポスト・パフォーマンス・ディスカッション
11 月 21 日（日）18：30 ～ 19：30
会場：犀の角　参加費：無料

シャンカル・ヴェンカテーシュワラン
1979 年生まれ。インド・ケーララ州出身の演出家。カリカット大学演
劇学部を卒業後、シンガポールの演劇学校シアター・トレーニング＆リ
サーチ・プログラムにて３年間学ぶ。2007 年、劇団シアター・ルーツ
＆ウィングスを旗揚げ。演出作品に『山脈の息子−エレファント・プロ
ジェクト』（2008 年）、太田省吾『水の駅』（2011 年）、ヘンリック・イ
プセン『私たち死んだものが目覚めたら』（2012 年）、京都芸術大学舞
台芸術研究センターとの共同製作による『水の駅』（2016 年 / KYOTO 
EXPERIMENT 2016 AUTUMN にて上演）、『インディアン・ロープ・ト
リック』（2020 年 / シアターコモンズも共同製作）などがある。
写真：Gabriela Neeb 

を
鑑
賞
。
英
国
植
民
地
下
の
イ
ン
ド
で
１
８
７
１
年

に
施
行
さ
れ
た
法
律
「
犯
罪
部
族
法
」
を
出
発
点
に
、

英
語
と
カ
ン
ナ
ダ
語
と
い
う
異
な
る
言
語
を
話
す
2

人
の
俳
優
の
や
り
と
り
を
通
し
て
、
言
語
や
カ
ー
ス

ト
制
度
に
関
わ
る
差
別
が
、
見
え
に
く
い
形
に
変
化

し
な
が
ら
い
ま
な
お
残
る
イ
ン
ド
社
会
の
構
造
的
課

題
を
問
い
か
け
る
本
作
を
、
計
25
名
の
観
客
の
皆
さ

ん
が
熱
心
に
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

後
半
の
ポ
ス
ト
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、『
犯
罪
部
族
法
』
を
演
出
し
た
シ
ャ

ン
カ
ル
さ
ん
、
出
演
し
た
ア
ニ
ル
ド
ゥ
・
ナ
ー
ヤ
ル

さ
ん
と
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ニ
ー
ナ
サ
ム
さ
ん
、
ま
た
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
鶴
留
聡
子
さ
ん
が
イ
ン
ド
か
ら
登

壇
。
京
都
芸
術
大
学
舞
台
芸
術
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら

山
田
せ
つ
子
さ
ん
、
川
原
美
保
さ
ん
、
ま
た
『
犯
罪

部
族
法
』
上
演
が
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
公
益
財
団

法
人 

北
海
道
演
劇
財
団
か
ら
木
村
典
子
さ
ん
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
繋
が
り
、
司
会
の
野
村
政
之
さ
ん
、
ホ
ス

ト
の
シ
ア
タ
ー
＆
ア
ー
ツ
う
え
だ
代
表
・
荒
井
洋
文

さ
ん
と
犀
の
角
の
観
客
の
皆
さ
ん
と
対
話
の
時
間
を

共
に
し
ま
し
た
。
実
際
の
『
犯
罪
部
族
法
』
の
ク
リ

エ
イ
シ
ョ
ン
の
様
子
や
、
イ
ン
ド
や
他
国
の
観
客
の

反
応
、
上
田
で
の
リ
サ
ー
チ
の
印
象
な
ど
が
語
ら
れ

る
と
と
も
に
、
作
品
内
と
同
じ
よ
う
に
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
お
い
て
日
本
語
、
英
語
、
カ
ン
ナ
ダ
語
が

順
次
、
多
重
通
訳
さ
れ
る
こ
と
を
現
実
に
体
感
し
、

作
品
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
国
際
的
に
地
域
を
繋
ぎ
不
安
定
な
通
信

状
況
を
乗
り
越
え
て
言
葉
を
交
わ
す
な
か
で
、
コ
ロ

ナ
禍
で
遮
断
さ
れ
た
異
文
化
交
流
の
感
触
を
改
め
て

経
験
し
直
す
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
11
月
21
日
（
日
）、
上
田
映
劇
に
て

シ
ャ
ン
カ
ル
・
ヴ
ェ
ン
カ
テ
ー
シ
ュ
ワ
ラ
ン
さ
ん
の

演
出
作
品
『
犯
罪
部
族
法
』
の
上
映
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
上
映
後
は
犀
の
角
に
会
場
を
移
し
、
ポ
ス
ト
・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、

シ
ャ
ン
カ
ル
さ
ん
や
『
犯
罪
部
族
法
』
出
演
者
の
ほ

か
、
こ
の
企
画
に
関
わ
っ
た
方
々
と
の
座
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
イ
ン
ド
3
都
市
、
国
内
3
都
市
と
上

田
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
ぐ
と
い
う
、
コ
ロ
ナ
禍
を
反

映
し
た
よ
う
な
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ 

Ｏ
Ｒ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ 

Ａ

Ｉ
Ｒ
の
上
田
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、(

一
社)

シ
ア
タ
ー

&
ア
ー
ツ
う
え
だ
が
ホ
ス
ト
と
な
り
、
京
都
芸
術
大

学
舞
台
芸
術
研
究
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
シ
ャ
ン
カ

ル
・
ヴ
ェ
ン
カ
テ
ー
シ
ュ
ワ
ラ
ン
さ
ん
を
招
聘
し
、

京
都
と
上
田
で
の
滞
在
制
作
と
上
演
を
行
う
計
画
を

立
て
て
い
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
3
月
に
は
、
そ
の

下
見
と
し
て
シ
ャ
ン
カ
ル
さ
ん
が
上
田
に
短
期
滞
在

し
、
別
所
温
泉
や
上
田
紬
の
工
房
な
ど
市
内
各
所
を

リ
サ
ー
チ
し
ま
し
た
。
こ
の
際
、
シ
ャ
ン
カ
ル
さ
ん

が
特
に
関
心
を
持
っ
た
の
が
、
か
つ
て
の
上
田
の
主

要
産
業
で
あ
っ
た

”
絹
“
と

”
織
物
“
で
し
た
。
イ

ン
ド
と
京
都
、
上
田
を
つ
な
ぐ
キ
ー
ワ
ー
ド
を
見
出

し
、
制
作
の
プ
ロ
セ
ス
を
検
討
し
て
い
た
折
、
世

界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
に
よ
り
、
来
日
が
困
難
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
予
定
を
変
更
し
２
０
１
７
年
に
初
演
さ
れ
、

２
０
２
０
年
に
映
像
作
品
と
し
て
リ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ

ン
さ
れ
た
『
犯
罪
部
族
法
』
の
映
像
上
映
会
を
実
施

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

上
映
会
の
前
半
は
上
田
映
劇
で
『
犯
罪
部
族
法
』

『犯罪部族法』
作・出演：アニルドゥ・ナーヤル / チャンドラ・ニーナサム　構成・
演出：シャンカル・ヴェンカテーシュワラン　撮影：カルン・プラ
サード・K.S.　撮影助手：ハルシト・C.　編集：アニール・レヴー
ル　編集助手：シュレーヤーカルティク　協力：ジャヤープラカー
シュ・クルール / ジャン＝ギ・ルカ / ヤシャス・チャンドラ / ジャ
ンガマ・コレクティブ / ランガ・シャンカラ劇場　制作：シアター・
ルーツ＆ウィングス　日本語字幕：鶴留聡子　日本語字幕 映像編
集：森田諒 / 京都芸術大学舞台芸術研究センター

（本研究は JSPS 科研費 20H00009 の助成を受けたものです。）

ポスト・パフォーマンス
・ディスカッション

『犯罪部族法』上映会

2017 年に初演され、コロナ禍に映像作品としてリクリエイション
した『犯罪部族法』を上映。英国植民地下のインドで実際に施行さ
れた「犯罪部族法」を出発点に、ZOOM を使った 2 人の俳優の対
話によって、古代から続くカースト制度や近代化による社会差別の
構造が浮き彫りとなっていく。

上映会
11 月 21 日（日）17：00 〜　会場：上田映劇　チケット：無料

2020 年 3 月に来日し、上田紬の工房などをリ
サーチ中のシャンカル・ヴェンカテーシュワ
ランさん。

舞台版『犯罪部族法』
写真　松見拓也
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座談会

し
た
。木
祖
村
は「
木
曽
ペ
イ
ン
テ
ィ

ン
グ
ス
」
の
取
組
と
し
て
旧
旅
館
を

改
装
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
滞
在
施
設

の
構
想
が
あ
る
の
を
聞
き
、
こ
の
機

会
を
活
用
し
て
も
ら
お
う
と
。
滞
在

し
て
い
た
だ
い
た
武
井
琴
（
た
け
い 

こ
と
）
さ
ん
は
ダ
ン
ス
を
コ
マ
撮
り

し
た
映
像
作
品
を
作
ら
れ
て
い
た
の

で
、
絵
画
同
様
の
展
示
に
も
馴
染
み

ま
す
し
、
木
曽
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス

の
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
仲
良
く

な
っ
て
、
木
曽
地
域
で
継
続
的
に
活

動
し
て
ほ
し
い
と
い
う
期
待
を
込
め

ま
し
た
。　

南
信
の
阿
南
町
も
、
他
所
と
は
違
っ

た
テ
イ
ス
ト
を
感
じ
ま
す
。

野
村

南
信
州
の
民
俗
芸
能
・
伝
統
文
化
は

長
野
県
の
宝
、
も
っ
と
言
え
ば
全

国
的
な
宝
で
す
。
こ
れ
を
今
回
の
事

業
に
絡
め
た
い
と
い
う
の
が
出
発

点
で
し
た
。「
新
野
だ
ら
実
行
委
員

会
」
の
金
田
信
夫
（
か
な
だ 

し
の
ぶ
）

さ
ん
、
渚
（
な
ぎ
さ
）
さ
ん
と
の
つ

な
が
り
が
糸
口
と
な
っ
て
実
現
し
ま

し
た
。
阿
南
町
新
野
は
「
盆
踊
り
」

「
雪
祭
り
」
の
二
つ
の
国
指
定
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
が
あ
る
特
別
な
地

域
で
、
年
中
行
事
を
大
切
に
し
て
い

る
住
民
の
皆
さ
ん
は
、
神
仏
の
気
配

を
感
じ
な
が
ら
日
常
を
暮
ら
し
て
い

る
。
こ
の
空
気
を
吸
っ
て
、
地
域
を

理
解
し
な
が
ら
魅
力
を
発
信
す
る
戯

曲
を
書
け
る
人
と
い
う
こ
と
で
、
イ

タ
コ
の
習
俗
が
あ
る
青
森
県
出
身
の

劇
作
家
・
山
田
百
次
（
や
ま
だ 

も

も
じ
）
さ
ん
を
選
び
ま
し
た
。

津
村

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、『
Ｎ
Ｏ

Ａ
』
を
通
し
て
、
改
め
て
キ
ャ
ス

テ
ィ
ン
グ
の
重
要
性
に
気
が
つ
き
ま

し
た
ね
。
素
晴
ら
し
い
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
だ
っ
た
ら
誰
で
も
い
い
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
。

野
村

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
選
び
は
受
け
入
れ
側

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
る
存
在

で
あ
る
こ
と
も
と
て
も
大
事
だ
と
実

感
で
き
ま
し
た
。

藤
澤
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
方

を
し
て
い
た
の
か
教
え
て
く
だ
さ

い
。

藤
澤

僕
た
ち
運
営
チ
ー
ム
は
、
マ
ッ
チ
ン

グ
が
決
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
現
場
を

動
か
し
て
い
く
立
場
で
し
た
。
ど
の

地
域
の
ホ
ス
ト
も
郷
土
愛
、
地
域
愛

に
あ
ふ
れ
て
い
る
方
々
ば
か
り
で
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
色
々
な
と
こ
ろ
に

案
内
し
て
く
れ
た
り
、
地
域
に
ど
ん

な
歴
史
が
あ
る
の
か
を
非
常
に
丁
寧

に
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ

れ
こ
そ
惜
し
み
な
く
。

現
場
で
は
ど
ん
な
こ
と
が
起
き
て
い

た
の
で
し
ょ
う
か
、
い
く
つ
か
紹
介

し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

藤
澤

小
諸
の
黒
岩
さ
ん
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

の
直
売
所
の
建
物
を
劇
場
空
間
に
改

造
し
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
定
期
的

に
石
井
さ
ん
が
や
っ
て
来
て
、
色
々

な
使
い
方
を
し
て
く
れ
る
こ
と
に
大

き
な
刺
激
を
受
け
た
よ
う
で
す
。
伺

う
た
び
に
空
間
に
手
を
入
れ
、
変
化

さ
せ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

野
村

そ
れ
と
と
も
に
近
隣
の
高
校
生
も
巻

き
込
ん
だ
り
、
公
演
を
行
っ
た
り
、

ど
ん
ど
ん
創
作
の
場
、
創
造
の
場
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
ね
。
石
井
さ
ん

と
黒
岩
さ
ん
が
、
直
売
所
を
ア
ト
リ

エ
に
し
て
い
る
、
農
家
の
跡
取
り
同

士
だ
と
い
う
共
通
点
も
大
き
か
っ
た

よ
う
で
す
。

藤
澤

安
曇
野
市
教
育
委
員
会
の
三
澤
新
弥

（
み
さ
わ 

し
ん
や
）
さ
ん
は
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
張
り
付
い
て
、
安
曇
野

市
が
合
併
す
る
前
の
5
町
村
す
べ

て
を
く
ま
な
く
、
丁
寧
に
案
内
し
て

く
だ
さ
り
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
常
念

岳
に
登
り
た
い
と
希
望
し
た
時
は
、

係
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
登
っ
て
く
だ

さ
っ
た
。
係
の
中
で
登
山
経
験
が
な

か
っ
た
お
一
人
が
、
こ
れ
を
き
っ
か

津
村

僕
も
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
（
上
田
市
）

の
館
長
時
代
に
A
I
R
事
業
を
行

い
、
同
じ
よ
う
な
感
触
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
多
い
人

で
1
年
間
に
6
回
ぐ
ら
い
上
田
と

行
き
来
し
て
い
ま
し
た
ね
。
そ
う
す

る
と
3
回
目
く
ら
い
の
訪
問
か
ら

地
域
の
皆
さ
ん
と
深
い
関
わ
り
が
で

き
て
い
く
ん
で
す
。
で
す
か
ら
『
Ｎ

Ｏ
Ａ
』
で
も
作
品
の
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
を
マ
ス
ト
と
す
る
の
で
は
な
く
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
地
域
と
出
会
い
、

触
れ
る
こ
と
の
重
要
性
を
大
切
に
し

た
、
継
続
で
き
る
事
業
の
入
口
を
作

ろ
う
と
考
え
た
わ
け
で
す
。

野
村

仕
組
み
と
し
て
は
「
成
果
発
表
は
求

め
な
い
」
の
で
す
が
、
結
果
的
に
半

分
以
上
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
地
域
で

創
作
し
た
作
品
を
発
表
し
ま
し
た
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
い
う
存
在
は
、
面

白
い
こ
と
や
未
知
の
こ
と
に
出
逢
っ

た
ら
そ
れ
を
作
品
に
し
て
人
々
に
見

せ
た
い
ん
で
す
。「
発
表
が
目
的
で

は
な
い
」
と
言
い
切
る
こ
と
で
「
地

域
と
の
出
逢
い
」
が
生
ま
れ
、「
出

逢
い
が
埋
め
込
ま
れ
た
新
し
い
作

品
」
が
創
作
さ
れ
る
。
逆
説
的
な
よ

う
で
す
が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
理
解

し
、
信
頼
し
て
「
後
の
先
」
を
と
る

の
が
上
手
な
や
り
方
だ
と
思
い
ま
す

（
笑
）。

『
Ｎ
Ｏ
Ａ
』
の
ホ
ス
ト
に
な
っ
た
地

域
は
ど
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
演
劇
分
野
の
串
田
和
美

（
く
し
だ 

か
ず
よ
し
）
監
督
が
県
内

各
地
に
演
劇
作
品
を
届
け
る
『
ト
ラ

ン
ク
シ
ア
タ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

を
実
施
し
た
地
域
が
継
続
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
ね
。

野
村

芸
術
監
督
団
事
業
は
人
づ
く
り
を
目

的
の
中
心
に
据
え
て
き
ま
し
た
。
で

す
か
ら
『
Ｎ
Ｏ
Ａ
』
で
は
ホ
ス
ト
と

し
て
、
県
内
に
暮
ら
し
て
い
る
皆
さ

ん
の
働
き
が
見
え
る
よ
う
に
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
を
始
め
か
ら
目
指
し

て
い
ま
す
。
先
立
っ
て
、
串
田
和
美

監
督
が
手
掛
け
て
い
た
『
ト
ラ
ン
ク

シ
ア
タ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』で
巡
っ

た
地
域
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
そ
こ

の
方
た
ち
に
継
続
し
て
芸
術
監
督
団

事
業
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
今
回
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
今
後
の

県
の
文
化
事
業
の
方
向
性
に
関
係
す

る
地
域
の
団
体
を
探
し
ま
し
た
。

  津
村

文
化
事
業
と
言
っ
た
時
に
、
も
ち
ろ

ん
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
を
求
め
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
お
客
様
も
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、
最
新
技
術

が
必
要
な
興
行
は
体
力
が
あ
る
文
化

施
設
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ら
は
す
で
に
実
現
さ
れ

て
い
る
の
で
す
か
ら
、
違
う
切
り
口

を
立
て
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

例
え
ば
、
サ
ッ
カ
ー
の
J
リ
ー
グ

の
地
域
理
念
を
文
化
事
業
に
当
て
は

め
る
と
、
J
1
の
試
合
を
す
る
の

で
は
な
く
、
初
め
て
サ
ッ
カ
ー
と
向

き
合
っ
た
地
域
の
子
ど
も
た
ち
や
大

人
た
ち
が
、
J
1
の
選
手
と
一
緒

に
練
習
や
試
合
を
す
る
こ
と
で
、
地

域
の
中
で
サ
ッ
カ
ー
を
も
と
に
新
し

い
価
値
感
を
見
出
す
取
組
の
よ
う
な

も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら

の
時
代
に
は
そ
う
し
た
活
動
が
重
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

受
け
入
れ
る
地
域
の
課
題
や
目
標
に

寄
り
添
っ
た
滞
在
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
心
が
け
た

地
域
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
マ
ッ
チ
ン

グ
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
例
を
紹
介

し
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

野
村

ま
ず
『
O
R
G
A
N
I
C
』
な
の
だ

か
ら
、
農
業
や
土
と
の
関
わ
り
が
必

要
と
考
え
た
の
が
小
諸
市
で
の
企
画

で
す
。
わ
か
ち
座
の
劇
作
家
・
黒
岩

力
也
（
く
ろ
い
わ 

り
き
や
）
さ
ん

は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
家
で
も
あ
り
、

千
葉
県
で
梨
農
家
を
営
ん
で
い
る
演

出
家
の
石
井
幸
一
（
い
し
い 

こ
う

い
ち
）
さ
ん
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た

の
で
、
こ
の
顔
合
わ
せ
が
浮
か
び
ま

31
ペ
ー
ジ
か
ら

小諸　果樹農園直売所シアター『破戒』（石井幸一）　
ブルーベリー直売所シアターの様子。

木曽アート・ダンス留学（武井琴）木祖村在住（当時）
のアーティスト近藤太郎さんのアトリエを訪問。

飯山　禅と表現 行ったり来たり（柴幸男）
ワークショップの様子。

茅野　みちのちのダンススケープ（森下真樹、石川直樹）
諏訪湖を眺めながらランチ。
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野
村

県
と
し
て
掘
り
起
こ
し
を
し
て
、
行

政
の
関
わ
り
が
あ
る
と
こ
ろ
は
市
町

村
と
協
働
し
た
り
事
業
を
引
き
継
い

で
も
ら
っ
た
り
し
て
、
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
も
ら
え
た
ら
い
い
な
と
い

う
の
が
ひ
と
つ
の
あ
り
方
で
す
。
ま

た
、
民
間
の
ホ
ス
ト
の
場
合
に
は
、

色
々
な
と
こ
ろ
か
ら
の
支
援
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し

ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
っ
て
い
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
後
押

し
し
て
光
ら
せ
て
い
く
の
も
僕
ら
の

仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

津
村

地
域
に
い
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
的

な
方
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
へ
の
サ
ポ
ー

ト
は
非
常
に
大
切
で
す
ね
。

野
村

津
村
さ
ん
が
お
し
ゃ
る
よ
う
に
10

年
、
そ
れ
だ
け
の
時
間
を
か
け
て

「
ア
ー
ト
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
こ
ん

な
こ
と
が
起
き
る
」
と
い
う
事
例
を

た
く
さ
ん
生
ん
で
、「
自
分
た
ち
も

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ア
ー
ト
の
取
組
を

応
援
し
た
い
」
と
い
う
サ
ポ
ー
タ
ー

が
増
え
て
い
く
よ
う
な
展
開
に
な
っ

う
意
味
も
含
め
、
今
後
の
取
組
は
ど

う
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

津
村

県
に
は
今
後
10
年
は
丁
寧
に
続
け
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
僕

ら
も
学
ん
だ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た

上
で
進
め
て
い
き
た
い
。
地
域
も
ま

だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
。
お
祭
り
も

す
ご
く
た
く
さ
ん
あ
る
。
野
村
さ
ん

が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
課
題
を
抱

え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
だ
か
ら
こ
そ
地
域
と
丁
寧
に
、

向
き
合
っ
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
ま

す
。
た
だ
こ
れ
ば
か
り
は
1
年
で

成
果
を
出
せ
た
と
こ
ろ
、
あ
る
い
は

10
年
は
付
き
合
わ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
こ
ろ
と
、
き
っ
と
濃
淡
が
出
て

く
る
と
は
思
い
ま
す
が
。

て
い
く
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

藤
澤

僕
自
身
も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

ア
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
い
う
立
ち

位
置
で
活
動
し
た
の
は
初
め
て
で
し

た
。
丁
寧
に
事
業
を
進
め
よ
う
と
す

る
中
で
、
僕
た
ち
は
主
催
側
で
す

が
、
あ
く
ま
で
も
地
域
の
ホ
ス
ト
の

方
々
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
う
ま
く
関

係
を
築
け
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に

メ
リ
ッ
ト
や
新
し
い
発
見
が
生
ま
れ

る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
そ
れ
こ

そ
が
長
野
県
の
重
要
な
宝
に
な
る
も

の
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
座
談
会
を
通
じ
て
、
長
野
県

を
「
創
造
す
る
県
」
に
、
と
い
う
津

村
監
督
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
、
A
I
R
の

取
組
の
中
で
、
具
体
的
な
形
と
し
て

浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
長
野
県
が
潜
在
的

に
持
っ
て
い
る
魅
力
や
価
値
が
、
地

域
の
ホ
ス
ト
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
皆

さ
ん
に
よ
る
、
人
と
人
と
の
関
わ
り

合
い
に
よ
っ
て
見
え
る
も
の
に
な
っ

て
い
く
。
地
域
の
可
能
性
が
少
し
ず

つ
拓
か
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

長
野
県
芸
術
監
督
団
事
業
は
、演
劇
、

音
楽
、
美
術
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
分

野
で
6
年
間
に
渡
っ
て
実
施
さ
れ
、

令
和
3
（
2
0
2
1
）
年
度
が
集

大
成
と
な
り
ま
す
。
今
回
の
お
話
に

あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

の
取
組
の
蓄
積
が
『
Ｎ
Ｏ
Ａ
』
の
土

台
に
な
っ
た
り
、
企
画
を
高
め
る
繋

が
り
と
し
て
作
用
し
た
り
し
た
こ
と

は
、「
創
造
す
る
」
事
業
を
継
続
し

て
実
施
し
て
き
た
こ
と
の
成
果
で
も

あ
り
ま
す
し
、
ま
た
、
今
後
の
長
野

県
の
文
化
芸
術
の
発
展
に
向
け
た

「
土
づ
く
り
」「
畑
づ
く
り
」
と
も
言

え
る
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。              　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
に
登
山
に
目
覚
め
た
そ
う
で
す
。

野
村

飯
山
市
で
も
面
白
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
臨
済
宗（
り
ん
ざ
い
し
ゅ
う
）

の
正
受
庵
（
し
ょ
う
じ
ゅ
あ
ん
）
の

和
尚
さ
ん
が
毎
月
1
日
と
15
日
に

托
鉢
（
た
く
は
つ
）
で
市
街
を
回
る

ん
で
す
け
ど
、
僕
ら
も
つ
い
て
回
っ

た
ん
で
す
よ
。

藤
澤

正
受
庵
さ
ん
は
ホ
ス
ト
で
あ
る
「
飯

山
市
文
化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら
」
の
池

田
春
彦
（
い
け
だ 

は
る
ひ
こ
）
さ

ん
の
紹
介
で
し
た
が
、「
な
ち
ゅ
ら
」

の
ロ
ビ
ー
（
ナ
カ
ミ
チ
）
も
托
鉢
の

コ
ー
ス
に
入
れ
て
ほ
し
い
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
。
以
来
、
事
務
所
に
托
鉢

が
来
る
と
お
米
や
野
菜
を
差
し
上
げ

て
い
る
そ
う
で
す
。
寺
の
町
、
飯
山

ら
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
生
ま
れ
ま
し

た
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
っ
て
ホ
ス
ト
側

が
影
響
を
受
け
た
例
と
い
う
意
味
で

は
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の
妙
が
発
揮
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
ね
。

津
村

そ
れ
は
長
野
県
が
持
っ
て
い
る
潜
在

的
な
力
み
た
い
な
も
の
だ
と
思
う
ん

で
す
。
少
し
刺
激
す
る
と
秘
め
て
い

た
想
い
が
ど
っ
と
出
て
く
る
と
い
う

か
。

野
村

私
と
し
て
は
、
ど
こ
の
地
域
で
や
っ

て
も
同
じ
こ
と
に
な
る
よ
う
な
形

式
的
な
A
I
R
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
文

化
事
業
を
粗
製
量
産
す
る
の
で
は
な

く
、
有
機
栽
培
の
お
い
し
い
野
菜
の

よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
た
い
、

『
Ｎ
Ｏ
Ａ
』
は
そ
の
想
い
に
尽
き
ま

す
。

そ
し
て
そ
の
結
果
が
出
た
の
は
、
藤

澤
さ
ん
は
じ
め
運
営
チ
ー
ム
が
現
場

で
頭
を
使
っ
て
き
め
細
か
く
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
か
ら
で
。
例
え
ば
軽
井

沢
は
連
日
の
雨
で
、
浅
間
山
や
修
験

道
の
ス
ポ
ッ
ト
で
映
像
を
撮
る
と
い

う
予
定
が
す
べ
て
中
止
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
ん
で
す
。

藤
澤

5
、8
月
に
身
体
研
究
家
／
サ
ー
カ

ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
渡
邉
尚
（
わ
た

な
べ 

ひ
さ
し
）
さ
ん
が
滞
在
さ
れ

た
の
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
日
が
雨

で
し
た
。
そ
の
時
に
、
美
術
分
野
の

芸
術
監
督
団
事
業
『
シ
ン
ビ
ズ
ム
』

で
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
軽
井
沢

ニ
ュ
ー
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
小

海
町
高
原
美
術
館
の
学
芸
員
の
皆
さ

ん
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
撮
影
を
快

く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

小
海
町
高
原
美
術
館
で
は
、
渡
邉
さ

ん
と
以
前
か
ら
繋
が
り
の
あ
っ
た
画

家
の
ス
ズ
キ
コ
ー
ジ
さ
ん
の
展
覧
会

が
開
か
れ
て
い
て
、
予
期
せ
ぬ
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
発
展
し
ま
し
た
。

『
シ
ン
ビ
ズ
ム
』
の
取
組
が
あ
っ
た

こ
と
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
方
に
も

満
足
し
て
い
た
だ
く
結
果
に
な
っ
た

の
は
良
か
っ
た
で
す
。

津
村

『
ト
ラ
ン
ク
シ
ア
タ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』（
演
劇
分
野
）
や
『
シ
ン
ビ

ズ
ム
』（
美
術
分
野
）
と
芸
術
監
督

団
で
や
っ
て
き
た
事
業
が
部
分
、
部

分
で
ク
ロ
ス
し
て
い
た
わ
け
で
す
。

ホ
ス
ト
の
周
囲
に
も
つ
な
が
り
が
広

が
っ
て
い
っ
た
の
も
注
目
し
た
い
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

野
村

阿
南
町
の
企
画
で
は
、
関
係
人
口
を

増
や
す
た
め
の
ひ
と
つ
の
方
法
と

し
て
『
Ｎ
Ｏ
Ａ
』
の
取
組
を
位
置
付

け
て
い
ま
す
。
新
野
地
区
の
小
中
学

校
を
存
続
す
る
こ
と
が
、
地
域
の
伝

統
文
化
を
継
承
し
て
い
く
上
で
重
要

な
課
題
で
あ
る
中
で
、
子
ど
も
の
数

を
維
持
す
る
た
め
に
金
田
さ
ん
た
ち

が
、
山
村
留
学
や
移
住
の
受
け
入
れ

支
援
を
草
の
根
で
や
っ
て
い
る
。
地

域
の
皆
さ
ん
が
抱
え
て
い
る
こ
う
し

た
課
題
を
引
き
受
け
て
、
新
野
の
文

化
的
な
魅
力
を
地
域
が
再
認
識
し
、

地
域
の
外
に
発
信
す
る
た
め
に

”新

野
の
戯
曲
“を
創
作
す
る
取
組
が
あ

る
の
で
す
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人

材
の
掘
り
起
こ
し
・
支
援
も
必
要

さ
て
、
新
野
で
の
作
品
上
演
の
際
に

は
継
続
を
希
望
す
る
コ
メ
ン
ト
も
出

ま
し
た
。
次
に
つ
な
が
る
動
き
も
出

て
く
る
で
し
ょ
う
し
、
違
う
地
域
で

動
き
が
起
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
『
Ｎ
Ｏ
Ａ
』
の
可
能
性
と
い

座談会

倒立と四足歩行の研究・軽井沢編（渡邉尚）
軽井沢ニューアートミュージアムにて。

あまるほど踊る安曇野ダンスマッピング（...1[ アマリイチ ]）
『うちそと駅伝』での一コマ。

北アルプス展望ダンスプロジェクト（平原慎太郎）
広津地区での獅子舞復興活動のリサーチ風景。
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牛
藤
村
３	

丑
松
。

丑
松
（
全
員
） 

お
と
っ
さ
ん
、
お
と
っ
さ
ん
。

【
２
】

牛
藤
村
１	

蓮
華
寺
で
は
下
宿
を
兼
ね
た
。
丑
松
が
急

	

に
引
っ
越
し
を
思
い
立
ち
、
借
り
る
事
に

	

し
た
部
屋
は
、
蔵
裏
の
続
き
に
あ
る
二
階

	

の
角
の
と
こ
ろ
。

牛
藤
村
２	

そ
の
窓
か
ら
、
飯
山
の
町
並
み
や
小
学
校

	

も
見
え
る
。
夕
方
近
く
に
丑
松
は
町
へ
出

	

か
け
た
。

丑
松
１	

本
町
の
雑
誌
屋
に
は
、
新
着
の
書
物
を
筆

	

太
に
書
い
て
張
出
し
て
あ
っ
た
。

丑
松
２	

か
ね
て
新
聞
広
告
で
見
て
、
出
版
の
日
を

	

楽
み
に
し
て
い
た
「
懴
悔
録
」

牛
藤
村
１	

猪
子
蓮
太
郎
、
著
。
定
価
も
書
添
え
た
広

	

告
が
目
に
つ
く
。

丑
松
３	

胸
が
踊
る
よ
う
な
心
地
が
し
た
。

丑
松
１	

黄
色
い
表
紙
に「
懴
悔
録
」と
し
て
あ
る
本
。

	

四
十
銭
を
出
し
て
買
い
求
め
た
。

丑
松
２	

本
を
抱
い
て
下
宿
に
帰
っ
て
行
く
途
中
、

	

学
校
の
同
僚
に
会
っ
た
。

牛
藤
村
３	

銀
之
助
。

銀
之
助	

瀬
川
君
、
大
層
遅
い
じ
ゃ
な
い
か
。

牛
藤
村
２	

銀
之
助
は
、
丑
松
か
ら
下
宿
を
替
え
た
話

	

を
聞
い
た
。

銀
之
助	

君
は
よ
く
下
宿
を
替
え
る
人
だ
ね
え
。
こ

	

な
い
だ
引
っ
越
し
た
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
か
。

牛
藤
村
１	

そ
の
時
、
丑
松
の
持
っ
て
い
る
本
が
目
に

	

つ
い
た
。

銀
之
助	

「
懴
悔
録
」
か
。
相
変
ら
ず
君
は
猪
子
先
生

	

の
も
の
が
好
き
だ
な
。
ま
あ
君
は
愛
読
を

	

通
り
越
し
て
崇
拝
だ
。
さ
ぞ
か
し
ま
た
、

	

こ
の
本
の
事
を
聞
か
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う
な

	

あ
。

牛
藤
村
２	

夕
餐
の
煙
は
町
の
空
を
こ
め
て
、
同
僚
の

	

姿
も
黄
昏
が
れ
て
見
え
た
。

牛
藤
村
３	

丑
松
。

丑
松
３	

僕
は
、
い
っ
た
い
、
な
ん
の
為
に
生
き
て

	

い
る
の
か
。
朝
、
起
き
て
、
食
事
を
し
て
、

	

う
ろ
う
ろ
し
て
、
夜
に
な
れ
ば
、
寝
る
。

	

人
を
、
こ
わ
が
っ
て
ば
か
り
い
る
。

丑
松
１	

僕
は
、
ど
ん
な
人
が
偉
い
ん
だ
か
、
ど
ん

	

な
人
が
悪
い
ん
だ
か
そ
の
区
別
さ
え
、
は
っ

	

き
り
し
な
い
。
淋
し
い
顔
を
し
て
い
る
人

	

が
、
偉
そ
う
に
見
え
て
仕
方
が
無
い
。

丑
松
２	

可
哀
想
だ
。
人
間
が
可
哀
想
だ
。
み
ん
な

	

可
哀
想
だ
。

丑
松
３	

僕
は
、
人
の
真
似
を
し
て
、
憎
む
の
軽
蔑

	

す
る
の
と
騒
ぎ
立
て
て
い
た
だ
け
な
ん
だ
。

	

実
感
と
し
て
は
、
何
も
わ
か
ら
な
い
。

丑
松
１	

人
を
憎
む
と
は
、
ど
う
い
う
気
持
ち
か
、

	

人
を
軽
蔑
す
る
、
嫉
妬
す
る
と
は
、
ど
ん

	

な
感
じ
か
、
何
も
わ
か
ら
な
い
。
僕
が
実

	

感
と
し
て
、
わ
か
る
情
緒
は
、
可
哀
想
と

	

い
う
思
い
だ
け
だ
。

丑
松
２	

こ
の
感
情
だ
け
で
、
生
き
て
来
た
ん
だ
。

丑
松
３	

僕
は
、
可
哀
想
に
思
わ
れ
て
仕
方
が
な
い

	

ん
だ
。

丑
松
（
全
員
） 

可
哀
想
に
思
わ
れ
て
仕
方
が
な
い
ん
だ
。

牛
神	

過
去
と
未
来
に
縛
ら
れ
る
者
は
、
今
を
感

	

じ
る
事
が
出
来
な
く
な
る
。

【
３
】

牛
藤
村
１	

丑
松
は
下
宿
の
畳
の
上
に
倒
れ
て
、
身
動

	

き
も
せ
ず
に
考
え
て
い
た
。

牛
藤
村
２	『
懴
悔
録
』
は
、
我
は
穢
多
な
り
、
と
い
う

	

文
句
で
始
め
て
あ
っ
た
。

牛
藤
村
１	

我
は
穢
多
な
り
。
同
じ
人
間
で
あ
り
な
が

	

ら
、
軽
蔑
さ
れ
る
道
理
は
無
い
。

牛
藤
村
２	

過
去
の
記
憶
が
丑
松
の
胸
の
中
に
生
き

	

返
っ
た
。

牛
藤
村
３	
丑
松
。

丑
松
１	
七
つ
八
つ
の
頃
ま
で
、
よ
く
他
の
子
ど
も

	

に
調
戯
わ
れ
た
り
、

丑
松
２	

石
を
投
げ
ら
れ
た
り
し
た
。
そ
の
恐
れ
の

	

情
が
ふ
た
た
び
起
っ
て
来
た
。

丑
松
３	

朦
朧
な
が
ら
、
小
諸
の
向
町
に
い
た
頃
の

	

こ
と
を
思
い
出
し
た
。

丑
松
１	

『
懴
悔
録
』
を
読
ん
で
、
せ
つ
な
い
苦
し
み

	

を
感
じ
た
。

牛
藤
村
１
・
２　

丑
松
も
ま
た
。
穢
多
な
の
で
あ
る
。

お
志
保
？	「
破
戒
」
は
「
穢
多
」
と
い
う
身
分
の
差
別

	

を
主
題
と
し
て
書
か
れ
た
小
説
で
す
。

	

穢
多
と
は
、
士
農
工
商
と
い
う
身
分
の
下

	

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

	

日
本
で
は
古
来
よ
り
「
血
」
が
穢
ら
わ
し

	

い
物
と
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
生
き

	

物
を
屠
殺
し
皮
を
剥
ぐ
職
業
も
忌
み
嫌
わ

	

れ
て
い
た
の
で
す
。

	

こ
れ
ら
の
職
業
を
生
業
と
す
る
人
々
が
穢

	

多
と
呼
ば
れ
、
そ
の
身
分
は
代
々
引
き
継

	

が
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

【
４
】

牛
藤
村
１	

丑
松
。

丑
松
１	

校
長
先
生
、
何
か
御
用
談
中
じ
ゃ
、
あ
り

	

ま
せ
ん
か
。

牛
藤
村
３	

い
え
。
別
に
。

丑
松
２	

実
は
風
間
さ
ん
が
、
お
願
い
が
あ
る
そ
う

	

で
す
。

牛
藤
村
３	

私
に
？
何
で
す
か
。

牛
藤
村
１	

敬
之
進
。

敬
之
進	

あ
の
、
で
す
ね
。
少
し
。
お
願
い
し
た
い

	

こ
と
が
あ
ま
し
て
。え
っ
と
。そ
の
で
す
ね
。

牛
藤
村
１	

丑
松
。

丑
松
３	

そ
ん
な
に
遠
慮
し
な
い
で
。

丑
松
１	

私
か
ら
伺
い
ま
す
。
風
間
さ
ん
の
よ
う
に

登
場
人
物

瀬
川
丑
松
１

瀬
川
丑
松
２

瀬
川
丑
松
３

銀
之
助

敬
之
進

お
志
保

お
志
保
？

牛
藤
村
１

牛
藤
村
２

牛
藤
村
３

牛
神

【
０
】

牛
神	

総
て
は
今
こ
の
瞬
間
に
起
き
て
い
る
。

	

こ
の
瞬
間
こ
そ
が
、
過
去
や
未
来
も
変
え

	

る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

お
志
保
？	

は
じ
め
ま
し
て
。
私
は
小
説
「
破
戒
」
に

	

登
場
す
る
。
お
志
保
と
言
う
者
で
す
。

	

皆
さ
ん
、ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
が
「
破
戒
」

	

の
作
者
は
、
島
崎
藤
村
で
す
。

	

随
分
と
前
に
書
か
れ
た
小
説
で
す
の
で
、

	

古
く
感
じ
る
所
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

	

古
さ
も
文
学
的
な
味
わ
い
と
し
て
、
受
け

	

止
め
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

	

島
崎
藤
村
は
、
小
諸
に
住
ん
で
い
た
こ
と

	

が
あ
り
ま
し
た
。
小
諸
で
の
生
活
が「
破
戒
」

	

の
世
界
観
を
作
っ
た
と
思
い
ま
す
。
浅
間

	

山
の
雄
大
な
自
然
と
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々

	

の
営
み
に
、
島
崎
藤
村
は
、
豊
か
な
時
間

	

の
流
れ
を
感
じ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

【
１
】

牛
神	

島
崎
藤
村
「
破
戒
」。
こ
れ
よ
り
開
演
い
た

	

し
ま
す
。

牛
藤
村
１	

こ
れ
は
過
去
の
物
語
で
あ
る
。
過
去
に
は

	

後
の
時
代
に
取
っ
て
、
反
省
す
べ
き
事
柄

	

も
多
い
。

	

過
去
こ
そ
、
真
実
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

	

天
長
節
の
夜
。
宿
直
の
当
番
で
あ
っ
た
の

	

で
、
教
員
の
瀬
川
丑
松
と
土
屋
銀
之
助
は

	

小
学
校
に
残
っ
た
。

牛
藤
村
２	

風
間
敬
之
進
は
心
細
く
、
名
残
惜
し
く
な
っ

	

て
、
い
つ
ま
で
も
去
り
兼
ね
る
様
子
。

牛
藤
村
１	

宿
直
室
の
時
計
は
九
時
を
打
っ
た
。
丑
松

	

は
見
廻
り
に
行
き
、
二
十
分
ほ
ど
で
帰
っ

	

て
来
た
。

牛
藤
村
３	

銀
之
助
。

銀
之
助	

お
い
、
ど
う
し
た
？

牛
藤
村
３	

敬
之
進
。

敬
之
進	

顔
色
が
悪
い
で
す
よ
。

牛
藤
村
３	

丑
松
。

丑
松
１	

実
は
、
不
思
議
な
こ
と
が
あ
る
ん
だ
。

丑
松
２	

校
舎
を
廻
っ
て
運
動
場
に
行
く
と
、
誰
か

	

呼
ぶ
声
が
す
る
。
そ
れ
は
、
僕
の
親
父
の

	

声
な
ん
だ
。

牛
藤
村
３	

銀
之
助
。

銀
之
助	

妙
な
こ
と
が
有
る
も
の
だ
な
。

牛
藤
村
３	
敬
之
進
。

敬
之
進	
ど
ん
な
風
に
呼
び
ま
し
た
？

牛
藤
村
３	

丑
松
ぅ
。

丑
松
３	

丑
松
、
丑
松
と
つ
づ
け
ざ
ま
に
。

牛
藤
村
３	

敬
之
進
。

敬
之
進	

名
前
を
？

牛
藤
村
３	

丑
松
。

丑
松
１	

確
か
に
呼
ん
だ
ん
で
す
。
親
父
の
声
だ
っ

	

た
。

牛
藤
村
３	

銀
之
助
。

銀
之
助	

お
父
さ
ん
は
西
乃
入
の
牧
場
だ
ろ
う
。

	

あ
ん
な
遠
く
か
ら
、
ま
さ
か
。

牛
藤
村
３	

丑
松
ぅ
ぅ
。

丑
松
２	

ま
た
声
が
！　

も
う
一
度
行
っ
て
き
ま
す
。

牛
藤
村
３	

敬
之
進
。

敬
之
進	

ど
う
も
気
掛
か
り
だ
。
我
々
も
行
こ
う
か
。

牛
藤
村
３	

銀
之
助
。

銀
之
助	

そ
う
で
す
ね
。

牛
藤
村
２	

丑
松
は
、
声
の
す
る
方
を
辿
っ
て
行
っ
た
。

牛
藤
村
３	

丑
松
、
丑
松
。

丑
松
３	

お
と
っ
さ
ん
、
お
と
っ
さ
ん
。

丑
松
１	

ま
た
声
が
聞
え
る
。

牛
藤
村
３	

銀
之
助
。

銀
之
助	

お
い
、
大
丈
夫
か
？
何
も
聞
こ
え
な
か
っ

	

た
ぞ
。

牛
藤
村
３	

敬
之
進
。

敬
之
進	

吾
輩
に
も
聞
こ
え
な
い
。
き
っ
と
幻
聴
だ

	

よ
。

牛
藤
村
３	

銀
之
助
。

銀
之
助	

ま
あ
、
気
に
す
る
な
。
ち
ょ
っ
と
疲
れ
て

	

い
る
ん
だ
よ
。

牛
藤
村
２	

翌
日
の
朝
。
丑
松
は
父
の
死
を
知
ら
せ
る

	

電
報
を
受
け
と
っ
た
の
で
あ
る
。

	

父
は
西
乃
入
の
牧
場
で
、
気
性
の
荒
い
種

	

牛
に
襲
わ
れ
亡
く
な
っ
た
。

牛
藤
村
１	

丑
松
、
隠
せ
。
い
か
な
る
目
に
遇
お
う
と
、

	

い
か
な
る
人
に
巡
り
合
お
う
と
決
っ
し
て

	

打
明
け
る
な
。

牛
藤
村
２	

一
時
の
感
情
や
気
の
迷
い
で
、
こ
の
戒
を

	

破
っ
た
な
ら
、
世
の
中
か
ら
捨
て
ら
れ
た

	

も
の
と
思
え
。

牛
藤
村
１
・
２ 

隠
せ
。
隠
せ
。
絶
対
に
隠
せ
。

	

こ
れ
が
世
に
出
て
身
を
立
て
る
穢
多
の
秘

	

訣
じ
ゃ
。

戯曲　『破戒』



NAGANO ORGANIC AIR NAGANO ORGANIC AIR 076077

戯曲　『破戒』

【
７
】

牛
藤
村
２	
こ
の
大
雪
を
衝
い
て
、
市
村
弁
護
士
と
蓮

	

太
郎
の
二
人
が
飯
山
へ
乗
込
ん
で
来
る
、

	

と
い
う
噂
は
学
校
に
居
る
丑
松
の
耳
に
ま

	

で
入
っ
た
。

牛
藤
村
１	

そ
の
日
は
宿
直
の
当
番
と
し
て
、
丑
松
と

	

銀
之
助
は
学
校
に
居
残
る
こ
と
に
成
っ
た
。

牛
藤
村
２	

も
っ
と
も
銀
之
助
は
用
事
が
有
る
と
出
て

	

行
っ
て
、
日
暮
に
な
っ
て
も
帰
っ
て
来
な

	

か
っ
た
。

牛
藤
村
１	

蓮
華
寺
の
鐘
の
音
が
宿
直
室
の
ガ
ラ
ス
窓

	

に
響
い
て
聞
え
る
頃
、

牛
藤
村
２	

こ
と
に
烈
し
い
胸
騒
ぎ
を
覚
え
て
、
何
と

	

な
く
お
志
保
の
身
も
案
じ
ら
れ
る
。

牛
藤
村
１	

様
々
な
想
像
に
耽
り
な
が
ら
、
悄
然

	

と
ラ
ン
プ
の
火
を
見
つ
め
て
居
る
う
ち
に

牛
藤
村
１
・
２ 

お
志
保
が
入
っ
て
来
た
。

丑
松
３	

お
志
保
さ
ん
。

丑
松
１	

ど
う
し
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
。

牛
藤
村
３	

お
志
保
。

お
志
保	

何
故
、
父
や
弟
に
ば
か
り
親
切
に
し
て
、

	

私
に
は
よ
そ
よ
そ
し
い
の
。
何
故
、
優
し

	

い
言
葉
の
一
つ
も
懸
け
て
く
れ
な
い
の
。

	

何
故
、
口
唇
は
言
い
た
い
こ
と
も
言
わ
な

	

い
で
、
堅
く
閉
じ
、
塞
が
っ
て
恐
れ
と
苦

	

し
み
と
で
震
え
て
い
る
の
。
今
の
私
を
見

	

て
。

牛
藤
村
３	

銀
之
助
。

銀
之
助	

見
給
え
、
君
が
あ
ま
り
沈
ん
で
い
る
か
ら
、

	

だ
か
ら
君
は
誤
解
さ
れ
る
ん
だ
。

丑
松
２	

誤
解
さ
れ
る
と
は
？

牛
藤
村
３	

銀
之
助
。

銀
之
助	

君
を
穢
多
だ
な
ん
て
、
実
に
途
方
も
な
い

	

こ
と
を
言
う
人
も
い
る
。

丑
松
３	

誰
が
そ
ん
な
事
を
？

牛
藤
村
３	

銀
之
助
。

牛
藤
村
１	

身
を
震
わ
せ
な
が
ら
、
さ
も
甘
そ
う
に
地

	

酒
を
飲
む
。

敬
之
進	

我
輩
も
学
校
を
辞
め
て
か
ら
、
こ
れ
と
い

	

う
用
が
無
い
も
ん
だ
か
ら
、
釣
り
な
ぞ
を

	

始
め
た
。

牛
藤
村
３	

丑
松
。

丑
松
２	

こ
の
雪
の
中
で
釣
れ
る
ん
で
す
か
。

牛
藤
村
３	

敬
之
進
。

敬
之
進	

素
人
は
こ
れ
だ
か
ら
困
る
。
冬
は
ま
た
冬

	

で
、
人
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
に
面
白
味
が

	

あ
る
。

	

な
に
、
風
さ
え
な
け
り
ゃ
、
そ
う
思
っ
た

	

程
で
も
な
い
よ
。
し
か
し
、
な
に
が
辛
い

	

と
言
っ
た
っ
て
、
用
が
な
く
て
生
き
て
居

	

る
ほ
ど
世
の
中
に
辛
い
こ
と
は
無
い
ね
。

	

実
は
、
こ
な
い
だ
、
娘
に
逢
い
ま
し
た
。

丑
松
３	

お
志
保
さ
ん
に
。

牛
藤
村
３	

敬
之
進
。

敬
之
進	

娘
の
方
か
ら
逢
っ
て
く
れ
ろ
と
い
う
。
も
っ

	

と
も
、
我
輩
も
ね
、
成
る
べ
く
娘
に
は
逢

	

わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
何

	

か
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
る
と
言
う
も
ん

	

だ
か
ら
、
久
し
振
に
逢
っ
て
み
た
。
も
う

	

ど
う
し
て
も
蓮
華
寺
に
は
い
ら
れ
な
い
、

	

一
日
も
早
く
家
へ
帰
る
よ
う
に
し
て
く
れ
、

	

頼
む
、
と
言
う
。
事
情
を
聞
い
て
見
る
と

	

無
理
も
な
い
。
そ
の
時
、
我
輩
も
始
め
て

	

あ
の
住
職
の
性
質
を
知
っ
た
よ
う
な
訳
さ
。

牛
藤
村
３	

丑
松
。

丑
松
１	

性
質
と
言
う
と
？

牛
藤
村
３	

敬
之
進
。

敬
之
進	

よ
く
世
間
に
は
立
派
な
人
物
だ
と
言
わ
れ

	

て
い
な
が
ら
、
女
と
い
う
も
の
に
か
け
て
、

	

非
常
に
弱
い
男
が
あ
る
も
の
だ
ね
。
蓮
華

	

寺
の
住
職
も
や
は
り
そ
う
だ
ろ
う
と
思
う

	

よ
。
娘
は
も
う
悲
い
や
ら
恐
し
い
や
ら
で
、

	

夜
も
寝
ら
れ
な
い
と
言
う
。
一
日
も
早
く

	

引
取
り
た
い
が
、
ま
た
娘
が
飛
込
ん
で
来

	

て
見
給
え
。
八
人
の
親
子
が
ど
う
し
て
食

	

え
よ
う
。
娘
に
帰
れ
と
は
言
わ
れ
な
い
。

	

先
方
が
親
ら
し
い
行
為
を
し
な
い
ま
で
も
、

	

こ
れ
ま
で
育
て
て
貰
っ
た
恩
義
も
有
る
。

	

一
旦
、
蓮
華
寺
の
娘
と
成
っ
た
以
上
は
、

	

ど
ん
な
辛
い
こ
と
が
あ
ろ
う
と
決
し
て
家

	

へ
帰
る
な
。

	

そ
こ
を
勤
め
抜
く
の
が
孝
行
と
い
う
も
の

	

だ
。
と
ま
あ
、無
理
や
り
娘
を
追
立
て
た
よ
。

牛
藤
村
３	

丑
松
。

丑
松
２	

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
、
お
志
保
さ
ん
が
そ

	

ん
な
辛
い
思
い
を
し
て
い
た
な
ん
て
。

牛
藤
村
３	

敬
之
進
。

敬
之
進	

吾
輩
は
情
け
な
い
父
親
だ
よ
。

	

退
職
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
恩
給
を
受
け

	

さ
し
て
頂
く
訳
に
参
り
ま
せ
ん
も
の
で

	

し
ょ
う
か
。

牛
藤
村
３	

無
論
で
す
、
そ
ん
な
こ
と
は
。
小
学
校
令

	

の
規
則
を
出
し
て
御
覧
な
さ
い
。

丑
松
２	

そ
り
ゃ
あ
規
則
は
規
則
で
す
け
れ
ど
。

牛
藤
村
３	

恩
給
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
人
は
、
満	

	

十
五
ヶ
年
以
上
、
在
職
し
た
も
の
に
限
っ	

	

た
話
で
す
。
彼
は
十
四
ヶ
年
と
六
ヶ
月
に	

	

し
か
な
ら
な
い
。

丑
松
３	

で
も
、
わ
ず
か
半
年
の
こ
と
で
。

牛
藤
村
３	

そ
れ
を
許
し
た
ら
際
限
が
無
い
。
恩
給
の	

	

こ
と
は
諦
め
て
養
生
な
さ
い
。

丑
松
１	

ど
う
で
す
、
貴
方
か
ら
も
御
願
い
し
て
み	

	

て
は
、

牛
藤
村
１	
敬
之
進
。

敬
之
進	
い
え
、
今
の
御
話
を
伺
え
ば
。
お
言
葉
に	

	

従
っ
て
、
諦
め
る
よ
り
外
は
な
い
と
思
い	

	

ま
す
。

牛
神	

軽
蔑
。
嫉
妬
。
憎
悪
。
そ
し
て
、
差
別
。	

	

人
間
が
奥
底
に
抱
え
る
闇
の
冷
た
さ
を
感	

	

じ
る
。

	

牛
、
牛
、
牛
。
我
は
、
牛
神
な
り
。

【
５
】

牛
藤
村
２	

も
と
よ
り
銀
之
助
は
丑
松
の
素
性
を
知
る	

	

筈
が
な
い
。
二
人
は
長
野
の
師
範
校
に
い	

	

る
頃
か
ら
、
気
の
合
っ
た
友
達
だ
っ
た
。

牛
藤
村
１	

あ
の
頃
に
比
べ
る
と
丑
松
は
変
っ
た
。
以	

	

前
の
快
活
さ
を
失
っ
た
。

牛
藤
村
３	

銀
之
助
。

銀
之
助	

ど
う
に
も
気
掛
か
り
で
、
蓮
華
寺
に
尋
ね	

	

て
行
っ
た
。
苔
蒸
し
た
石
の
階
段
を
上
り
、	

	

落
葉
を
掃
い
て
い
た
寺
男
に
、
瀬
川
君
は	

	

お
り
ま
す
か
。
と
聞
く
、
寺
男
は
蔵
裏
の	

	

方
へ
見
に
行
っ
た
。
急
に
声
が
し
た
。

丑
松
１	

ま
あ
、
あ
が
り
た
ま
え
。

銀
之
助	

見
る
と
瀬
川
君
が
二
階
の
障
子
を
開
け
て
、	

	

顔
を
出
し
た
。
私
は
暗
い
梯
子
段
を
あ
が
っ

	

た
。

牛
藤
村
２	

机
の
上
に
は
『
懴
悔
録
』

牛
藤
村
３	

銀
之
助
。

銀
之
助	

よ
く
君
は
引
っ
越
し
て
歩
く
ね
。
部
屋
は
、	

	

前
の
下
宿
の
方
が
よ
さ
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
。

丑
松
２	

こ
こ
の
、
鼠
が
多
い
の
に
は
驚
い
た
。

牛
藤
村
３	

銀
之
助
。

銀
之
助	

鼠
？

丑
松
３	

昨
夜
は
枕
元
に
も
来
た
よ
。
今
朝
そ
の
話	

	

を
し
た
ら
、
奥
様
の
言
草
が
面
白
い
。

丑
松
１	

猫
を
飼
っ
て
鼠
を
捕
ら
せ
る
よ
り
、
自
然	

	

に
任
せ
て
養
っ
て
や
る
の
が
慈
悲
だ
。

丑
松
２	

食
物
さ
え
宛
行
っ
て
や
れ
ば
、
そ
ん
な
に

	

悪
さ
す
る
動
物
ぢ
ゃ
な
い
。

丑
松
３	

う
ち
の
鼠
は
温
順
し
い
か
ら
御
覧
な
さ

	

い
っ
て
。
そ
う
言
わ
れ
て
見
る
と
、
少
し	

	

も
人
を
恐
れ
な
い
。
白
昼
で
す
ら
出
て
遊	

	

ん
で
い
る
。

牛
藤
村
３	

銀
之
助
。

銀
之
助	

奥
様
と
い
う
人
は
変
っ
た
人
だ
ね
。

丑
松
１	

普
通
の
人
よ
り
宗
教
的
な
と
こ
ろ
が
あ
る	

	

の
さ
。

牛
藤
村
３	

銀
之
助
。

銀
之
助	

他
に
は
ど
ん
な
人
が
い
る
ん
だ
？

丑
松
２	
子
坊
主
が
一
人
。
下
女
。
そ
れ
に
庄
太
と	

	
い
う
寺
男
。

丑
松
３	

そ
れ
か
ら
、
風
間
さ
ん
の
娘
で
、
こ
の
お	

	

寺
に
貰
わ
れ
て
来
て
い
る
、
お
志
保
さ
ん
。

牛
藤
村
３	

銀
之
助
。

銀
之
助	

風
間
さ
ん
の
娘
が
。

丑
松
１	

そ
う
。
お
志
保
さ
ん
は
、
僕
た
ち
の
来
る	

	

前
の
年
に
学
校
を
卒
業
し
た
人
だ
よ
。

お
志
保
？	

明
治
元
年
。
天
皇
陛
下
が
ご
誓
文
を
出
さ	

	

れ
て
、
我
が
国
は
近
代
国
家
の
仲
間
入
り	

	

を
果
た
し
ま
し
た
。
士
農
工
商
の
身
分
制	

	

度
の
廃
止
。
明
治
四
年
に
は
解
放
令
に
よ

	

て
穢
多
、
非
人
と
い
う
身
分
の
区
別
も
廃

	

止
さ
れ
ま
し
た
。
我
が
国
は
天
皇
陛
下
の	

	

も
と
、総
て
の
国
民
が
平
等
な
の
で
す
。
と
、

	

私
は
学
校
で
教
わ
り
ま
し
た
。
で
も
、
本

	

当
に
平
等
な
の
で
し
ょ
う
か
？

【
６
】

牛
藤
村
１	

一
膳
め
し
、
笹
屋
。
表
の
障
子
を
開
け
て

	

入
る
と
、
の
み
く
い
し
て
い
る
二
、三
の
客
。

	

主
婦
さ
ん
は
流
許
に
行
っ
た
り
、
竈
の
前

	

に
立
っ
た
り
し
て
、
忙
し
そ
う
に
働
い
て

	

い
た
。

牛
藤
村
３	

丑
松
。

丑
松
１	

主
婦
さ
ん
、
何
か
あ
り
ま
す
か
。

牛
藤
村
２	

川
魚
の
煮
い
た
の
に
、
豆
腐
の
汁
な
ら
ご

	

わ
す
。

丑
松
２	

そ
ん
な
ら
両
方
貰
い
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
で

	

一
杯
飲
ま
し
て
下
さ
い
。

牛
藤
村
３	

敬
之
進
。

敬
之
進	

よ
う
、
め
ず
ら
し
い
御
客
様
が
来
て
ま
す

	

ね
。

牛
藤
村
３	

丑
松
。

丑
松
３	

風
間
さ
ん
、
釣
り
で
す
か
。
ち
っ
た
あ
釣

	

れ
ま
し
た
か
ね
。

牛
藤
村
３	

敬
之
進
。

敬
之
進	

獲
物
な
し
さ
。
朝
か
ら
寒
い
思
を
し
て
、

	

一
匹
も
釣
れ
な
い
。

牛
藤
村
３	

丑
松
。

丑
松
１	

と
り
あ
え
ず
、
一
つ
差
上
げ
ま
し
ょ
う
。

牛
藤
村
３	

敬
之
進
。

敬
之
進	

君
か
ら
盃
を
貰
お
う
と
は
。
道
理
で
今
日

	

は
釣
れ
な
い
訳
だ
。
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丑
松
１	
明
日
、
学
校
へ
行
っ
て
打
ち
明
け
よ
う
。

	
教
員
仲
間
に
も
、
生
徒
に
も
話
そ
う
。

牛
藤
村
１	

丑
松
は
新
し
い
暁
の
近
づ
い
た
こ
と
を

	

知
っ
た
。

【
10
】

牛
藤
村
３	

学
校
へ
行
く
支
度
を
す
る
為
、
丑
松
は
朝

	

早
く
蓮
華
寺
へ
戻
っ
た
。
朝
飯
の
後
、
机

	

に
向
っ
て
進
退
伺
を
書
い
た
。
冬
の
朝
日

	

が
射
す
障
子
を
開
け
て
、
雪
に
包
ま
れ
た

	

町
々
を
眺
め
る
。

	

家
と
家
と
の
間
か
ら
は
小
学
校
の
建
物
も
、

	

朝
日
を
う
け
た
。
し
ば
ら
く
眺
め
入
っ
て

	

居
た
が
、
胸
に
浮
ん
だ
の
は
『
懴
悔
録
』

	

第
一
章
、『
我
は
穢
多
な
り
』
と
書
起
し
て

	

あ
っ
た
の
を
今
更
の
よ
う
に
新
し
く
感
じ

	

て
、
告
白
す
る
よ
う
に
繰
返
し
た
。
我
は

	

穢
多
な
り
。
我
は
穢
多
な
り
。

	

蓮
華
寺
の
山
門
を
出
て
、
と
あ
る
町
の
角

	

で
、
向
こ
う
か
ら
巡
査
に
引
か
れ
て
来
る

	

男
に
出
逢
っ
た
。

	

黒
の
紋
付
羽
織
、
顔
こ
そ
隠
し
て
見
せ
な

	

い
が
、
当
世
風
の
紳
士
姿
は
、
高
柳
利
三

	

郎
と
知
れ
た
。
町
の
人
々
は
猪
子
蓮
太
郎

	

を
襲
っ
た
犯
人
だ
と
囁
き
合
っ
て
い
る
。

	

学
校
の
運
動
場
に
は
雪
が
積
上
げ
て
あ
っ

	

た
。

丑
松
２	

玄
関
も
、
廊
下
も
、
広
い
体
操
場
も
、
楽

	

し
そ
う
な
叫
び
声
で
満
ち
あ
ふ
れ
て
居
た
。

丑
松
３	

授
業
が
始
ま
る
ま
で
、
あ
ち
こ
ち
と
廻
っ

	

て
歩
く
と
、
大
鈴
の
音
が
響
き
渡
っ
た
。

丑
松
１	

湧
上
る
胸
の
想
い
を
制
え
な
が
ら
、
三
時

	

間
目
の
習
字
を
教
え
た
。

丑
松
２	

午
後
の
課
目
は
地
理
と
国
語
だ
っ
た
。

丑
松
３	

五
時
間
目
に
は
、
国
語
の
教
科
書
の
他
に
、

	

習
字
の
清
書
、
作
文
の
帳
面
、
そ
ん
な
も

	

を
話
し
た
。

丑
松
２	

日
暮
れ
頃
、
お
志
保
さ
ん
は
郵
便
を
出
す

	

と
言
っ
て
出
た
っ
き
り
、
帰
っ
て
来
な
い

	

と
の
こ
と
。

丑
松
３	

箪
笥
の
上
に
置
い
て
行
っ
た
手
紙
は
奥
様

	

へ
宛
て
た
も
の
で
。

丑
松
１	

そ
の
中
に
は
、
自
分
一
人
の
為
に
様
々
な

	

迷
惑
を
掛
け
る
よ
う
で
は
、
義
理
あ
る
両

	

親
に
申
訳
が
無
い
。
な
ど
と
書
い
て
あ
っ

	

た
。

牛
藤
村
１	

奥
様
。
心
配
で
眠
り
ま
せ
ん
で
し
た
よ
。

	

今
朝
早
く
人
を
見
さ
せ
に
や
り
ま
し
た
。

	

父
親
さ
ん
の
方
へ
帰
っ
て
居
る
ら
し
い
。

	

和
尚
さ
ん
だ
っ
て
眼
が
覚
め
ま
し
た
ろ
う

	

よ
、
今
度
と
い
う
今
度
は
。

牛
藤
村
２	

奥
様
が
出
て
行
っ
た
後
、
し
ば
ら
く
丑
松

	

は
古
壁
に
よ
り
か
か
っ
て
居
た
。

丑
松
２	

釣
り
と
昼
寝
と
酒
よ
り
外
に
は
働
く
気
の

	

な
い
父
親
。

丑
松
３	

あ
の
家
へ
帰
っ
た
と
し
て
も
、
果
し
て
こ

	

れ
か
ら
、
お
志
保
さ
ん
は
ど
う
な
る
だ
ろ

	

う
。

丑
松
１	

言
う
に
言
わ
れ
ぬ
悲
し
い
心
地
に
な
っ
た
。

牛
藤
村
１	

急
に
丑
松
は
壁
を
離
れ
た
。
廊
下
を
通
り

	

抜
け
、
蓮
華
寺
の
門
を
出
た
。

丑
松
２	

猪
子
先
生
の
事
を
考
え
な
が
ら
、
千
曲
川

	

の
畔
へ
出
た
。
先
生
に
自
分
の
こ
と
を
話

	

そ
う
。

丑
松
３	

煙
る
夜
の
空
気
を
浴
び
、
や
っ
て
来
る
人

	

影
を
認
め
た
。
演
説
会
が
終
っ
た
と
こ
ろ

	

だ
。

丑
松
１	

皆
、
激
昂
し
た
り
、
憤
慨
し
た
り
し
て
、

	

聴
衆
の
群
は
雪
を
踏
ん
で
ぞ
ろ
ぞ
ろ
帰
っ

	

て
来
る
。

丑
松
２	

猪
子
先
生
の
演
説
は
深
い
感
動
を
町
の

	

人
々
に
伝
え
た
ら
し
い
。

牛
藤
村
２	

宿
に
行
っ
て
逢
お
う
。
こ
う
考
え
て
歩
い

	

た
。
表
に
立
っ
て
覗
い
て
見
る
と
、
取
込

	

ん
だ
こ
と
で
も
有
る
の
か
人
々
が
出
入
し

	

て
居
る
。
亭
主
で
あ
ろ
う
男
を
呼
留
め
て
、

	

蓮
太
郎
の
こ
と
を
尋
ね
た
。
す
る
と
亭
主

	

の
口
か
ら
意
外
な
報
知
を
聴
い
た
。

丑
松
３	

法
福
寺
の
門
前
で
猪
子
先
生
が
襲
わ
れ
た
。

牛
藤
村
１	

丑
松
は
亭
主
の
後
に
つ
い
て
法
福
寺
へ
と

	

急
い
だ
。

牛
藤
村
２	

丑
松
が
駈
付
け
た
時
は
、
間
に
合
わ
な
か
っ

	

た
。
聞
い
て
見
る
と
、
蓮
太
郎
は
石
か
何

	

か
で
烈
し
く
殴
ら
れ
た
。
何
の
抵
抗
も
出

	

来
な
か
っ
た
ら
し
い
。
血
が
雪
の
上
を
流

	

れ
て
い
た
。

牛
藤
村
１	

思
わ
ず
蓮
太
郎
の
耳
へ
口
を
寄
せ
た
。

牛
藤
村
２	

蓮
太
郎
の
蒼
ざ
め
た
頬
へ
自
分
の
頬
を
押

	

し
宛
て
て
、
呼
ん
で
見
て
も
、

牛
藤
村
１	

月
の
光
は
青
白
く
落
ち
て
、
死
の
思
い
を

	

添
え
る
の
で
あ
っ
た
。

丑
松
１	

先
生
、
先
生
。

牛
藤
村
２	

そ
し
て
亭
主
は
、
だ
ら
り
と
垂
れ
た
蓮
太

	

郎
の
手
を
胸
の
上
に
組
合
せ
た
。

牛
藤
村
１	

戸
板
に
載
せ
、
上
か
ら
外
套
を
懸
け
て
、

	

宿
に
向
け
て
出
掛
け
た
頃
は
、
月
も
落
ち

	

か
か
っ
て
居
た
。

丑
松
２	

さ
く
さ
く
と
音
の
す
る
雪
を
踏
ん
で
、
猪

	

子
先
生
の
一
生
を
考
え
な
が
ら
つ
い
て

	

行
っ
た
。

丑
松
３	

我
は
穢
多
を
恥
と
せ
ず
。
そ
の
言
葉
が
心

	

に
浮
か
ん
だ
。

牛
藤
村
２	

自
分
は
隠
蔽
そ
う
と
し
て
、
そ
の
為
に
一

	

時
も
自
分
を
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

	

た
。

	

自
分
で
自
分
を
欺
い
て
居
た
。
何
を
思
い
、

	

何
を
煩
う
。

丑
松
（
全
員
） 

我
は
穢
多
な
り
。

銀
之
助	

僕
は
青
年
時
代
の
悲
し
み
と
い
う
こ
と
を

	

考
え
る
と
、
い
つ
も
君
の
為
に
泣
き
た
く

	

な
る
。

	

実
際
、
僕
は
君
の
心
情
を
察
し
て
い
る
。

	

君
の
慕
っ
て
い
る
人
に
就
い
て
も
、
僕
は

	

同
情
を
寄
せ
て
い
る
。

	

君
か
ら
切
出
し
て
く
れ
る
と
、
お
よ
ば
ず

	

な
が
ら
出
来
る
だ
け
の
こ
と
は
尽
す
よ
。

牛
藤
村
１
・
２ 

隠
せ
。
隠
せ
。
絶
対
に
隠
せ
。

	

こ
れ
が
世
に
出
て
身
を
立
て
る
穢
多
の
秘

	

訣
じ
ゃ
。

丑
松
（
全
員
）　

お
と
っ
さ
ん
、
お
と
っ
さ
ん
。

牛
藤
村
３	

丑
松
は
自
ら
の
叫
び
声
で
、
夢
か
ら
目
を

	

覚
ま
し
た
の
で
あ
る
。

牛
神	

迷
い
と
葛
藤
の
中
に
、
別
れ
と
苦
し
み
の

	
懐
古
園
。

	
黄
金
の
寅
が
、
独
り
侘
し
く
草
笛
を
聴
く
。

	

嗚
呼
、
桜
の
花
よ
。

【
８
】

牛
藤
村
１	

月
曜
の
朝
早
く
校
長
は
小
学
校
へ
出
勤
し

	

た
。

牛
藤
村
２	

応
接
室
の
側
の
一
間
を
自
分
の
部
屋
と
定

	

め
、
毎
朝
授
業
の
始
ま
る
前
に
は
、

牛
藤
村
１	

そ
こ
に
閉
籠
る
の
が
癖
。

牛
藤
村
２	

そ
れ
は
事
務
の
支
度
を
す
る
為
で
も
あ
っ

	

た
が
、
ま
た
一
つ
に
は
職
員
達
の
不
平
と
、

	

煙
草
の
臭
気
を
避
け
る
為
で
も
あ
っ
た
。

牛
藤
村
１	

戸
を
叩
く
も
の
が
有
る
。

牛
藤
村
２	

そ
の
音
で
、
す
ぐ
に
校
長
は
勝
野
文
平
と

	

い
う
こ
と
を
知
っ
た
。

牛
藤
村
１	

校
長
は
こ
う
し
て
、
お
気
入
り
の
教
員
か

	

ら
報
告
を
聞
く
の
で
あ
る
。

牛
藤
村
２	

い
つ
の
間
に
か
二
人
は
丑
松
の
噂
を
始
め

	

た
。
校
長
。

牛
藤
村
３	

勝
野
君
。
君
は
、
妙
な
こ
と
を
言
っ
た
ね
。

	

ど
う
も
君
の
話
は
要
領
を
え
ず
、
解
り
に

	

く
い
。

牛
藤
村
１	

勝
野
文
平
。

牛
藤
村
３	

一
生
の
名
誉
に
関
わ
る
こ
と
を
、
迂
濶
に

	

は
し
ゃ
べ
れ
な
い
じ
ゃ
有
ま
せ
ん
か
。
ま

	

あ
、
事
実
だ
と
し
た
ら
瀬
川
君
は
学
校
に

	

い
ら
れ
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

牛
藤
村
２	

校
長
。

牛
藤
村
３	

誰
か
ら
彼
の
こ
と
を
聞
い
た
の
か
ね
。

牛
藤
村
１	

勝
野
文
平
。

牛
藤
村
３	

妙
な
人
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
ま
あ
代
議
士

	

に
で
も
成
ろ
う
と
い
う
位
の
人
物
で
す
か

	

ら
、無
責
任
な
こ
と
を
言
う
筈
も
有
ま
せ
ん
。

牛
藤
村
２	

校
長
。

牛
藤
村
３	

代
議
士
に
で
も
？
高
柳
利
三
郎
か
。
益
々
、

	

気
に
な
る
。
は
っ
き
り
言
い
た
ま
え
。

牛
藤
村
１	

勝
野
文
平
。

牛
藤
村
３	

わ
か
り
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
お
耳
を
拝
借
。

	

ヒ
ソ
ヒ
ソ
ヒ
ソ
。

牛
藤
村
２	

校
長
。

牛
藤
村
３	

ま
さ
か
！
瀬
川
君
が
穢
多
だ
と
は
、
夢
に

	

も
思
わ
な
か
っ
た
。

お
志
保
？ 

明
治
三
十
二
年
。
島
崎
藤
村
は
小
諸
義
塾

	

の
英
語
教
師
と
し
て
小
諸
に
赴
任
し
、
六

	

年
間
暮
ら
し
ま
し
た
。

	

結
婚
し
て
、
子
も
授
か
り
ま
す
。
こ
の
頃

	

か
ら
そ
れ
ま
で
の
詩
作
か
ら
散
文
へ
と
転

	

回
し
て
い
き
ま
す
。

	

そ
し
て
、
小
諸
や
千
曲
川
一
帯
を
描
写
し

	

た「
千
曲
川
の
ス
ケ
ッ
チ
」を
書
き
ま
し
た
。

	

島
崎
藤
村
が
「
破
戒
」
を
書
き
始
め
た
の

	

も
こ
の
頃
か
ら
で
す
。

	

藤
村
は
小
諸
で
何
を
感
じ
て
「
破
戒
」
を

	

書
き
始
め
た
の
で
し
ょ
う
か
？

牛
神	

町
の
田
が
戸
惑
い
つ
つ
現
れ
た
朝
。
藤
の

	

澤
は
酒
に
、
呑
ま
る
る
。

	

我
。
迷
い
の
中
に
、
揺
蕩
う
。
知
ら
ぬ
間

	

に
蔵
へ
入
ら
ん
。

【
９
】

丑
松
１	

と
あ
る
店
の
横
手
に
、
貼
付
け
て
あ
る
広

	

告
が
目
に
つ
い
た
。

丑
松
２	

見
る
と
政
見
を
発
表
す
る
会
で
、
猪
子
先

	

生
の
名
前
も
一
緒
に
書
き
並
べ
て
あ
っ
た
。

丑
松
３	

会
場
は
法
福
寺
、
そ
の
日
の
午
後
六
時
か

	

ら
開
会
す
る
と
あ
る
。

丑
松
１	

日
暮
れ
を
待
っ
て
、
人
知
れ
ず
猪
子
先
生

	

に
逢
い
に
行
こ
う
。

牛
藤
村
２	

こ
う
考
え
て
、
蓮
華
寺
に
戻
り
部
屋
に
居

	

る
と
、
奥
様
が
入
っ
て
来
た
。

牛
藤
村
１	

こ
ん
な
こ
と
に
な
り
や
し
な
い
か
、
と
思
っ

	

て
私
も
心
配
し
て
い
た
ん
で
す
。

牛
藤
村
２	

と
前
置
を
し
て
、
奥
様
は
昨
宵
の
出
来
事
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り
ま
せ
ん
。

銀
之
助	

ほ
ん
と
に
？
僕
は
、
瀬
川
君
を
貴
方
に
助

	

け
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

お
志
保	

私
に
？

銀
之
助	

え
え
。
瀬
川
君
は
貴
方
の
こ
と
を
大
切
に

	

思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
素
性
を
考
え
及

	

ば
な
い
希
望
と
。

	

そ
れ
で
貴
方
に
、
今
ま
で
隠
し
て
い
た
素

	

性
を
告
白
け
た
の
で
す
。
瀬
川
君
の
真
情

	

が
解
り
ま
し
た
ら
、
助
け
て
や
ろ
う
と
い

	

う
考
え
を
、
持
っ
て
下
さ
る
こ
と
は
出
来

	

ま
す
ま
い
か
。

お
志
保	

も
う
私
は
、
そ
の
積
も
り
で
す
。

銀
之
助	

ま
だ
近
く
に
い
る
筈
だ
、
一
緒
に
探
し
ま

	

し
ょ
う
。

【
12
】

牛
藤
村
１	

丑
松
は
、

牛
藤
村
２	

雪
の
中
を

牛
藤
村
１	

千
曲
川
に
向
か
っ
て
、

牛
藤
村
２	

歩
い
て
い
っ
た
。

牛
藤
村
３	

丑
松
。

丑
松
１	

お
と
っ
さ
ん
。

丑
松
２	

私
は
戒
め
を
、

丑
松
３	

破
り
ま
し
た
。

牛
藤
村
１	

隠
せ
。
い
か
な
る
目
に
遇
お
う
と
、
い
か

	

な
る
人
に
巡
り
合
お
う
と
決
っ
し
て
打
明

	

け
る
な
、

牛
藤
村
２	

一
時
の
感
情
や
気
の
迷
い
で
、
こ
の
戒
を

	

破
っ
た
な
ら
、
世
の
中
か
ら
捨
て
ら
れ
た

	

も
の
と
思
え
。

牛
藤
村
３	

丑
松
。

丑
松
１	

私
は
、
世
の
中
か
ら
捨
て
ら
れ
る
。

丑
松
２	

生
き
る
の
が
、
怖
い
。

丑
松
３	

世
の
中
が
、
怖
い
。

丑
松
１	

人
間
が
、
怖
い
。

丑
松
２	

流
れ
る
血
が
、
怖
い
。

牛
藤
村
３	

丑
松
。

丑
松
３	

私
は
殺
さ
れ
る
の
で
す
か
？

丑
松
１	

な
ぜ
、
殺
さ
れ
る
の
で
す
？

丑
松
２	

人
間
で
は
な
い
か
ら
で
す
か
？

丑
松
３	

人
間
と
は
、
何
で
す
か
？

丑
松
１	

死
ぬ
と
、
ど
う
な
る
の
で
す
？

牛
藤
村
３	

丑
松
。

丑
松
２	

お
と
っ
さ
ん
、
答
え
て
下
さ
い
。

丑
松
３	

お
と
っ
さ
ん
、
寒
い
。

丑
松
１	

独
り
は
、
寒
い
で
す
。

丑
松
２	

死
ん
で
も
独
り
で
す
か
？

丑
松
３	

私
は
、
こ
こ
で

丑
松
（
全
員
） 

死
ぬ
の
で
す
ね
。

牛
神	

命
は
、
こ
の
瞬
間
に
生
き
て
い
る
。

牛
藤
村
１
・
２ 

こ
の
瞬
間
の
命
こ
そ
が
、

牛
神	

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

牛
藤
村
３	

銀
之
助
。

銀
之
助	
瀬
川
君
！

牛
藤
村
３	
お
志
保
。

お
志
保	

無
事
で
よ
か
っ
た
。

銀
之
助	

助
け
に
来
た
よ
。

丑
松
１	

助
け
に
？

お
志
保	

貴
方
は
、
も
う
独
り
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。

丑
松
２	

独
り
じ
ゃ
な
い
？

お
志
保	

そ
う
で
す
よ
。

銀
之
助	

僕
た
ち
は
、
仲
間
じ
ゃ
な
い
か
。

丑
松
３	

あ
り
が
と
う
。

牛
神	

運
命
の
流
れ
に
運
ば
れ
る
命
。

	

時
間
と
言
う
支
流
が
出
会
い
、
重
な
り
合
っ

	

て
、
や
が
て
時
代
と
い
う
大
き
な
流
れ
を

	

形
成
し
て
い
く
。

	

命
は
、
川
の
流
れ
の
様
に
出
会
い
を
重
ね

	

る
事
で
、
深
み
を
増
し
て
い
く
。

	

頼
も
し
き
か
な
命
。
牛
、
牛
、
牛
。
我
は
、

	

牛
神
な
り
。

	

命
を
見
つ
め
る
者
な
り
。

【
13
】

牛
藤
村
１	

こ
れ
は
過
去
の
物
語
で
あ
る
。

牛
藤
村
２	

過
去
に
は
後
の
時
代
に
取
っ
て
、
反
省
す

	

べ
き
事
柄
も
多
い
。

牛
藤
村
１	

過
去
こ
そ
、
真
実
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

牛
藤
村
２	

真
実
と
は
何
か
、
考
え
続
け
る
事
が
、
新

	

た
な
未
来
を
開
く
だ
ろ
う
。

牛
藤
村
３	

そ
し
て
瀬
川
丑
松
は
、
仲
間
達
の
助
け
を

	

借
り
、
新
た
な
広
い
世
界
へ
、
踏
み
出
し

	

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

お
志
保
？	

瀬
川
さ
ん
や
銀
之
助
さ
ん
と
の
出
会
い
が
、

	

私
の
生
き
方
を
変
え
ま
し
た
。

	

今
、
こ
の
瞬
間
を
大
切
に
し
て
、
私
は
生

	

き
て
い
ま
す
。

牛
神	

島
崎
藤
村
「
破
戒
」。
本
日
は
、
こ
れ
に
て

	

終
演
と
い
た
し
ま
す
。

	

の
を
一
緒
に
持
っ
て
教
室
へ
入
っ
た
。

丑
松
１	

教
科
書
に
取
掛
り
、
や
が
て
い
つ
も
の
半

	

分
ば
か
り
講
釈
し
た
と
こ
ろ
で
本
を
閉
じ

	

た
。

牛
藤
村
１
・
２ 

丑
松
。

丑
松
１	

皆
さ
ん
に
少
し
話
す
事
が
あ
り
ま
す
。

丑
松
２	

と
言
っ
て
生
徒
た
ち
を
眺
め
渡
す
。

丑
松
３	

私
は
皆
さ
ん
に
、
別
れ
を
告
げ
な
け
れ
ば

	

な
り
ま
せ
ん
。

牛
藤
村
１
・
２ 

丑
松
。

丑
松
１	

皆
さ
ん
も
御
存
じ
で
し
ょ
う
。

丑
松
２	

こ
の
山
国
に
住
む
人
々
を
分
け
て
見
る
と
、

	

お
お
よ
そ
五
通
り
に
別
れ
て
居
ま
す
。

丑
松
３	

そ
れ
は
旧
士
族
と
、
町
の
商
人
と
、
お
百

	

姓
と
、
僧
侶
、
そ
れ
か
ら
ま
だ
外
に

丑
松
１	
穢
多
と
い
う
階
級
が
あ
り
ま
す
。

丑
松
２	
も
し
そ
の
穢
多
が
こ
の
教
室
に
や
っ
て
来

	

て
、
皆
さ
ん
に
国
語
や
地
理
を
教
え
る
と

	

し
ま
し
た
ら
、
皆
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す

	

か
、
皆
さ
ん
の
父
親
さ
ん
や
母
親
さ
ん
は
、

	

ど
う
思
い
ま
し
ょ
う
か
。
実
は
、
私
は
そ

	

の
卑
賤
し
い
穢
多
の
一
人
で
す
。

牛
藤
村
１
・
２ 

丑
松
。

丑
松
３	

ど
う
ぞ
私
の
言
う
こ
と
、
よ
く
覚
え
て
置

	

い
て
下
さ
い
。
こ
れ
か
ら
五
年
十
年
と
経
っ

	

て
、
皆
さ
ん
が
小
学
校
時
代
の
こ
と
を
考

	

え
る
時
に
。
あ
の
教
室
で
、
先
生
に
習
っ

	

た
こ
と
が
有
っ
た
っ
け
。

牛
藤
村
１
・
２ 

丑
松
。

丑
松
１	

あ
の
穢
多
の
教
員
が
素
性
を
告
白
け
て
、

	

別
れ
を
述
べ
た
事
を
思
い
出
し
て
頂
き
た

	

い
の
で
す
。

	

私
は
卑
賤
し
い
生
れ
で
も
、
皆
さ
ん
が
立

	

派
な
考
え
を
御
持
ち
な
さ
る
よ
う
に
、
そ

	

れ
を
心
掛
け
て
教
え
た
積
り
で
す
。

牛
藤
村
３	

丑
松
。

丑
松
２	

皆
さ
ん
が
御
家
へ
御
帰
り
に
成
り
ま
し
た

	

ら
、
ど
う
ぞ
父
親
さ
ん
や
母
親
さ
ん
に
私

	

の
こ
と
を
話
し
て
下
さ
い
。
今
ま
で
隠
蔽

	

し
て
い
居
た
の
は
ま
っ
た
全
く
す
ま
な

	

か
っ
た
、
と
言
っ
て
、
皆
さ
ん
に
告
白
け

	

た
と
話
し
て
く
だ
さ
い
。

丑
松
（
全
員
） 

私
は
穢
多
で
す
。

丑
松
３	

不
浄
な
人
間
で
す
。

丑
松
１	

許
し
て
下
さ
い
。

牛
藤
村
２	

教
室
に
居
る
生
徒
は
総
立
ち
に
成
っ
た
。	

	

そ
の
時
、
大
鈴
の
音
が
響
き
渡
っ
た
。

	

教
室
の
戸
が
開
い
た
。
他
の
組
の
生
徒
も

	

教
師
も
出
て
来
た
。

牛
藤
村
１	

銀
之
助
は
職
員
室
で
、
丑
松
の
こ
と
を
耳

	

に
入
れ
職
員
室
を
飛
出
し
た
。

銀
之
助	

玄
関
を
横
切
っ
て
、
左
右
に
馳
違
う
生
徒

	

の
群
を
分
け
て
、
高
等
四
年
の
教
室
に
行
っ

	

て
み
る
と
、
廊
下
の
と
こ
ろ
に
校
長
、
教

	

師
五
六
人
、
中
に
文
平
も
、
そ
の
他
高
等

	

科
の
生
徒
が
瀬
川
君
を
と
り
ま
い
て
居
た
。

	

君
、
大
丈
夫
か
？
と
話
し
か
け
る
と
、
瀬

	

川
君
は
懐
か
ら
進
退
伺
い
を
取
り
出
し
て
、

	

こ
う
言
っ
た
。

丑
松
（
全
員
） 

許
し
て
く
れ
給
え
。
私
は
穢
多
で
す
。

銀
之
助	

君
の
決
意
は
わ
か
っ
た
。
こ
こ
は
任
せ
て
、

	

帰
り
た
ま
え
。

牛
藤
村
３	

丑
松
は
、
銀
之
助
に
促
さ
れ
学
校
を
出
て

	

行
っ
た
の
で
あ
る
。

お
志
保
？	
明
治
三
十
八
年
の
四
月
。
島
崎
藤
村
は
、

	
仕
上
げ
の
す
ん
で
い
な
い
「
破
戒
」
の
草

	

稿
を
携
え
、
幼
い
娘
達
や
妻
と
共
に
、
東

	

京
へ
引
っ
越
し
ま
し
た
。
上
京
間
も
な
い

	

五
月
に
、
三
女
が
ハ
シ
カ
か
ら
急
性
脳
膜

	

炎
を
わ
ず
ら
い
亡
く
な
り
ま
す
。「
破
戒
」

	

が
完
成
し
、
自
費
出
版
さ
れ
た
の
は
明
治

	

三
十
九
年
三
月
で
し
た
。
直
後
の
四
月
に

	

次
女
が
急
性
腸
カ
タ
ル
で
、
六
月
に
は
長

	

女
が
三
女
と
同
じ
経
緯
で
亡
く
な
り
ま
す
。

	

「
破
戒
」
完
成
の
前
後
、
藤
村
は
相
次
い
で

	

娘
達
を
失
い
ま
す
。

	

父
親
と
し
て
の
藤
村
は
、
ど
ん
な
想
い
を

	

抱
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
？

牛
神	

浅
間
か
ら
吹
き
抜
け
る
風
に
、
黄
金
の
稲

	

穂
が
騒
め
く
。

	

明
か
り
染
め
る
谷
に
、
武
者
が
一
瞬
を
捉

	

え
る
。

	

鈴
の
木
は
、
こ
こ
に
祈
り
を
捧
げ
、
総
て

	

を
潤
す
石
の
井
戸
が
、
黒
き
岩
を
噴
き
上

	

げ
る
力
の
源
な
り
。

	

牛
、
牛
、
牛
。
我
は
、
牛
神
な
り
。

【
11
】

銀
之
助	

瀬
川
君
は
き
っ
と
、
お
志
保
さ
ん
の
所
に

	

行
く
は
ず
だ
。

牛
藤
村
１	

銀
之
助
は
敬
之
進
の
住
居
を
訪
れ
た
。

牛
藤
村
２	

友
達
思
い
の
彼
は
心
配
し
な
が
ら
、
丑
松

	

を
追
っ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。

牛
藤
村
３	

銀
之
助
。

銀
之
助	

一
寸
伺
い
ま
す
が
、
瀬
川
君
は
こ
ち
ら
へ

	

参
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

牛
藤
村
３	

お
志
保
。

お
志
保	

さ
っ
き
御
帰
り
に
成
ま
し
た
。

銀
之
助	

さ
っ
き
？

お
志
保	

瀬
川
さ
ん
は
御
気
の
毒
な
様
子
で
し
た
。

	

私
は
穢
多
で
す
、
許
し
て
く
だ
さ
い
と
言
っ

	

て
、
出
て
行
っ
て
し
ま
わ
れ
ま
し
た
。

銀
之
助	

あ
な
た
も
驚
い
た
で
し
ょ
う
。

お
志
保	

い
い
え
、
前
に
文
平
さ
ん
か
ら
聞
き
ま
し

	

た
か
ら
。

銀
之
助	

勝
野
君
か
ら
？

お
志
保	

瀬
川
さ
ん
の
こ
と
を
、
そ
れ
は
酷
い
悪
口

	

を
仰
い
ま
し
た
よ
。
私
は
、
気
の
毒
で
な
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お
松	

あ
、
喉
が
乾
い
て
水
が
ほ
し
い
っ
て
こ
と
？

忠
助	

（
う
な
ず
き
な
が
ら
）
喉
乾
い
だ
、
が
っ
こ

お
松	

ち
い
っ
と
待
っ
と
っ
て
な
（
キ
ヨ
に
）

	

ほ
ら
分
か
っ
た
ら

キ
ヨ	

ワ
シ
に
は
そ
れ
や
ら
な
か
っ
た
に
！

忠
助	

が
っ
こ
～

キ
ヨ	

分
か
っ
た
分
か
っ
た
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
と

	

れ
、
い
ま
出
し
て
や
る
で

お
松	

キ
ヨ
さ
、
す
ま
ん
な

キ
ヨ	

（
ブ
ツ
ブ
ツ
と
）
そ
り
ゃ
喉
に
手
を
か
け
た

	

ら
喉
渇
い
て
水
が
ほ
し
い
っ
て
わ
か
る
に
、

	

最
初
か
ら
そ
れ
や
っ
た
ら
分
か
っ
た
わ
…
…

　
　

キ
ヨ
、
ブ
ツ
ブ
ツ
と
言
い
な
が
ら
去
る
。

忠
助	

う
～

お
松	

（
忠
助
に
）
が
っ
こ
て
水
か
？

忠
助	

な
も
ち
が
う

お
松	

え
？　

ち
が
う
？

忠
助	

が
っ
こ
は
が
っ
こ

お
松	

だ
か
ら
水
の
こ
と
だ
ら
？

忠
助	

が
っ
こ

お
松	

…
…
お
前
さ
、
ど
っ
か
ら
来
た
？

忠
助	

こ
ご
は
、
お
伊
勢
さ
ま
だ
が
？

お
松	

え
、
な
に
？

忠
助	

こ
ご
は
お
伊
勢
さ
ま
だ
が
？

お
松	

お
伊
勢
さ
ま
っ
て
、
お
伊
勢
参
り
の
お
伊

	

勢
さ
ま
？

忠
助	

ん
だ
、
伊
勢
神
宮
は
こ
の
辺
だ
が
？

お
松	

…
…
お
前
さ
、
お
伊
勢
参
り
へ
行
く
ん
か
？

忠
助	

ん
だ

お
松	

…
…
こ
こ
は
新
野
だ
に

忠
助	

…
…
に
い
の
だ
に
？

お
松	

へ
え

忠
助	

そ
れ
っ
て
、
お
伊
勢
様
に
近
え
ん
だ
が
？

お
松	

こ
こ
は
信
州
だ
に

忠
助	

…
…
し
ん
し
ゅ
う
だ
に
？

お
松	

へ
え

忠
助	

…
…
そ
れ
っ
て
、
お
伊
勢
さ
ま
に
近
い
ん

	

だ
が
？

お
松	

い
～
や
近
く
ね
え
な
、
こ
っ
か
ら
歩
い
た

	

ら
十
日
は
か
か
る
に

忠
助	

十
日
？

お
松	

へ
え

忠
助	

…
…
わ
い
は
～

お
松	

…
…
わ
い
、
は
？

　
　

忠
助
、
頭
を
抱
え
て
し
ま
う
。

　
　

キ
ヨ
、
水
を
持
っ
て
く
る

キ
ヨ	

ほ
れ
、
が
っ
こ
持
っ
て
き
た
に

　

忠
助
、
水
を
も
ら
い
ガ
ブ
ガ
ブ
の
み
、
咳
き
込
む

キ
ヨ	
あ
あ
、
も
う
！

お
松	
も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
飲
ま
ん
と
体
に
良
く

	

ね
え
よ

　

忠
助
、
ち
び
ち
び
と
飲
ん
で
一
息
つ
く
。

忠
助	

わ
い
は
～

キ
ヨ	

…
…
わ
い
、
は
？

忠
助	

さ
だ
だ
、
さ
だ
だ
、
ど
す
べ
～

キ
ヨ	

（
お
松
に
）
ど
う
し
た
？

お
松	

お
伊
勢
さ
ま
は
こ
こ
か
っ
て
聞
い
て
き
て

キ
ヨ	

お
伊
勢
さ
ま
！
？

お
松	

こ
こ
は
信
州
だ
っ
て
言
っ
た
ら
、
こ
ん
な
だ

キ
ヨ	

お
伊
勢
参
り
か
？

お
松	

そ
う
み
て
え
だ
な

キ
ヨ	

え
れ
え
違
う
と
こ
に
来
た
な
。
と
に
か
く

	

ほ
れ
、
腹
も
へ
っ
た
ら
？　

食
う
も
ん
持
っ

	

て
き
た
に

　

忠
助
、差
し
出
さ
れ
た
食
べ
物
を
じ
～
っ
と
見
た
後
に
、

忠
助	

い
ら
ね
え
！

キ
ヨ	

な
ん
だ
腹
へ
っ
て
ね
え
の
か
？

忠
助	

へ
っ
た
！

キ
ヨ	

ど
っ
ち
だ
よ
、
へ
っ
て
ん
だ
っ
た
ら
ほ
れ　

	

食
え

　

忠
助
、
差
し
出
さ
れ
た
食
べ
物
を
も
う
一
度

　

ジ
ー
ッ
と
見
て
。

忠
助	

う
う
…
…
。
ワ
、
一
人
だ
げ
食
え
ね
え
じ
ゃ

お
松	

…
…
一
人
だ
け
？

キ
ヨ	

い
や
、
ワ
シ
ら
は
腹
へ
っ
て
ね
え
か
ら
あ

	

ん
じ
ゃ
ね
え
、
ほ
れ
食
え

忠
助	

そ
ん
で
ね
え

キ
ヨ	

ん
？　

ち
が
う
の
？

新
野
物
語

お
松	

新
野
の
庄
屋
の
娘
。
恋
を
し
て
い
る
。

キ
ヨ	

そ
の
庄
屋
の
奉
公
人
。

忠
助
（
た
だ
す
け
）	

津
軽
の
農
民
。

　
　

キ
ヨ
が
庄
屋
の
屋
敷
の
前
を
掃
除
し
て
い
る
。

キ
ヨ	

あ
～

	

ま
ん
ず
今
日
も
暑
く
な
り
そ
う
だ
な
～

	

お
松
さ
ほ
い
、
早
く
支
度
せ
ん
と

	

遅
れ
る
に
～
…
…
お
松
さ
～

お
松	

は
～
い
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
と
っ
て
な
～

キ
ヨ	

盆
踊
り
の
稽
古
す
る
ん
だ
ら
～
？　

	

み
ん
な
待
っ
と
る
に

お
松	
は
～
い

キ
ヨ	
（
ブ
ツ
ブ
ツ
）
ま
っ
た
く
、
お
松
さ
は
の
ん

	

び
り
し
と
る
な
…
…
（
お
松
に
）
教
え
る

	

人
が
遅
く
な
っ
た
ら
子
ど
も
ん
と
う
も

	

ガ
ッ
カ
リ
す
る
ら
～
も
う
明
後
日
だ
に

お
松	

分
か
っ
と
る
分
か
っ
と
る
～

キ
ヨ	

文
吉
（
ふ
み
き
ち
）
も
が
っ
か
り
す
る
に
～

　
　

お
松
が
小
走
り
で
出
て
き
て
。

お
松	

…
…
お
キ
ヨ
さ
、
な
に
を
言
っ
と
る
！

キ
ヨ	

そ
う
だ
ら

お
松	

声
が
大
き
い
！　

	

お
父
ち
ゃ
に
聞
こ
え
る
に

キ
ヨ	

あ
ん
じ
ゃ
ね
え
ら
（
大
丈
夫
だ
）、
さ
っ
き

	

盆
踊
り
の
寄
り
合
い
に
行
っ
た
に

お
松	

そ
れ
に
し
た
っ
て
、
そ
ん
な
で
っ
け
え
声

	

で
言
わ
ん
で
も
い
い
ら

キ
ヨ	

旦
那
さ
ま
に
は
言
っ
て
ね
え
の
？

お
松	

言
う
わ
け
ね
え

キ
ヨ	

な
ん
で
？

お
松	

お
父
ち
ゃ
は
ワ
シ
を
帯
川
に
嫁
に
や
ろ
う

	

と
し
と
る
で
な

キ
ヨ	

お
松
さ
は
そ
ん
な
の
い
や
な
ん
だ
ら
？

お
松	

（
う
な
づ
く
）

キ
ヨ	

じ
ゃ
あ
さ
っ
さ
と
文
吉
と
子
ど
も

	

作
り
ゃ
あ
旦
那
さ
ま
も
文
句
言
わ
ね
え
ら

お
松	

な
に
言
っ
と
る
の
、
も
～

　
　

お
松
、
ま
た
屋
敷
に
戻
っ
て
い
く
。

キ
ヨ	

ま
だ
支
度
で
き
ん
の
か
？　

盆
踊
り
の
稽

	

古
で
あ
つ
ま
っ
た
衆
、
帰
っ
ち
ま
う
に

お
松	

も
う
じ
き
も
う
じ
き

キ
ヨ	

お
し
ろ
い
で
も
塗
る
ん
か
？

お
松	

そ
ん
な
こ
と
し
ね
え
、
髪
を
と
か
し
て
る

	

だ
け
だ
に

キ
ヨ	

…
…
同
じ
事
だ
ら

　

そ
こ
へ
忠
助
が
ヨ
ロ
ヨ
ロ
と
歩
い
て
き
て
倒
れ
る
。

忠
助	

盆
踊
り
…
…

キ
ヨ	

き
ゃ
あ
！

忠
助	

盆
踊
り
、
良
い
な
…
…

キ
ヨ	

…
…
ど
し
た
？　

お
前
さ
、
あ
ん
じ
ゃ
ね

	

え
か
？
（
お
前
さ
ん
大
丈
夫
？
）

忠
助	

が
、
が
っ
こ
、
け
ろ
（
水
を
く
れ
）

キ
ヨ	

…
…
え
？

忠
助	

が
っ
こ
、
け

キ
ヨ	
が
、
こ
…
…
え
？

忠
助	
が
っ
こ
け
～
、
速
ぐ
し
て
け
じ
ゃ
～

キ
ヨ	

な
に
？　

な
ん
て
？

忠
助	

速
ぐ
し
て
け
～

キ
ヨ	

な
に
言
っ
と
る
か
分
か
ら
ん
、
ち
ょ
っ
と

	

誰
か
、
誰
か
～
来
と
く
れ

忠
助	

が
っ
こ
～
！

キ
ヨ	

が
っ
こ
っ
て
な
に
？

　
　

そ
こ
へ
お
松
が
や
っ
て
く
る
。

お
松	

キ
ヨ
さ
、
ど
う
し
た
？

キ
ヨ	

お
松
さ
、
こ
の
人
が
…
…

お
松	

わ
あ
！　

ひ
で
え
格
好
だ
、
ど
う
し
た
？

キ
ヨ	

こ
こ
来
て
急
に
倒
れ
た
ん
だ
に

お
松	

そ
り
ゃ
え
れ
え
こ
っ
た
、
行
き
倒
れ
か
も

	

し
れ
ん
今
年
は
お
そ
ろ
し
く
多
い
っ
て
言

	

う
で

キ
ヨ	

何
言
っ
と
る
か
サ
ッ
パ
リ
分
か
ら
ん

お
松	

な
に
言
っ
と
る
か
分
か
ら
ん
？

キ
ヨ	

サ
ッ
パ
リ
分
か
ら
ん

お
松	

南
蛮
人
か
？

キ
ヨ	

い
や
違
う

お
松	

同
じ
日
本
人
な
ら
さ
す
が
に
分
か
る
ら

キ
ヨ	

い
や
分
か
ら
ん

お
松	

で
も
ど
う
見
た
っ
て
日
本
人
だ
に

キ
ヨ	

フ
ン
ト
に
（
本
当
に
）
分
か
ら
ん
で
、

	

と
に
か
く
聞
い
て
み
た
ら
い
い
に

お
松	

（
苦
笑
）
キ
ヨ
さ
は
大
げ
さ
だ
な

キ
ヨ	

フ
ン
ト
だ
に
〜

お
松	

（
忠
助
に
）
お
前
さ
、
ど
う
し
た
？　

	

ど
っ
か
ら
来
た
ん
だ
？

忠
助	

が
っ
こ
け

お
松	

え
？

忠
助	

が
っ
こ
け
！

お
松	

な
に
？　

な
ん
て
？

忠
助	

は
え
ぐ
が
っ
こ
け
～

	

わ
ぁ
へ
ず
ね
く
て
ま
い
じ
ゃ

お
松	

（
キ
ヨ
に
）
な
に
言
っ
と
る
か
分
か
ら
ん
！

キ
ヨ	

だ
か
ら
そ
う
言
っ
た
ら
～

お
松	

…
…
お
前
さ
、
が
っ
こ
っ
て
な
に
？

　
　

忠
助
、
喉
に
手
を
か
け
、
苦
し
そ
う
に
。

忠
助	

喉
か
わ
い
だ
は
ん
で
が
っ
こ
け
ろ
～
！

戯曲　新野物語
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忠
助	

た
し
か
に
山
ば
っ
か
り
だ
な

お
松	

そ
う
だ
ら
。
こ
こ
は
ほ
れ
、平
ら
（
て
い
ら
）

	

が
多
い
で
田
も
畑（
は
た
）も
た
ん
と
あ
る
。

	

ま
わ
り
に
比
べ
た
ら
食
い
物
と
れ
る
か
ら

	

あ
ん
じ
ゃ
ね
え

キ
ヨ	

盆
に
ゃ
す
く
い
さ
が
来
る
で
な

忠
助	

す
く
い
さ
？
な
ん
だ
そ
れ
？

キ
ヨ	

食
い
も
ん
も
ら
い
に
来
る
人
。

忠
助	

そ
の
人
だ
ぢ
に
く
い
も
ん
あ
げ
る
の
が
？

キ
ヨ	

そ
う
よ
。

お
松	

そ
う
だ
に
、
盆
に
は
食
う
も
ん
ね
え
と
ひ

	

も
じ
い
ら

忠
助	

ん
だ
な

お
松	

み
ん
な
楽
し
く
盆
踊
り
し
て
え
か
ら
な

忠
助	

盆
踊
り
、
い
い
な
。
ワ
の
村
は
も
う
何
年

	

も
や
っ
て
ね
え

お
松	

な
ん
で
？

忠
助	

食
い
も
ん
な
く
て
盆
踊
り
ど
こ
ろ
で
ね
え
。

お
松	

ほ
う
か

忠
助	

盆
踊
り
、
見
て
え
な

お
松	

…
…
見
て
え
の
？

忠
助	

ん
だ

キ
ヨ	

お
松
さ
ほ
い
、
ち
い
と
見
し
て
や
り
な

お
松	

え
？

キ
ヨ	

こ
の
お
松
さ
は
歌
も
踊
り
も
上
手
だ
に

忠
助	

ん
だ
の
が
？

お
松	

ち
ょ
っ
と
キ
ヨ
さ
、
恥
ず
か
し
い
で
い
っ
そ

	

踊
れ
ん
よ

キ
ヨ	

今
日
も
こ
れ
か
ら
子
ど
も
ん
と
う
に
教
え

	

に
行
く
ん
な

忠
助	

ん
だ
ば
、
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
け

お
松	

い
ま
こ
こ
で
？

忠
助	

ん
だ
、
や
っ
て
け

お
松	

い
や
だ
よ
、
恥
ず
か
し
い

忠
助	

ち
ょ
っ
と
よ
ち
ょ
っ
と

お
松	

え
え
…
…

忠
助	

頼
む
、
盆
踊
り
も
う
随
分
見
て
ね
え
は
ん

	

で
、
や
っ
て
け
じ
ゃ

お
松	

…
…
じ
ゃ
あ
、
ち
い
っ
と
だ
け
だ
に

忠
助	

お
お
、
あ
り
が
と
う
う
！

お
松	

ち
い
っ
と
な

忠
助	

あ
れ
、
し
て
も
笛
だ
の
太
鼓
が
ね
え
が

キ
ヨ	

こ
こ
の
盆
踊
り
は
い
ら
ね
え

忠
助	

え
？

　
　

ひ
だ
る
け
り
ゃ
こ
そ　

す
く
い
さ
に
き
た

　
　

に
た
ん
と
た
も
れ
や
ひ
と
す
く
い

　
　

お
松
、
す
く
い
さ
を
少
し
踊
る
。
下
の
歌

　
　

を
キ
ヨ
も
歌
う
。

　
　

忠
助
、
力
が
入
ら
な
い
な
が
ら
も
手
を

　
　

た
た
い
て
喜
ぶ
。

忠
助	

お
お
、
い
い
な
～
大
し
た
も
ん
だ
な

キ
ヨ	

た
い
し
た
も
ん
だ
ら

お
松	

ま
あ
小
せ
え
時
か
ら
や
っ
と
る
で
な

忠
助	

そ
う
な
の
か
？

お
松	

ワ
シ
の
お
母
ち
ゃ
が
好
き
で
な
、
子
守
歌

	

代
わ
り
に
聴
い
と
っ
た
ん
な

忠
助	

そ
う
な
の
か
？

お
松	

お
母
ち
ゃ
が
亡
く
な
る
時
も
念
仏
は
嫌
だ
、

	

唄
が
い
い
っ
て
言
っ
と
っ
た
で
な

忠
助	

お
っ
母
、
死
ん
だ
の
か
？

お
松	

ほ
う
、
病
で
死
ん
だ
ん
な

忠
助	

そ
う
が

	

間
。

忠
助	

も
っ
と
見
て
え
な
、
や
っ
て
け

お
松	

も
う
お
し
ま
い

忠
助	

い
や
、
も
っ
と
見
て
え
じ
ゃ

キ
ヨ	

あ
さ
っ
て
盆
踊
り
だ
で
、
そ
れ
見
た
ら
い

	
い
に

忠
助	
あ
さ
っ
て
？

キ
ヨ	

ほ
う
よ
。
あ
さ
っ
て
か
ら
三
晩
か
ら
朝
ま

	

で
や
る
で
見
て
っ
た
ら
い
い
に

忠
助	

そ
ん
な
に
や
る
の
？

キ
ヨ	

ほ
う

忠
助	

そ
ん
な
に
ゆ
っ
く
り
し
て
ら
れ
ね
え
な
、

	

お
伊
勢
様
に
行
か
ね
え
と

キ
ヨ	

そ
の
体
じ
ゃ
す
ぐ
に
は
無
理
だ
ら
、
ま
た

	

倒
れ
る
に

忠
助	

で
も
村
の
み
ん
な
が
待
っ
て
る
は
ん
で

お
松	

お
前
さ
、
ま
め
に
な
る
ま
で
こ
こ
お
っ
た

	

ら
い
い

忠
助	

…
…
こ
ご
に
？

お
松	

そ
う
さ

キ
ヨ	

お
松
さ
、
い
い
だ
か
？

お
松	

お
父
ち
ゃ
に
は
ワ
シ
か
ら
言
っ
と
く
で
。

	

ま
め
に
な
る
ま
で
こ
こ
に
お
っ
て
、
そ
れ

	

か
ら
お
伊
勢
参
り
に
行
く
か
、
津
軽
に
帰

	

る
か
決
め
た
ら
い
い
に

忠
助	

…
…
い
い
ん
だ
が
？

お
松	

そ
う
さ

キ
ヨ	

こ
こ
の
旦
那
さ
ま
は
や
さ
し
い
ぞ

忠
助	

そ
う
な
の
が
？

キ
ヨ	

そ
う
さ
。
ウ
チ
の
人
が
木
こ
り
で
な
、
木

	

の
下
敷
き
に
な
っ
て
死
ん
じ
ま
っ
て
な
。

忠
助	

わ
い

キ
ヨ	

そ
ん
で
ワ
シ
一
人
で
子
ど
も
育
て
ん
と
い

	

け
ん
く
な
っ
て
、
え
れ
え
こ
と
に
な
っ
と
っ

	

た
ら
、
こ
の
屋
敷
で
働
か
せ
て
く
れ
た
ん
な

忠
助	

わ
い
は
～

キ
ヨ	

…
…
わ
い
は
～
て
そ
れ
な
ん
な
の
？

忠
助	

わ
い
は
は
わ
い
は
よ
、
わ
い
は
～

キ
ヨ	

…
…
わ
い
は
～

お
松	

だ
か
ら
ほ
い
、
食
う
も
ん
く
っ
て
、

	

は
よ
ま
め
に
な
れ

忠
助	

村
の
み
ん
な
さ
申
し
訳
ね
く
て
食
え
ね
え
じ
ゃ

お
松	

村
の
み
ん
な
？

キ
ヨ	

お
前
さ
の
村
の
こ
と
か
？

忠
助	

（
う
な
づ
く
）

キ
ヨ	

村
の
み
ん
な
が
ど
し
た
？

忠
助	

…
…
み
ん
な
腹
へ
っ
て
動
げ
ね
え

キ
ヨ	

え
？

忠
助	

な
ん
も
食
う
も
の
な
く
て
、
み
ん
な
腹
へ
っ

	

て
動
げ
ね
え

キ
ヨ	

食
う
も
ん
と
れ
ん
の
か
？

忠
助	

ん
だ
。
こ
こ
何
年
も
夏
は
ず
っ
と
雨
降
っ

	

て
コ
メ
も
野
菜
も
と
れ
ね
が
っ
た

お
松	

そ
り
ゃ
え
れ
え
こ
っ
た

忠
助	

お
ま
げ
に
今
年
は
流
行
病
で
村
中
倒
れ
で

	

ま
っ
て
、
そ
れ
で
ワ
が
お
伊
勢
様
に
拝
み

	
に
行
く
事
に
な
っ
た
ん
だ

キ
ヨ	
お
前
さ
、
一
人
で
？

忠
助	

動
け
る
の
ワ
し
か
い
ね
が
っ
た
が
ら

キ
ヨ	

…
…
ほ
う
か

お
松	

お
前
さ
、
ど
っ
か
ら
い
ら
し
た
？

忠
助	

津
軽
が
ら
来
た

キ
ヨ	

津
軽
？　

津
軽
っ
て
…
…
ど
こ
だ
？

お
松	

津
軽
っ
て
一
番
北
の
は
じ
っ
こ
の
？

忠
助	

ん
だ

キ
ヨ	

そ
ん
な
と
こ
か
ら
い
ら
し
た
ん
か
！
？

忠
助	

（
う
な
ず
く
）

キ
ヨ	

…
…
え
れ
え
遠
い
な

お
松	

そ
ん
で
な
に
言
っ
と
る
か
分
か
ら
な
ん
だ

	

の
か

忠
助	

…
…
み
ん
な
食
う
も
の
ね
え
の
に
、
ワ
さ

	

食
う
も
の
ど
銭
コ
持
だ
せ
で
く
れ
で
…
…

	

そ
れ
だ
の
に

キ
ヨ	

こ
こ
と
お
伊
勢
さ
ま
じ
ゃ
、
え
れ
え
ち
が

	

う
に
。
道
に
迷
っ
た
ん
か
？

忠
助	

…
…
途
中
で
山
賊
さ
あ
っ
た

キ
ヨ	

山
賊
？

忠
助	

銭
も
食
い
物
も
全
部
取
ら
れ
で
殺
さ
れ
そ

	

う
に
な
っ
た
が
ら
、
逃
げ
で
逃
げ
で
逃
げ

	

で
、
ど
こ
向
か
っ
て
る
ん
だ
が
よ
く
分
が

	

ら
な
く
な
っ
て
、
そ
れ
で
も
逃
げ
で
逃
げ

	

で
逃
げ
で
、
そ
し
た
ら
こ
ご
さ
着
い
だ

お
松	

…
…
お
と
ま
し
い
な
（
か
わ
い
そ
う
に
）

キ
ヨ	

そ
れ
は
え
れ
え
目
に
あ
っ
た
な
。
は
ー
る

	

か
な
ん
も
食
っ
と
ら
ん
か
っ
た
ん
だ
ら
。

	

ほ
れ
食
え

忠
助	

村
の
み
ん
な
、
へ
ず
ね
え
思
い
し
て
ら
の

	

に
、
ワ
一
人
だ
け
食
え
ね
え
じ
ゃ
～

お
松	

…
…

キ
ヨ	

…
…

忠
助	

ワ
、
お
っ
母
に
約
束
し
た
ん
だ
よ
、
お
伊

	

勢
参
り
い
っ
て
村
の
こ
と
願
掛
け
し
て
く

	

る
が
ら
っ
て
、
そ
れ
だ
の
に
…
…
う
わ
～

	

ど
う
し
た
ら
い
い
べ
～

お
松	

…
…
お
母
ち
ゃ
、ま
め
だ
か
？
（
元
気
か
？
）

忠
助	

流
行
病
に
か
か
っ
て
死
に
そ
う
だ

お
松	

…
…
ほ
う
か

キ
ヨ	

…
…
お
前
さ
、
そ
ん
な
事
言
っ
と
っ
た
ら

	

ほ
い
、動
け
な
く
な
っ
て
村
に
も
帰
（
け
え
）

	

れ
ん
よ

お
松	

そ
う
だ
な
、
と
に
か
く
食
う
も
ん
食
っ
て

	

ま
め
で
村
に
帰
ら
ね
え
と

忠
助	

…
…
う
う

お
松	

お
伊
勢
参
り
も
大
事
だ
け
ん
ど
、
お
前
さ

	

が
元
気
に
帰
ら
な
ん
だ
ら
お
前
さ
の
お
母

	

ち
ゃ
も
村
の
衆
も
案
ず
る
ら

忠
助	

…
…
食
っ
て
い
い
の
か
？

キ
ヨ	

い
い
ら
い
い
ら

忠
助	

…
…
ホ
ン
ト
に
？

キ
ヨ	

そ
り
ゃ
い
い
に
決
ま
っ
と
る
ら
、
★
腹
へ
っ

	

た
も
ん
が
食
わ
ん
と

　
　

★
忠
助
、
キ
ヨ
が
話
し
て
る
途
中
で
ム
シ
ャ

　
　
　

ム
シ
ャ
と
食
い
始
め
る
。

キ
ヨ	

…
…
ほ
い
話
し
ま
だ
終
わ
っ
て
ね
え
け
ど
も

お
松	

も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
食
え
、
ん
で
ね
え
と

　
　

忠
助
、
食
べ
物
を
吐
き
出
す
。

キ
ヨ	

あ
～
あ

お
松	

ほ
ら
ま
た
、
ゆ
っ
く
り
食
え

忠
助	

あ
あ
、
食
い
物
無
駄
に
し
て
ま
っ
た
！
！

お
松	

い
い
ら
い
い
ら
、
と
に
か
く
ゆ
っ
く
り
食
え

忠
助	

…
…
オ
メ
だ
ぢ
は
や
さ
し
い
な

お
松	

え
？

忠
助	

途
中
の
村
は
だ
れ
も
食
い
も
ん
く
れ
な

	

が
っ
た
ぞ

お
松	

周
り
の
村
は
な
、
山
が
深
く
て
田
も
畑
も

	

ち
ょ
っ
と
し
か
作
れ
ん
で
え
れ
え
ん
だ

	

（
大
変
な
ん
だ
）。
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お
松	

え
？

キ
ヨ	

死
な
ば
夏
死
ね
ア
ボ
蚊
も
鳴
く
に　

蝉
が

	

お
経
読
む
木
の
裏
で
っ
て
言
う
か
ら
な
、

	

に
ぎ
や
か
で
い
い
ら

お
松	

…
…
ま
あ
、
そ
う
だ
な

キ
ヨ	

（
忠
助
に
）
お
前
さ
、
山
の
中
た
っ
た
一
人

	

で
、
山
賊
に
追
い
か
け
ら
れ
て
え
れ
え
目

	

に
あ
っ
た
な
…
…
ど
こ
だ
か
分
か
ら
ん
山

	

ん
な
か
走
り
ま
わ
っ
て
、
食
う
も
ん
も
ね

	

え
で
腹
も
へ
っ
て
、
ひ
も
じ
か
っ
た
な

	

…
…
ワ
シ
ら
が
供
養
し
て
や
る
で
成
仏
し

	

な
ん
よ
、
な
？

お
松	

…
…

キ
ヨ	

新
野
は
な
、
行
き
倒
れ
た
人
も
み
～
ん
な

	

盆
踊
り
で
送
っ
て
も
ら
え
る
で
な
、
あ
ん

	

じ
ゃ
な
い
に
。
な
ん
ま
い
だ
～
な
ん
ま
い

	

だ
～
…
…
。

キ
ヨ	

手
を
合
わ
せ
新
野
式
の
念
仏
を
唱
え
る
。

お
松	

…
…

キ
ヨ	

人
呼
ん
で
く
る
で

お
松	

ち
い
っ
と
待
っ
と
っ
て

キ
ヨ	

え
？

お
松	

…
…
も
っ
と
見
て
え
っ
て
言
っ
と
っ
た
で

キ
ヨ	

え
？

　

お
松
、
扇
子
を
取
り
出
し
、
広
げ
な
が
ら
。

お
松	

ワ
シ
は
念
仏
よ
り
こ
っ
ち
だ
で

お
松
、「
音
頭
」
を
唄
う
。
キ
ヨ
、
返
し
か
ら
加
わ
る
。

　
　

死
な
ば
夏
死
ね
ア
ボ
蚊
も
鳴
く
に　

蝉
が
お
経
読

　
　

む
木
の
裏
で

　
　

お
松
、
立
ち
上
が
り
踊
り
も
始
め
る
。
キ
ヨ
も
共

　
　

に
踊
る
。

　
　

わ
た
し
ゃ
唄
好
き
念
仏
嫌
い　

死
出
の
山
を
も
唄

　
　

で
越
す
。

　
　

わ
た
し
ゃ
唄
好
き
唄
わ
に
ゃ
な
ら
ぬ　

唄
で
こ
の

　
　

身
が
果
て
る
と
も
。（

終
）

忠
助	

あ
り
が
と
う
、
あ
り
が
と
う
！

　
　

忠
助
、
食
べ
物
を
め
い
っ
ぱ
い
ほ
お
ば
る
。

お
松	

だ
か
ら
ゆ
っ
く
り
食
え
っ
て

キ
ヨ	

お
松
さ
、
盆
踊
り
の
稽
古
行
か
ね
え
と

お
松	

あ
、
そ
う
だ

キ
ヨ	

文
吉
に
は
よ
～
く
手
取
り
足
取
り
教
え
ん

	

と
な

お
松	

…
…
も
う
キ
ヨ
さ
、
屋
敷
の
衆
に
聞
か
れ

	

た
ら
ど
う
す
る
ん
な

　
　

忠
助
、
食
べ
物
を
め
い
っ
ぱ
い
ほ
お
ば
っ
て
喉
に

　
　

つ
ま
っ
て
苦
し
む
。

　
　

キ
ヨ
と
お
松
は
気
づ
か
ず
話
し
を
し
て
い
る
。

キ
ヨ	
だ
っ
て
ほ
い
、
屋
敷
で
知
ら
ね
え
人
は
お

	

ら
ん
ら

お
松	

み
ん
な
知
っ
と
る
の
？

キ
ヨ	

そ
り
ゃ
そ
う
だ
ら
、
旦
那
さ
ま
の
耳
に
も

	

入
っ
と
る
ん
で
ね
え
の

お
松	

え
？

キ
ヨ	

盆
に
ゃ
親
様
お
許
し
ご
ざ
る　

踊
り
帰
り

	

が
遅
く
と
も
っ
て
な

お
松	

も
～

キ
ヨ	

し
っ
か
り
稽
古
し
て
あ
げ
な
ん
よ
、
文
吉

	

は
お
松
さ
に
教
え
て
も
ら
い
て
ん
だ
に

お
松	

そ
ん
な
ん
じ
ゃ
ね
え

キ
ヨ	

あ
ん
れ
ま
あ
、
と
ぼ
け
て
。
去
年
も
同
じ

	

こ
と
言
っ
と
っ
た
に
。
覚
え
と
る
？

お
松	

…
…
ほ
う
だ
か
？

キ
ヨ	

今
年
こ
さ
よ
っ
く
言
え
よ
、「
文
吉
、
お
前

	

さ
が
好
き
だ
ー
」
っ
て
よ

お
松	

…
…

キ
ヨ	

な
？

お
松	

ひ
ゃ
～

キ
ヨ	

な
ん
な
ら
ワ
シ
が
、
夜
に
な
っ
た
ら
床
し

	

い
と
く
に

お
松	

よ
し
て
よ
も
う

キ
ヨ	

い
や
、
文
吉
は
鈍
い
で
、
そ
ん
く
ら
い
せ

	

ん
と
分
か
ら
ん
に

お
松	

…
…
そ
ん
な
も
ん
か
ね

キ
ヨ	

そ
ん
な
も
ん
よ
。
ワ
シ
な
ん
か
お
父
ち
ゃ

	

を
草
む
ら
連
れ
こ
ん
で
押
し
倒
し
て
や
っ

	

た
ん
だ
に

お
松	

ほ
う
か
ほ
う
か

キ
ヨ	

男
は
ぼ
～
っ
と
し
て
っ
か
ら
そ
ん
く
ら
い

	

せ
ん
と
分
か
ら
ん
の
な
。

お
松	

ほ
う
か
～

キ
ヨ	

ま
あ
、
ぼ
～
っ
と
し
す
ぎ
て
木
の
下
敷
き

	

に
な
っ
ち
ま
っ
た
ん
な
（
笑
）

　
　

キ
ヨ
の
笑
い
が
ど
こ
と
な
く
も
の
が
な
し
い
。

キ
ヨ	

お
松
さ
、
待
っ
と
る
だ
け
で
は
い
か
ん
に
。

	

松
と
つ
け
ま
い
我
が
子
の
名
を
ば
…
…
？

お
松	

…
…
松
は
憂
い
も
の
つ
ら
い
も
の

キ
ヨ	

だ
ら
あ

お
松	

…
…
ほ
う
だ
な

キ
ヨ	

と
に
か
く
ほ
い
、
盆
踊
り
の
日
に
、
い
つ
、

	

ど
こ
で
会
う
か
だ
け
は
今
日
の
内
に
決
め

	

て
お
く
ん
だ
に

お
松	

そ
う
だ
な
…
…
わ
か
っ
た

キ
ヨ	

よ
し
、
が
ん
ば
っ
と
い
な
！

お
松	
あ
あ
、
で
き
っ
か
な
～

キ
ヨ	
あ
ん
じ
ゃ
ね
、
あ
ん
じ
ゃ
ね
～
今
年
の
盆

	

は
お
も
し
れ
え
な
～

お
松	

（
咳
払
い
し
て
か
ら
忠
助
に
）
じ
ゃ
あ
、
お

	

前
さ
、
ワ
シ
は
ち
ょ
っ
と
出
か
け
て
く
る

	

で
な
。
あ
と
は
キ
ヨ
さ
の
い
う
事
き
い
て

	

休
ん
ど
っ
て
な

　

忠
助
、
首
に
手
を
か
け
突
っ
伏
し
て
い
る
。

お
松	

…
…
ど
し
た
お
前
さ
、
疲
れ
た
か
？　

	

お
前
さ
？

キ
ヨ	

な
ん
だ
、
喉
か
わ
い
た
か
？　

が
っ
こ
持
っ

	

て
く
る
か
？

お
松	

お
前
さ
…
…
お
前
さ
…
…

　
　

お
松
、
忠
助
を
ゆ
す
っ
て
み
る
が
、
動
か
な
い
。

キ
ヨ	

ど
し
た
？

お
松	

…
…
動
か
ね
え
ん
だ

キ
ヨ	

え
？

　
　

キ
ヨ
、
忠
助
に
か
け
よ
り
、
体
を
ゆ
す
る
。

　
　

そ
の
後
、
口
に
手
を
あ
て
る
。

キ
ヨ	

息
し
て
ね
え

　
　

二
人
、
驚
い
て
少
し
後
ず
さ
る
。

お
松	

…
…
さ
っ
き
ま
で
あ
ん
な
に
ま
め
だ
っ
た

の
に

キ
ヨ	

…
…
ホ
ッ
と
し
た
ら
力
ぬ
け
て
、
魂
も
ぬ

	

け
た
ん
か

	

間
。

お
松	

…
…
は
ー
る
か
何
も
食
っ
と
ら
ん
で
、
そ

	

れ
で
い
き
な
り
食
っ
た
ら
胃
袋
が
た
ま
げ

	

て
死
ぬ
人
お
る
っ
て
お
父
ち
ゃ
言
っ
と
っ

	

た
な

キ
ヨ	

そ
う
か

お
松	

…
…
せ
っ
か
く
こ
こ
ま
で
た
ど
り
つ
い
た

	

の
に
な

キ
ヨ	

夏
で
よ
か
っ
た
に
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滞在カレンダー

2
月
15
日
（
月
）

　

〜 

16
日
（
火
）

3
月
7
日
（
土
）

2
月
26
日
（
水
）

　

〜
27
日
（
木
）

2
月
21
日
（
金
）

3
月
16
日
（
火
）

　

〜
17
日
（
水
）

3
月
12
日
（
金
）

3
月
10
日
（
水
）

　

〜 
13
日
（
土
）

飯山

小諸

軽井沢

池田

安曇野

木祖

茅野

阿南

上田

3
月
22
日
（
月
）

　

〜 

24
日
（
水
）

3
月
27
日
（
土
）

　

〜
28
日
（
日
）

4
月
4
日
（
日
）

4
月
15
日
（
木
）

4
月
17
日
（
土
）

　

〜 

18
日
（
日
）

5
月
1
日
（
土
）

5
月
15
日
（
土
）

　

〜 

16
日
（
日
）

5
月
20
日
（
木
）

　

〜
7
日
（
木
）

5
月
29
日
（
土
）

〜
6
月 

7
日
（
月
）

6
月
13
日
（
日
）

6
月
20
日
（
日
）

　

〜 

21
日
（
月
）

6
月
17
日
（
木
）

　

〜 

20
日
（
日
）

11
月
21
日
（
日
）

11
月
17
日
（
水
）

　

〜
24
日
（
水
）

11
月
11
日
（
木
）

　

〜
13
日
（
土
）

11
月
4
日
（
木
）

　

〜
8
日
（
月
）

11
月
7
日
（
日
）

　

〜
8
日
（
月
）

10
月
21
日
（
木
）

　

〜
25
日
（
月
）

10
月
30
日
（
土
）

10
月
22
日
（
金
）

　

〜
25
日
（
月
）

10
月
22
日
（
金
）

　

〜
29
日
（
金
）

10
月
7
日（
木
）

　

〜
16
日（
土
）

10
月
4
日
（
月
）

　

〜
7
日
（
木
）

10
月
11
日
（
月
）

　

〜
17
日
（
日
）

10
月
9
日
（
土
）

9
月
13
日
（
月
）

　

〜 

19
日
（
日
）

9
月
7
日
（
火
）

　

〜 

13
日
（
月
）

8
月
25
日
（
木
）

8
月
16
日
（
月
）

　

〜 

21
日
（
土
）

8
月
12
日
（
木
）

　

〜 

25
日
（
水
）

8
月
2
日
（
月
）

　

〜 

6
日
（
金
）

8
月
4
日
（
水
）

7
月 

24
日
（
土
）

〜
8
月
1
日
（
日
）

7
月
18
日
（
日
）

7
月
21
日
（
水
）

　

〜 

24
日
（
土
）

7
月
7
日
（
水
）

　

〜 

12
日
（
月
）

7
月
3
日
（
土
）

　

〜 

4
日（
日
）
7
月
4
日
（
日
）

3
月
26
日
（
木
）
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[ 飯山 ] 禅と表現 行ったり来たり

①禅の発想をもとにした 3 日間＋αの表現 WS
　『禅と表現 行ったり来たり』
日程： 2021 年 7 月 3 日（土）13：00 〜 17：30
		     4 日（日）13：00 〜 16：30
	 　   10 月 30 日（土）13：00 〜 18：30
会場：正受庵、飯山市文化交流館なちゅら
参加者数：10 名

[ 小諸 ] 果樹農園直売所シアター『破戒』

①果樹農園直売所シアター『破戒』試演会
日程：2021 年 7 月 31 日（土） 17：30 開演
会場：ブルーベリーガーデン黒岩直売所
来場者数：29 名

②果樹農園直売所シアター『破戒』リーディング
　公演
日程：2021 年 10 月 24 日（日）
　　　14：00 / 17：00 開演
会場：ブルーベリーガーデン黒岩直売所
来場者数：41 名

[ 軽井沢 ] 倒立と四足歩行の研究・軽井沢編

①『カラダのことがよくわかるようになる倒立ワー
　クショップ』
日程：2021 年 5 月 23 日（土）、24 日 ( 日 )　
　　　各回 14：00 開始
会場：信濃追分文化磁場油や ギャラリー・一進
参加者数：24 名

[ 池田 ] 北アルプス展望ダンスプロジェクト　

①池田町立会染小学校および池田小学校での
　アーティスト・イン・スクール
日程： 2021 年 10 月 12 日（火）～ 15 日（金）
会場：池田町立会染小学校、池田町立池田小学校
参加者数：約 300 名

[ 安曇野 ] あまるほど踊る安曇野ダンスマッピング

① 安曇野をダンスでつないで往復する駅伝型公演
　 『うちそと駅伝』

日程： 2021 年 6 月 5 日（土）9：30 開始
		     6 日（日）13：00 開始
会場：豊科近代美術館前庭、鐘の鳴る丘集会所前庭、
　　  碌山公園、久保田農村公園　ほか
来場者数：約 200 名

②『0 歳からのミニコンサート』
　  （安曇野市教育委員会主催）
日程： 2021 年 11 月 19 日（金）
　　　11：00 / 14：00 開演
会場：安曇野市穂高会館 講堂
来場者数：141 名

③ 安曇野でつくる新作ダンス公演
　 『イチニタスアヅミノノ』
日程： 2021 年 11 月 23 日（火祝）
　　　13：00 / 17：00 開演
会場：安曇野市穂高会館 講堂
来場者数：38 名

[ 木祖 ] 木曽アート・ダンス留学

①木祖村立木祖小学校でのワークショップ
日程：2021 年 7 月 12 日（月）１・２限
会場：木祖村立木祖小学校
参加者数：2 年生 16 名

②『武井琴 コマ撮り映像展』
日程：2021 年 10 月 23 日（土）〜 11 月 7 日（日）
会場：木祖村向畑「土蔵」
来場者数：287 名　
※木曽ペインティングス vol.05 向畑地区来場者数より。

[ 茅野 ] みちのちのダンススケープ

①『みちのちのダンススケープ　
　  “ はじめの一歩 ” のサロン。』
日程：2021 年 6 月 30 日（水）18：30 開演
会場：茅野市民館 マルチホール
参加者数：12 名
②『What is『みちのちの』？ 
　～知られざる茅野を語ろう会』
日程：2021 年 7 月 21 日（水）18：30
		  　22 日（木祝）13：30 開演

全体
[ 雑誌 ]2021 年 5 月 20 日（木）発行　『KURA』No.234
[WEB]2021 年 7 月 3 日（土）『ステージナタリー』
https://natalie.mu/stage/news/435175
[ 雑誌 ]2021 年 12 月 17 日（金）発行　『地域創造』vol.47
[WEB]2021 年 12 月 15 日（水）　
長野県文化芸術情報発信サイト『CULTURE.NAGANO』
https://www.culture.nagano.jp/special/6810/

小諸
[ 新聞 ]2021 年 8 月 6 日（金）付　小諸新聞　
[ テレビ ]2021 年 8 月　コミュニティテレビこもろ

池田
[ 新聞 ]2021 年 9 月 18 日（土）付　中日新聞　朝刊
[ 新聞 ]2021 年 9 月 18 日（土）付　信濃毎日新聞　朝刊
[ 新聞 ]2021 年 9 月 22 日（水）付　市民タイムス

安曇野
[ 新聞 ]2021 年 6 月 4 日（金）付　市民タイムス
[ 新聞 ]2021 年 6 月 6 日（日）付　中日新聞　朝刊
[ テレビ ]2021 年 6 月　ANC あづみ野テレビ
[ ラジオ ] 2021 年 8 月 24 日（火）　あづみ野エフエム放送
[ 新聞 ]2021 年 8 月 25 日（水）付　市民タイムス
[ 新聞 ]2021 年 10 月 29 日（金）付　信濃毎日新聞　朝刊
[ テレビ ]2021 年 11 月 19 日（金）　NHK 長野放送
[ 新聞 ]2021 年 11 月 24 日（水）付　市民タイムス

茅野
[ 新聞 ]2021 年 11 月 14 日（日）付　長野日報
[ 新聞 ]2021 年 12 月 1 日（水）付　長野日報

阿南
[ 新聞 ]2021 年 11 月 8 日（月）付　中日新聞　朝刊
[ 新聞 ]2021 年 11 月 9 日（火）付　南信州新聞　

上田
[ フリーペーパー ] 上田映劇ジャーナル（vol.51）
		  　2021 年 11 月号

各プロジェクト参加者数

会場：茅野市民館 マルチホール
参加者数：40 名

③『石川直樹トークイベント 『虹のヘビと八ヶ岳』
　  〜いままでの旅、これからの旅〜』
日程：2021 年 11 月 11 日（木）18：30 開演
会場：茅野市民館 マルチホール
来場者数：93 名

④『森下真樹ダンスワークショップ ver. 『虹のヘ
　 ビと八ヶ岳』 〜いままでの旅、これからの旅〜』
日程：2021 年 11 月 12 日（金）18：30 開始
会場：茅野市民館 マルチホール
参加者数：20 名

[ 阿南 ] うた・おどり・ものがたり
　　　   / NIINO - AIR 2021

①短編演劇『新野物語』
日程：2021 年 11 月 7 日（日）
　　　13：00 / 16：00 開演
会場：まるはち旅館
来場者数：35 名

[ 上田 ] 【短期滞在研修プログラム】
　　　　　生きることとアートの呼吸
　　　　　 〜 Breathe New Life

①【短期滞在研修プログラム】
　生きることとアートの呼吸 〜 Breathe New Life
日程：2021 年 8 月 25 日（水）、10 月 7 日（木）
　　　〜 16 日（土）、22 日（金）〜 29 日（金）
会場：犀の角、北アルプス国際芸術祭、
　　　長野県立美術館　ほか
参加者数：10 名

② シャンカル・ヴェンカテーシュワラン 
　 「犯罪部族法」上映会
日程：2021 年 11 月 21 日（日）17：00 開演
会場：上田映劇、犀の角
来場者数：42 名

メディア掲載情報一覧
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各地域の取り組みリーフレット

禅の発想をもとにした 3 日間
＋αの表現ワークショップ『禅と表現行ったり来たり』
7 月 3 日（土）13 時
7 月 4 日（日）13 時
10 月 30 日（土）
会場：正受庵、飯山市文化交流館なちゅら
A4 サイズ

安曇野をダンスでつないで往復する
駅伝型公演『うちそと駅伝』
6 月 5 日（土）、6 日（日）
A4 サイズ

果樹農園直売所シアター 
『破戒』試演会
7 月 31 日（土）17 時 30 分
会場：ブルーベリーガーデン
　　　黒岩直売所
A4 サイズ

『カラダのことがよくわかるようになる
倒立ワークショップ』
5 月 22 日 ( 土 )・23 日 ( 日 )　14 時
会場：信濃追分文化磁場油や・
　　　ギャラリー一進
A4 サイズ

安曇野でつくる新作ダンス公演 
『イチニタスアヅミノノ』
11 月 23 日（火祝）13 時・17 時
会場：安曇野市穂高会館 講堂
A4 サイズ

『武井琴　コマ撮り映像展』
10月23日（土）〜11月7日（日）
会場：木祖村向畑「土蔵」
ポストカードサイズ

石川直樹トークイベント
『虹のヘビと八ヶ岳』
〜いままでの旅、これからの旅〜
11 月 11 日（木）18 時 30 分　
会場：茅野市民館マルチホール
同時開催
森下真樹ダンスワークショップ ver.

『虹のヘビと八ヶ岳』〜いままでの、これからの旅〜
11 月 12 日（金）18 時 30 分　
会場：茅野市民館マルチホール
A4 サイズ

短編演劇『新野物語』
11 月 7 日（日）
会場：まるはち旅館
　　　( 長野県阿南町新野 1480)
A4 サイズ

《参加者募集》
【短期滞在研修プログラム】生きることと
アートの呼吸 〜 Breathe New Life
A4 サイズ

シャンカル・ヴェンカテーシュワラン
 「犯罪部族法」上映会
2021 年 11 月 21 日（日）17 時
会場：上田映劇
ポスト・パフォーマンス・ディスカッション
会場：犀の角
A4 サイズ

『0 歳からのミニコンサート』
11 月 19 日（日）11 時・14 時

会場：安曇野市穂高会館 講堂
A4 サイズ

果樹農園直売所シアター
リーディング公演『破戒』
10 月 24 日（日）14 時・17 時
会場：ブルーベリーガーデン
　　　黒岩直売所
A4 サイズ

飯山	
禅と表現 行ったり来たり

小諸	
果樹農園直売所シアター『破戒』

安曇野	
あまるほど踊る安曇野ダンスマッピング

軽井沢	
倒立と四足歩行の研究・
軽井沢編

木祖	
木曽アート・ダンス留学

茅野	
みちのちのダンススケープ

阿南	
うた・おどり・ものがたり
 / NIINO - AIR 2021

上田	 【短期滞在研修プログラム】
生きることとアートの呼吸 〜 Breathe New Life
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津
村
卓

長
野
県
芸
術
監
督
団
／

N
A
G
A
N
O 

O
R
G
A
N
I
C 

A
I
R 

プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

熱
い
思
い
を
持
っ
た
方
々
と
出
会

え
た
監
督
団
事
業
で
し
た
。
最
終
年

は
こ
の
事
業
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

と
い
う
大
役
を
受
け
、
全
て
に
行

く
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

変
わ
ろ
う
と
す
る
町
や
人
と
出
会

う
度
に
、
改
め
て
長
野
県
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
感
じ
ず
に
は
お
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
そ
し
て

ア
ー
ト
の
持
つ
力
と
町
や
人
が
持

つ
熱
の
出
会
い
は
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
す
。
そ
し
て
難
多
き
こ
の
国
の

未
来
を
支
え
る
長
野
県
に
な
る
よ

う
次
の
一
歩
を
踏
み
出
す
思
い
が

溢
れ
ま
し
た
。
延
べ
6
年
に
わ
た

り
関
わ
っ
て
頂
い
た
皆
様
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

野
村
政
之

長
野
県
県
民
文
化
部
文
化
政
策
課
／

N
A
G
A
N
O 

O
R
G
A
N
I
C 

A
I
R 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

N
A
G
A
N
O 

O
R
G
A
N
I
C 

A
I
R
。
そ
の
全
景
が
見
え
る
の
は

こ
の
記
録
集
に
お
い
て
の
み
で
す
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
地
域
が
よ
い
角

度
で
出
逢
う
こ
と
、
人
心
が
有
機
的

に
結
ば
れ
、
想
像
以
上
の
何
か
が
起

こ
る
よ
う
に
運
ぶ
こ
と
を
優
先
し
、

こ
れ
を
損
な
う
よ
う
な
過
度
の
決

め
ご
と
や
計
画
、
意
味
づ
け
は
な
る

べ
く
控
え
て
き
ま
し
た
。
余
地
が
ど

の
く
ら
い
許
容
さ
れ
、
創
造
の
実
や

種
を
つ
け
た
の
か
。
今
、
皆
さ
ん
に

映
っ
て
い
る
景
色
が
、
私
た
ち
が
こ

の
名
前
に
ど
れ
だ
け
忠
実
に
働
い

た
の
か
と
い
う
証
し
で
す
。

藤
澤
智
徳

（
一
財
）
長
野
県
文
化
振
興
事
業
団
／

N
A
G
A
N
O 

O
R
G
A
N
I
C 

A
I
R 

事

業
担
当

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ホ
ス
ト
の
方
々

を
は
じ
め
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
入
っ

て
く
だ
さ
っ
た
シ
ア
タ
ー
&
ア
ー

ツ
う
え
だ
の
皆
さ
ん
、
ま
た
弊
団

バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
の
方
々
か
ら
の

多
大
な
る
支
援
や
ご
協
力
が
あ
り
、

無
事
に
N
O
A
を
完
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
N
O
A

は
2
0
2
2
年
度
も
実
施
す
る
予

定
で
す
。
新
た
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

新
た
な
ホ
ス
ト
、
そ
し
て
新
た
な
長

野
と
の
出
会
い
が
今
か
ら
と
て
も

楽
し
み
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ

さ
い
。

荒
井
洋
文

（
一
社
）
シ
ア
タ
ー
&
ア
ー
ツ
う
え
だ
／

ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

N
O
A
に
関
わ
ら
せ
て
も
ら
い
、

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
に
広
す
ぎ
て
掴

み
ど
こ
ろ
の
な
か
っ
た
県
内
各
地

を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ど
こ
に
ど
ん
な
文
化

拠
点
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な

る
自
然
を
背
景
に
、
誰
が
ど
ん
な

活
動
を
し
て
い
る
の
か
を
実
感
を

も
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
つ
ひ
と
つ
の
拠
点
に
つ
い
て
想

像
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
と
、
何
か
が

生
ま
れ
そ
う
な
予
感
が
し
て
く
る

し
、
あ
そ
こ
と
あ
そ
こ
が
つ
な
が
っ

た
ら
と
か
、
や
た
ら
と
可
能
性
を
感

じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

石
坂
杏
子

（
一
社
）
シ
ア
タ
ー
&
ア
ー
ツ
う
え
だ
／

ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

生
活
の
中
、教
育
の
中
、伝
統
の
中
、

人
と
の
出
会
い
の
中
、
様
々
な
中
に

「
ア
ー
ト
」
は
あ
り
、
生
ま
れ
続
け

て
い
ま
す
。
特
別
に
さ
れ
が
ち
な

「
ア
ー
ト
」
を
身
近
に
あ
る
「
ア
ー

ト
」
と
し
て
の
在
り
方
を
考
え
直
す

機
会
を
、
私
た
ち
に
与
え
た
の
が
今

回
の
N
O
A
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
「
ア
ー
ト
」
が
さ
り
げ
な

く
だ
け
れ
ど
も
誰
か
の
中
に
残
る

「
煌
き
」
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
い

ま
す
。

伊
藤
茶
色

（
一
社
）
シ
ア
タ
ー
&
ア
ー
ツ
う
え
だ
／

ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

A
I
R
は
犀
の
角
で
も
普
段
か
ら

馴
染
み
の
あ
る
事
業
で
す
が
、
滞
在

す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
受
け
入
れ

る
土
地
と
そ
こ
に
暮
ら
す
人
よ
っ

て
、
ど
れ
も
見
た
事
の
な
い
独
自
の

展
開
し
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
創
作
や
発
表
の

形
式
に
捉
わ
れ
ず
、
ま
ず
は
「
人
」

と
し
て
出
会
う
。
何
も
決
ま
っ
て
な

い
か
ら
こ
そ
、
共
に
創
る
関
係
性
が

生
ま
れ
た
ん
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

各
地
に
根
を
下
ろ
し
た
こ
の
関
係

が
「
い
い
作
品
」
を
作
る
だ
け
で
は

終
わ
ら
な
い
も
の
と
し
て
、
根
強
く

継
続
し
て
欲
し
い
で
す
。

加
藤
亜
弓

（
一
社
）
シ
ア
タ
ー
&
ア
ー
ツ
う
え
だ
／

ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

関
西
で
生
ま
れ
育
ち
、
長
野
県
に
移

住
し
て
き
て
ま
だ
日
の
浅
い
私
で

す
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

し
て
す
っ
か
り
長
野
県
の
持
つ
文

化
の
多
様
さ
の
虜
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
豊
か
な
文
化
の
土
壌
が
今
ま

さ
に
均
一
化
の
波
に
呑
ま
れ
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
波
に

必
死
に
抗
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い

る
こ
と
を
知
り
、
芸
術
が
そ
う
い
っ

た
人
た
ち
の
力
に
な
れ
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
な
ん

と
な
く
社
会
の
中
で
肩
身
が
狭
い

気
が
し
な
が
ら
も
芸
術
活
動
に
し

が
み
付
い
て
き
た
私
に
と
っ
て
こ

れ
は
予
想
外
で
、
嬉
し
い
こ
と
で
し

た
。
貴
重
な
機
会
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

村
上
梓

（
一
社
）
シ
ア
タ
ー
&
ア
ー
ツ
う
え
だ
／

ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

犀
の
角
の
ス
タ
ッ
フ
が
N
O
A
に

携
わ
る
こ
と
が
決
ま
る
数
週
間
前

に
長
野
県
に
移
住
し
た
私
に
と
っ

て
、
こ
の
事
業
と
の
出
会
い
は
幸

運
と
し
か
言
え
な
い
も
の
で
し
た
。

創
作
の
渦
中
で
、
ま
た
、
自
身
の
存

在
意
義
に
つ
い
て
考
え
続
け
る
一

人
の
人
間
と
し
て
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
た
ち
と
出
会
い
、
地
域
と
絡
み
合

い
な
が
ら
表
現
者
と
し
て
生
き
る

と
い
う
こ
と
が
ど
う
い
う
こ
と
な

の
か
、
一
緒
に
悩
み
、
伴
走
し
な
が

ら
す
ぐ
そ
ば
で
そ
の
息
遣
い
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
時
間
は
何
も

の
に
も
変
え
難
い
宝
物
で
す
。

あとがき WEB アナリティクス

年齢別 ユーザー数の割合

地域別 ユーザー数の割合

サイト		  NAGANO ORGANIC AIR HP （https://noa.nagano.jp/ ）
集計期間	 2021 年 6 月 1 日（火）～ 12 月 15 日（水）

2,995		  36.10
1,701		  20.50
1,205		  14.53
791		  9.53
315		  3.80
176		  2.12
161		  1.94
129		  1.55
120		  1.45
94		  1.13

198		  30.18

148		  22.56

113		  17.23

92		  14.02

71		  10.82

34		  5.18

NAGANO ORGANIC AIR | トップページ

生きることとアートの呼吸 ～ Breathe New Life（上田）

禅の発想をもとにした 3 日間 + αの表現 WS 『禅と表現 行ったり来たり』（飯山）

果樹農園直売所シアター『破戒』（小諸）

みちのちのダンススケープ（茅野）

果樹農園直売所シアター『破戒』試演会（小諸）

あまるほど踊る安曇野ダンスマッピング（安曇野）

禅と表現 行ったり来たり（飯山）

うた・おどり・ものがたり / NIINO - AIR 2021（阿南）

安曇野でつくる新作ダンス公演『イチニタスアヅミノノ』（安曇野） 

10,708
8,621
1,939
1,527
1,397
1,305
1,289
1,119
968
952　

27.36
22.03
4.95
3.90
3.57
3.33
3.29
2.86
2.47
2.43

ページビュー数と割合

長野
東京
神奈川
大阪
愛知
埼玉
千葉
兵庫
京都
北海道

25 〜 34 歳

35 〜 44 歳

45 〜 54 歳

18 〜 24 歳

55 〜 64 歳

65 歳以上

（※ 1） ユーザー数：サイトの訪問人数の総数
（※ 2） サイトが閲覧されたページの総数

ユーザー数（※ 1）

8,337 人

ページビュー数（※ 2）

39,134 回

ページビュー数
 / セッション数（※ 3） 

3.37 回

直帰率（※ 4） 

38.61%

メインデータ

（※ 3） 1 回のサイト訪問時に閲覧されたページ数
（※ 4） サイトを 1 ページだけ閲覧して離脱したユーザーの割合

人　　　　　　　　％

人　　　　　　　　％

人　　　　　　％

30.18

22.5617.23

14.02

10.82

36.10

20.50
14.53

9.53

7.35
1.13
1.45
1.55
1.94
2.12
3.80

etc

5.18
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柴幸男 ( 飯山 )、石井幸一 ( 小諸 )、渡邉尚 ( 軽井沢 )、平原慎太郎 ( 池田 )、...1[ アマリイチ ]( 安
曇野 )、武井琴 ( 木祖 )、森下真樹 ( 茅野 )、石川直樹 ( 茅野 )、山田百次 ( 阿南 )

飯山市文化交流館なちゅら ( 飯山 )、わかち座 ( 小諸 )、信濃追分文化磁場油や ( 軽井沢 )、池田
町教育委員会 ( 池田 )、安曇野市教育委員会 ( 安曇野 )、一般社団法人木曽アーツ ( 木祖 )、木曽
ペインティングス ( 木祖 )、茅野市民館 ( 茅野 )、新野だら実行委員会 ( 阿南 )、一般社団法人シ
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[ 企画制作 ]

[ 主催 ]
[ 共催 ]
[ 提携 ]

[ ロゴデザイン ]
[WEB デザイン ]

[ アーティスト ]
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[ 協力 ]

NAGANO ORGANIC AIR


